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ま え.が き

本ﾡきをは林ﾡ試ﾡﾡべ林野テ た の委任協定忆よっ て 英施してい 

ろ「林米生産の地ﾡﾡ使→ z次すろ研究のうち、 な多景こおけろﾡ 

林ﾡのﾡ査ﾡ求を収係 し たひのごある. またこク研姿はﾡ林産 

梅会熱の 主 吸研究禄鶏ぞ あろ「準 ※本業 2戻ナろ許突」に もm建 

研ﾡと してﾡ係していみめぞ、 課場教ﾡや研疑方法についてはこの 

研ﾡとよﾡナろﾡ奇が多い.

本報告者はﾡﾡﾡ本めﾡ係がら三部2かﾡ= ていみが、内き橋 

は大き<=あに今制未ろ- 一部 く梁-今用)z設ﾡ) ごは. 本 

所究の課爆ど方法ならが)2なﾡﾡ2おけろ責区林茶ﾡﾡめ2函 

らかそゴろレボートそはじめとして、 X全体ズは数知のﾡ盗ﾡなの 

劣系を比験検うナみ知さ、総お的報き名ﾡﾡしていろ. こ0)z対し 

にﾡ=ﾡく学=. 第三分冊)では. 々が行ったヲっのﾡ査地の部 

報台がそ々※部独地ごとに係ていろ. そのうち、 第=今 

甲 . おいては景の中北ﾡのﾡ書スはスざと ノ キの相材林及ﾡの吉 

ﾡ光済. =分丹ごはアカマ ツ林撃地ﾡを垂 ヒ して 駅扱った報等 

名 支 とめていろ.

ﾡ泳林栄の矢無名明らか込づ之ﾡは. 研究ﾡめ研ﾡ意ﾡY、 対 

糸め逆散ﾡ)2よっ てﾡ一する二Yめ函ﾡなほご多ﾡ火ろごあろら, 

召々をく の 海査久支 動貞 して岡渡ﾡや共 河研究を 西始 したが 

千ﾡ通りまこまりのつかない報告者ヒなってしまっ。ﾡゐこに) 

は 当忍か ら 研ﾡの統-ル 女々らラよりは、 個別 zよ って所ﾡめ ボ 

2 けたせ み こ とをとく I2起逃していせ\ ②あぁが。 したがって 

そめ ﾡ、 故意z一貫 した老やﾡを命支ろ こY)zよ ってﾡ- ま

らず そぞクレォー ト を放めゐのてRねった「論文条」形 

共之した・ また単なろ矢か選査ﾡ始ナみことめないよう2、 西才 

均別の根渚)とおいても. 未ろだけﾡﾡﾡのﾡ声)2創2たい だっ气 

クてセろ- しかし研的)て%ﾡ令的に%考い号々のﾡほブル- そ 

は、 未炎な攻采しからげらなかったクは、 こめレボートの内窓が 

示して\み通りごやろ- A後めい ﾡ1と正 女 力望 ナな.
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稲作展業地帯における 

農家林業の現状と問題真

高田郡吉田町(中部合地地帯)
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ﾡ作※ﾡだ希におけるﾡ家林業の規状と向題点

高田ﾡ吉田可くヤ郭公地地滅>

/ 印の桜要

ゐ) 自※的条件作

Iゴ じ め に
系車する

ら約/ ﾡ間 40分. 玉備ﾡ吉田に駅ケ ら--0分3 ど バ ス 

と 有 田町 に 到着 する。 こo町の#面示は P.okw てﾡ

立臭果下の逐ﾡ林業知態話をにﾡ業ﾡﾡご分にしたがってそれて 

れタカ 町村 &送定した。 その中で舌引町と才ﾡとし/たのが:の・ボ 

-卜 である。 この闘査地に県の中北ﾡに位置し, ﾡﾡ営日悠的 

糸件にか"リﾡれ 水田ﾡ越地域とLてﾡの扱倉ﾡの一部:P 
ばしている. かのる格作農求光城におけるﾡ字林業の次継調査○輝 

a. ﾡ*営との同達において長多林業○ﾡﾡ 翌会主にそ の 座 - 

構造の 側 面 から把握し,もっ て塚っ ﾡ字行林経営のﾡﾡ方 向 ニス 

らかにしょうとする. というところにろる。 ところで, 2こにり う 

ﾡ展と I具休的に何 を意味L て いるっ か。 それにはﾡ々クﾡ べ力 

る と 思われる が, こ2て林野。 愛 * 的利用 のら林* w利」へ の じ 

行 を意 团 してし、ると考えろ。 そ う いう意味で 執全 した との ささ；：' 

GLボート"R初に町の概要. 次にﾡを都ﾡのﾡﾡとﾡ林*生 金o 
現ボ. ﾡ後に林野の林ﾡ的利問とﾡ系的利ﾡと○ﾡ合とに大別でき 

る。 こ○ﾡ衆が個別在営○分桁にまで進みえﾡのったた○に前述! 

たﾡ務/にﾡ分なり と t 7P ーテてさた"どう か基だ不信の倉8花 

のざるそえ5い.

"お. このﾡ査にみたリﾡ々 御配ﾡ そ賜った吉田 町林務出 張所に 

じ の町場の 内保各位てらびにﾡ家の力々にか らお礼中上 ける.
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の平も 広島市の北来んル 高那の中否端に位置していろ, 

(テ/一/ 図歩点 ) 形秀は料否にﾡや、株く品土にえく.根点 

c. ク〜。～ﾡ皮のム系が求己方向に走っている。 主委ロ河Tゐ 

る可愛川町の西ﾡ端にﾡをﾡ し東部中天 & 貫流 L て平回町?江 

"に合ﾡしている. 河差川○ﾡ支* に 采す役割に大さい. 地 更 ‘： 

主 に花尚当 と石关 班岩 とを 基岩 とし た砂土 でﾡ部(ﾡ ・私u 
近) &のそけ表 土は一般に※く 地味コ 良好 とはいえ いい, * : 

簡単にﾡ暴にふれると。 3干系ﾡ/月ゲ4友。 み7ッ4ル 

干4友であ ッ ペ冷た希にﾡ している. 午平降水ﾡは大体 

/?～.ヶ、でみる. 年岡, 特に冬と早合にはﾡ新のﾡ生のみいのが 

特ﾡでもある。 -

b) 社金纪済的彖件

・o町は有名1モ利え就公○城下町と Lて占く のら生成発隊し 

社 会済的に tﾡの市心的役列を采してさ ていろ。

3 ず. 主愛5父通向係を一営す る と本町に=級回通友ﾡ一 

際の要路に考るが 住方, 条道に南ケ4kmの地点をﾡﾡ保がた」 

それとの通ﾡはも田口駅からパスがﾡしている。 3- ①斗 

バスっ 発達 がめざしく. :○ﾡを中心にバ ス 綱 が四辺 Iに ・ リ " 

ぐらされていろので交通ほﾡﾡでろる。

ア/-/ 仕希数と人ロﾡ考

年次
世 常__ 数 と 人

世常坂 羽 女 計 均 炎

昭和/0午 23of $/22 ナ? タF ./e夕2o /oo.0%
2キ 3/2よ クo。/ クク /$?4 バ"

年 302o 7022 ク47 /4 ダ 7 2
○年 oク 422 ク202 /2ク/ //

交 料 : 新 町立 設基

次に, 人ロを世ﾡ数との 刻連 においてみるとわ /一/表に示し/よ

J千規ﾡのﾡ条絶区に」"び 

存F数比ﾡに4スダxである。3 
ﾡ家当り . 人の家ﾡﾡばであ 

ところで. ﾡなる 

事. ポ茶 別にみると 

ネ/一2&に示したよ 

うに専東農家は全体 

そ称え. 総ア教うdアに対する 

た, 爆家総人口8人に注し2 

る。

P/一2表 専.楽別ﾡ安な (・西 33)
キ 天 养

ﾡ / わ 本う 7 十 計

崇 ス わ。 4タク 7* /e?/ つ。$/

百中 42よ 34o /2 ダユ.2 /e2.0
の47Pイ, ﾡリ ジ.>%

が糸業燥条でみる。 さらにポ米ﾡ家○うちネ/種は。メ。 ネ 

祀 *であるが ポ茶米暴 ク/F ot4x が.オ/種 東 栄 で あ 

る, ゝれから知られるよ〕つ米業ﾡなは全休のﾡ半そ占いている

ゲ, これは町内で較的容易に雇様会の得られるようなヨリ高 

次○凌ﾡn. 神に不三次産業が存している竹以と題われる。

さらに, ﾡ察を営耕地○側ﾡのら一甘するとふ反以下○ﾡﾡ 

;全休○ o.c ※に考る F で tﾡ的す くなく o〜/2。 反○ﾡ 

な a P でとJ% を 占の農家の 過半 を この層で占のているが。 

o.。 反上の大規 にほするﾡあにぷoアで/ス/メに塩 J私も

す< ない。

オ/一表 土地利 状ﾡ
8 

別 ____ 小
二 王 7c

田
三 三 7 ミ干 3二 ご F i ラ

ヨ
ブ5a1ラな*お 一

山 林

配分ﾡ

三1上

S"
22

一 七 q に

4
A

ジ I
/ル

ムサ

ビ--二 -二

4
o./ o./

/2よ

ムク 2o.5

資料: 高郡町村安覧 ( ネタ/間/27年 )

その 修
金 計室 地 株ﾡ 世放 地 水路運 計

分

4 /o/ ?
o/

/クふ

3
クク2
/eo0

うI<送千両有ともﾡし 昭和0になっ て女めて ﾡグを示し

ている。 o年現在の 土地平方 KMﾡ リの人ロ宏度は X&,P人 である.

派校に 土光株高ﾡ 27→町がどのように利用されているかる一

ﾡするとァ/一3ネにネ L「よ う 2水田が全体の ss % , 畑メクメ
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出林どeメ・ その他j%でみる・耕地統面ﾡは^j/町 れ 

の2ﾡ客考リ 而お Iは o.44町T ( 水 &s. 畑 o.o6 町) で これを郡千 

ののと町に対比すると優のに高っている。 ほ/. ここにほ示 

こりかっ た ゲ*平 ( 新) &軍定するとJアのさとのる. 

締局。高い林野平 と 上田 率 が土地利用上の特依の / っであろう. 

c) 農林策生座の現状

この現狀を把握する 前 に 主要産業. #に/次. 一次產 第 がい 

か«るﾡ展と行い。 今日いかなる橋成を示ﾡしていろのそ生を額 

○例面ずら一答する。 3す.六正?午のォ/ 次末生えﾡの生 

産額2占つる制合はメ 後ってネ2 次ﾡ 茶のそれは$ * で 

みる。ﾡるに 岡和よ- 年には前着は/Zタメイﾡ○クク *に ヨ 

た, 3j午にさらに/0メ減の 4? YI3それそれ低支L/のにし 

後者ほそのﾡ少分だIそれそれ増mした訳でみる。 給局,#済社 

会○ﾡ展にと t ケい生産頼に ・ リ 薪次の 産 菜 に於 てﾡ大LてきP 
ことが明白でらる・ とはいえ との町の主要産業 は 依然と Lて 

次産条 にポ林ﾡであると いう 大には変 り ロいのである。 

そ:で. 震林*生産の現ﾡ&一管しょう。

※生震: 長茶生歳の受を生産部m別にP3り生産新の高 ﾡ 

グらﾡう とネ/一4ネIz示しrたよう 2はろ。

すびわち,生産額は

,5。。,2一 .オ/一4表 生ﾡ都口別生ﾡ(ﾡソ)ルaI ''\バ ー" 

うう科祀ゲパ を産 

/メでﾡ会 は 非 ﾡ に 少 

ﾡでんろ(林*に力/メJ. 
さらに. 各生産部Io 

科は内ををみると, す. 

ﾡ 3 条生虎 額 パs44+ 
千円 :o/X が木 希

郵 円 別 生産率

新 花

を ﾡ

杯 茶

苛

. 44 

? 
?.コ・ク 

/～ 4
4?. 2.

P/イ

/.s

/
/20.0

K科: 場調べ

/.Xが株及 o.6Xがゴ協・ /Xが馬鈴者,ﾡリく%が系殺で力 

る。 希局 水稲,裸永等が主妥作物と尾われる。

-9-
ﾡ谷. き産沼部ドの内方に不明が. 依考2し今うまで(2昭 

初午○主な象 飼 妻頭羽数 &上げると孔牛f 頭. 役肉 中/上” 

引 馬P 頭,. 緬羊〃f頭,J 挙 3ル 頭,豚?4ﾡ メ・ク/o形でろ 

る。ついでに 林 第の 生ﾡ額 /千 円。 内訳を交う とそ。 cx'x 
が未林。 %タスがマキ。・24Xゲマ" ダ'ケ , ヂリ②α/Xが竹であ 

る. 、

資本会備： #の内係上 昭初・7年とゝ»年のユH々をﾡえ主雲 

受杯兵の導へ効向とその現ボる一ﾡする。 午次別 拨種別所有 板 

況を示すとネ /一 の切くでろるが. これからも用らかG」う)に

/一次 ﾡﾡ果所有状ﾡ

・
ﾡゅ核

デー C"ル 
エンジン

ゲン り>灯デ
¥過工>ジー

長用小ﾡ 
トラ?クー

才 東岡オート 
三治申吸 全橘 旅粉校 オ ン?ー

函 37 6 一 ? ? ? 一 /→ /夕 一 一

円 33 とよ /。 6 シ" 4 6 7 /0?s 4 2ク 4 1
済料: 昭7年は郡町村ﾡ覧

ﾡﾡにﾡ町述設ﾡ税調ﾡ書

ﾡ 入橘ﾡの ﾡ通るしのはがッリン灯軽油エンジン 動 刀 カッ アー.

ビルェ>ジン 米 問小ﾡ トラクター. 衆粉ﾡ行であ る。週去 

51向にこのようなのαりの変化がﾡえる。 arに動ガ耕うん* 

4夕台を表え. ごのうち3?台が自家甲 6台ゲ炎有区ﾡをと 

っている。 ジ午現社で所有台萩の最大は防ﾡ糸ﾡ(/oみ台) 

でらるがそれでも総長家の#。* ・所有 L てい る にすぎない. 

各長校がﾡへされて きて い る が 果業 の 我枝化 に a r止れてい 

ろよう に思われる。

林米生産: ﾡ初に林野の構成る.次に所有型催別高横 さらに 

し林所ﾡ状えと 公有林のﾡ態 とを高単にふれよ う。

( 林野精 成 ) 林野総面横に つっいては師iにふれたよ うIに4コ。 

町「でク る が. 2 オ成はネ /一4ネ に示 Lたよう にﾡ沼積○ の:x 
が州林でリ み7メが竹株. 代ﾡ地.原野寄てある。さらにﾡ 

林地るみるとそのア& が天べ林. ﾡリ2x が人工林で あ る .
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才/一&次 圻宿 規根別所商 者 (戸)ﾡと商積

才/一8衣 林野の橋

( R )
双 叔 o〜$o 先0〜/co /02^f3o $Qo/es2 /20o へパ20 クeo ～$$0 oe〜 計

よ 44 → 228 /os /夕 / / ・ク47
so. P,c②3 4→., 4 4づ分 &ッ5 2/o.o 4$44

報

高いﾡ様比ﾡ をらの る大然林の穴都分に助 乗樹・ は針広 混合 

のな柔 ﾡ林 かてみる。ﾡに人工林1 大 部分 が針 ﾡﾡでゐ る。 

上の明 からﾡわれるよ うにﾡ林光の 5とくどがﾡ型的る 天然 

林, 行に7カマのそれであって 人工被表 極めて少てい。

( 林野所有 ) 林野をﾡ有型ﾡ別Iにみるとネノークスに示Lたょ 

う に有林全体の 先/ % 

公有林(町有 ﾡ産し)//?

私有林 0%でろ る。ﾡ局 

表有林が林野面示っ過キ & 占 

めている。 な.お。 四有林の約

が調登ﾡﾡ付近に位 ﾡ 

しているがこれと部ﾡと○特 

別び 利客係は ないょうでろ

ャ/一7表 有型ﾡ別面神

百分率

オム 有

3/ s
s/

ク4/ 
/.?

チ/ク7 4-0
/eo6

済料: 広島ﾡ林水産統 計 年 報

る 。

さらに 私ﾡ林のﾡ有ﾡﾡを規ﾡ別にみる と オ /一& 丞に示しに

ように上林所有有(ア)統救に/クタ?人(ア) これる階層別に

みると所有長の最も多く 条中している～は /o.。 ～ よo.o反 次 3
$ 0 /o.0及, 3.0メ下, ふ,o～$の及ﾡの帰と広っている。

総休と しての所有震字ﾡIは A2%でわ る。

(公有林の突絶) 公有林ﾡ約面稿に?夕/町で. -のうちも 

町行林は4.7メにきる約クク町. も. 中房("タ村) 沼ﾡ産み 

が緑く% で# ?町 円ﾡ産Z が4%タス に相きする約3町る 

節有 智理 してい る。而 る に, ここてにﾡ査都ﾡに直ﾡ的内係のあ 

る 日比 欺産 名 の みに向説す る.

属産こに丹に村( 町合. ◇.ノ前○称) 内に位置 

し, 納/0田に分ﾡしている。 この 歌、庭 区 に 画 する 港 革, 経営書 

理組織 等り 他 町村の 協合 と 大休岡じよ う にﾡわれる○で省諾し, 

主にそ○利問型ﾡにふれる。総 ﾡ福 IJ ・.ク町. こ○うらﾡ 営 

呼に/22.タタ 町( ダ7メ )- 貸付林野は /4..町( 4jx) である。 

ます. 直営林ﾡ。 / * チひわち. 約40 町歩が介収歩合4分 

(村) t分(Yバルプトド), 契約羽向 4o り耳の糸 件 で分 吹造 

林それて いる。 そ。 替ﾡ本教に町すき り f-o。本てか ロリぼ裕っ 

ﾡ向が短われる。今考ヨ でに分契物成i (昭j)) 前○林相別 

ﾡ戒&見ると人工林44町- ズな林に g3P町 であっfた. ﾡ 

ﾡ林野ヶらの林産物阪ﾡ坂へは 公天ﾡっ 新, 区茶*冬の公式的 

途に向られる。

次にﾡ 付林野。 利 町ﾡﾡ &一崎する。 こ○ほ付林呼に故都ﾡに 

保付けられてい る訳だが, 3 こでは餌を都ﾡﾡ家のそれに小れる. 

価 而 積 Iコ/ル ノ, 町, /ﾡ本ちり砲積に平切よ及殺友で, こ○ダ付 

引的は「株ﾡ」 である。 そっ/めに立木は「反>。本以下」/ 

制所 され, ばって株平光Izばアカマッ が点在 す る で. それも 

P和Jケン$手○札伝のあﾡによ リその大部分るた却した。 ・戒 

行木の くに小径木でらる。さ て, この貸付地からの株ﾡﾡ
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当 ポ へ$20系 でろるバ 保付地のチく が※ﾡのら ・4c"。 mの通巨 

染にあるので利及も ﾡ式候 何にらるとい bれる。 そ。 場 合 ,ﾡ 

条は一般に止近2 っの田ﾡをﾡり 寒りているので近巨ﾡのtのる 

比教的楽に利町している. そL てﾡ行ﾡ橋の茶細層ほ どそ0判 

I 高 まる傾内にうる が. 比校的大所有 番層 でI 立 的余 

こまれないと 利 オス 3 そﾡ保 している が活 甲へ ○道には やや遠い 

といわれる。

マ 部秀の横要 と 湯林業 生産の 現状

前節○ 説明 のら知られるよ うに町○主 愛え ﾡにﾡ茶である . 

同様に部落においてもその例外でほりえす. ﾡ作長米げ最も主 

要 な產案 で, これに各たがお合2れた。 いわるﾡ作有を営長翌 

組でﾡ成されていて他にみるべき産ﾡにのい。 かかる 生産株述に 

立ﾡすろ長客不林に不※生産7を維村する社営暴末であるととも 

2面, 消ﾡ経済部mo欲求 &ﾡ足「るというように米8社済と 

ﾡ枝不ﾡの 岡係に あリ, かっ車 ﾡ有林の 多く3ﾡﾡの局ﾡからﾡ 

早されていると思われる。

かの3ふから長林糸生ﾡのﾡﾡ型ﾡを祀ﾡす る場合のこ 

今に3々 ②力法 が る と思われる。ﾡ速つよう に部ﾡは金ﾡ 

作澤業希であろ という ﾡ失からそ○将性を向しかっﾡ家の犯 

ﾡ&た分及映しう ろよ う び性裕のいのがゼョ しいと為える。 とす 

ればその よう 8をほそ少しでも多く 合ん名立委教的な指ﾡ何 

にか。 林野#営面の大きさほ林呼そ利甲して行われるﾡ泰相 

済活動 とめすLも 例的 な係をしっていのいとﾡわれる。 tれ 

よりも2の地域○よう に 生産 構造 が米作 に看L くﾡTLでいると 

ころでに#ﾡ奇積の大小が震業術得の 大小Iに a 3正例す る 

とみ て た遇 ないと 考える。 そ>でこのﾡ件を主び様/にLょうと 

Lたがデー?の切約っ/つ不ﾡﾡとけリ. 締局. 展*紀夕入を1 

っでべ行することほしr. こo入の少くは阪米(各クん/)と 

ﾡﾡ(約めX)とみら形成されている。「だ 自 齢木郡价り;」

ﾡとポ 素収入 の 推定 は 困 難視 され/のでﾡ略した。

り、 く Lて軍定山 だ紀収入な 基 部に次のよう の商層こ分を行った.

Tなわち. 火ヘ27以下の沢ﾡ科EA層. ～/o7Hっそn 

tB帰. /0〜0万円oそれそC層 2。万円以上のそそDﾡと 

し/, "おか/層内に紀営林野ﾡる長家列○ﾡ次的指ﾡにL 

R・ のかる商層こ分にしたがって ﾡ林末生産 の犬ﾡ&る々○主受 

3指標につい て分ﾡる 試み』う ・ 

a) ﾡ暴

吉田ﾡら4生行さのバス でIほ デタ ﾡ た I 浴い に 西テ へ約0分 

[ﾡ昇する と 調色 地 I 部落 に 到 府す a. 都ﾡにﾡ高#よo。m 以下 

の山系るﾡﾡとしてそ○後ﾡな斜面に形はされ. そn絶面ﾡに約

4町( .Rr)で舌田町のF光部に位置している。ﾡﾡ内をﾡた 

たしているす 浴川はそれほと六さ く ないが耕地- 特に水引べの 

ﾡﾡに大きひ役例る果している。 た, その 流域一潛 に礫が 混入

Lていて地のベ 
メ 

都分ば秋田に風 

Lている. 気が 

六方. 条冷地希に 

層L, 平前ﾡ混や 

ﾡ河量に町の平均 

値とほとんど安ら 

pい・ すわち. 

元&3/月 が・広. 

»月。ど友 ﾡ甲 

賢 ば /6gc m で あ 

る。 ・

オっ一/ ナだ地利の断面図

ﾡ添○己端&米道が終走していろ"で次近にﾡ保でろり ・ ※杯 

ﾡ物の高品化や日ﾡ 甲品の瞬入署 t 天 部分が ミ れ& 通じて 行われ

死和今現役統ア文 5ジ デ 人ロにう人でゐリ 3/
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受条にﾡアの ノタメ に 当るチタ 广,※家人ロ。ej人そそnぞ 

t改えている, ﾡ計支科が下術の/の絶ア改の午次別ﾡ司に引ら 

かでびいが, 過去 /07ﾡ向○支ﾡ信に 47〜 s4 アで月るとい 

われ斜り淡しくﾡいていい・ 師 し, t○ﾡさの派礼大きかっr 
oっ2和20 午前役であらといわれる。

b) ﾡ茶生産の愛媒

bー/) 経営耕忙. た役

だ 同# 品 ラ : →ん 町で 二○掛点内ﾡそみるとﾡ面? 

/メに相さずるハと^町 が# 诊幅 は, o+X力Pる/3ほペ 

宅・ ﾡﾡ新○ﾡ該。 ﾡ!ノクコメに当ら/クハ町ゲ林野高油 

とびっている。 ここでゃヤ計しく#常料 e 流設に 岡 成 1

aす 軽営耕地に M"% で, このう水Fは 620町. 海/4。 

町で 水回ﾡに$*と非粉に高い。 2モ 作田 字 5% tt 
○作目ほ裸え 不ﾡが主であら。 /= 2渓ﾡ当り#営新ﾡ 

ﾡに約?0反( 田 &7. ﾡの3反)で町○ &4反(回,沼 

の.とえ) にべか2多い。 e力 花談は/アちリの4スで

才2ー/ﾡ 経営/把而希

田 m 小 t 宅なto忙 A
ﾡ 抬 P千均 面 積 ア均 面 科 Pキ均 配 積 面 横

A 4 $o ク" o,3 /,f o.4 oa 4.2 / 4
B / $い3 タル 4 $? 勿】 42 o, 433 纟ナ
C / /" o 九」 43 クメ 3 ク4 ぐイ 。メ 77

/2 ュ? / / s / /6 4 ・4 /25
1 

/s,
計 45 2 47 ん o 4 22 47

ある。 火上の係& 各層 別2一普ずると矛 一/系に示したよう 

に * 田 面表 3「層 ﾡが景もﾡ看で P ろ がﾡ ﾡﾡのﾡﾡﾡ 

上層 に 進む に 従って 僅。、 はカ リ大こ く びる が木 田 l3 ど 着しい 
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ﾡ差にみられない。 未示してかい が水田 字はA層②PタXを除 

けばにタよメメ上で, 括局- いすれも水ロが圧例的に多く 

の非ﾡにいっ が特終的で あ る。

bつ) $茨構成

師に小れ/たよう2ﾡ家表は4$戸 そっ人ロa ・入で う ッ. 

性別橋成も男/- 女/o/人でほとんど変ら"い。 た. /系 

安当り 家茨人ﾡっ ん今人で町の ◇人に対比して六差みられ 

ない・ ざらに, 2れ&ﾡ層別に一ﾡするとB層を除けは上層ほ 

と多く っている。 B層が特にﾡいのは条涼3ヘ下の景ﾡが 

/4アっ人以上そちのているつに対しク人の大条旅はﾡの/ア 

2すざないという大情2起するものと思われる。

オ二つ 表 ﾡ層別るﾡ成

階 畳 ﾡ 愛 条人 パきッ人民

A 4 /户 40

B /4 イソ 4
C / 44

D / ムタ s4

計 4 ao 4よ

bう) 家畜の構成

部落○ﾡや条系を○主"れ○は陽. 牛. 麻, 鉤羊,山羊,鶏等 

Tある.

3す. 大家畜はﾡ$. 牛a. 役内牛 ゝ4ﾡ&救え. 何ﾡ/ﾡ 

ら当リﾡ&tれでれo. /o. “頭 で ある。今日. 株牛がﾡん 

な○はわが出の一般的なﾡﾡと思われるが 女上にみたﾡくち 

御ﾡでもその例外で3なく, 和牛はその生を地とLて有名ロ神 

石牛の影番を最も強く う りかなり墜んでﾡ終/X家ちリ /夕預 

で町の /2 頭よ リ やャ多 い。 コ れに主に ﾡ 牛 f牛の 生産 そ 目 

的と し比ﾡ的有 g ぁ産経者 o/ っ2上げられる。
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平な命はムギが糸もタく /4 ﾡ&数え ﾡ校/意条リ / 

ﾡrがその受条キに24メと低い。 tのeにﾡ. 栃 羊 が若干 い 

%和友でろ 5.
5き○主"ものはﾡでﾡ後44?ﾡに迷し. ﾡ糸/受«きり 

/? ﾡ 同ﾡ家ﾡに ク2夕/でかなり高い。 個別的にみると » 狎 

不浜のﾡ系が非常に多く。 とK家て累大○銅父羽数に//0系 f 
みるが, されがﾡ不例倉ﾡﾡ家とは落えられない。

以ェ o 行 ﾡﾡﾡ別録を凄 夕 と 頭羽数 & 階層 別に示すと ネ・ー 

ﾡの切くなる。

オー表 条新再類別ﾡをﾡ家数 と緊ﾡ数

階

層

総 牛 馬

ア 頭 数 2 i 頭 致 1
A ク

6 /4 4 $o a
C / // バ 金

P /o /3 /F o / / / /
計 44 ・? 2 s s / /

隔 

昼

名 
晨 
条

3 手 丄 ¥

E 頭 ¥ ア 頭 マ ア 羽 数

A 4 / ・ / / j
B /4 / / /ク /70
C / / / ? 3 /- /4
D /a / / ? ? / 4
計 コ ユ / / 4"

○内3牛

円禄に, 慶家 / Fサり各倉ﾡ況&* ・-4 *のら変う と43B 
層Iz o 頭 C骨 o,?頭. b層 /4 頭で, 付局 c層以上I大

- 一17-
休/ﾡ駅/頭主校が家かれているのにB/以下I極ﾡにすく g 

く5っている。 全れし.馬ﾡ為の商層性にほとくどﾡわれ 

チ . 家あに比ﾡ的上®て夕く飼育している。ﾡしﾡ 

低商層にも平均的に入っている. これに小ﾡと訓長ﾡ物でﾡ 

島 に 捌番でを, 巨っ 手近G会収入※と なリ う るがらでみろう。

オュー4ﾡ 主受安ﾡの/Pﾡリﾡﾡ況

商

・ " "

中

負 委 ﾡ 条 1
リ

ﾡﾡ ネ
/アちり 辛 /心ちり 率

1 a そ - -- - - —
B /4 : o,% J ? ク/ /
c / - ・タ ク o./ パ

' り 、 / 4 /oe 0/ /o
計 •け 22 ～夕 s• o./ c0

総 

農 

さ

山 羊 -ワトリ

4
ﾡ長条

リ

何*ﾡ条

アちリ 空 /ナ考リ

A 
8
C 
p 

計

4
4 

/s 
/
4

② 
o,/ 
ク,, 

aP 

o

/ 2
/. o
/ )

父

?
2 o

A 
2 4

②
//
&4 

ッo2 
/48

/22 
/o,や 
ノクノ 

/,/

よ

ク/

o

/00

22よ

b-4) 生産鉄
炭家が生去手 段 と して伏問している主登な辰桜呉 に厩表核.

初措裁, こ-?. ウッ?ー 頑本裕 ﾡ粉城ﾡ である。付うん 

衣は/ 台も入されていないが書辰暴が 戸ろる。
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アaﾡ ﾡﾡﾡﾡ別所有 型 ﾡ 別ﾡ家歌

商 幾 穀 羽

層 条
自欲有長み 天有ﾡな 台条有ﾡる 天有ﾡ条T------------ 1
数 ﾡ _ 数 字 ※ 1 空

A 2 $-2 • | a

/夕 ケ よ 1 1 /?
C / $ / o 47 s

1
・ ' / レ Po

D /・ / / クコ /

t 4よ a 4 $夕 4 29 :
2 1 2 ? 1 ク

( 自家有戸牧=台ﾡとみてよい)

ﾡ そ ­ - ク ッ タ ー

層 左 水有雇転 1 自客有経を
が

敖 手 敖 率 姿 年 敎 手
A 夕 /
B /4 ? / o ク/ / ? / 7
C /ズ 才 JJ 7 40 4 ? / 6
b /a 3 ク 夕 j / 8
計 4 /4 2/ ・e 4ク ク 0 J 7

ます- 厩殺機の自有長家に上層ほと多く～ これをだ家率でみ 

・とB層4ア. C/6?x D層ク→Xで千均よ»メでろる, 

ﾡカ ﾡ有長家に自家有の 場合 と合く逆○同係る示L でいる。

次に. ﾡ機○自有農家4アで比除的すくなく 且っ上層 

で占りられている。 これにえし炎有展家ジクアて全ﾡﾡゥス 

メ2相きする。 :れそ 層 別にみる とA層っ よ。xが低い「I 

でeゥ令層 は 分。メ以上○高ﾡ そ示L ている.

モ -ク○自有長家率は終じてﾡい が上® aど高3 る傾何を示 

現している。 品る炎有求家はよ。ア で比ﾡ6? く こ○暦層 

た1ﾡ白にﾡわれないが天ﾡﾡ条ﾡは納4。 %である。ヨト

カック ーば上居に自行長が条平しているが天有ﾡ家にI 
ビ階層ﾡそ示していケい。

尚局 ﾡ家相型態のﾡも並くでいる微にﾡ殺求。 そ

7ッー. 機 3た 共型能でに将ネ。 そ一?, 

7ックーﾡ○でらる。

b一5) 任営分仰

&初に家滅仰刀る みる と衆家主 副 従爭承絵故 ワ 6ニノ 

ﾡ・?人でろる。 ゝれるﾡ層別に示L?がネコー4ふで〕 

と夕い。

19-

と ん

戒牧

・ 千 

層/ほ

オ-4次 ﾡ末役汚ﾡ

m 層 受 条 受※主町ﾡ平布 岡/ア千均

A 』,J

G / 2 1,タ

c /ダ ノ,コ

P /2

計 4よ /・ .2

さらに 従幸名/人当リの年向常ィ日秋&板4すると才

/2示しように及iはA 勝 ゲ47ほ 及大は D 層 で/2

/ク2日であるが これにﾡさ平り西をI2』つたことそ 

ておったい。

-7ネ 

・ F 
無 し

ャ→-7ﾡ 年向日数

愛料災 平着(主 例 午向の日逆 従学着ノ人当り日故

A ? 4/? 2 ?
$よ4 2 /4F

c 4カ ・ラ4? /s7
P 42 っ。4 /?
計 _ /____ ・ 上o ____  2ク____
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次にﾡ用労のる一各しよう。 

天別 して%ﾡ- ﾡﾡ宮, 日ﾡ 

ちでﾡも一般的に行われている

t:で, 2○大情そﾡうと才

ほ上ﾡど高く平均4夕 Xで 

ど多<平均ﾡ条率は$>/でゐ

部ﾡで林甲しているﾡ甲ﾡだほ 

& びテタ・ユ ィである。 :nう 

。 が千体・= ィ と日ﾡとでみる。

-8ネ に示しによ う に日ﾡﾡ家 

ろ るがチ依・コ ( は逆Iに伝同/I 
る .

オュ-ﾡ ・雇用型紙 別 探 ﾡ ﾡ

・

浜 

安

日 産 手 依. ュ 2 玉

亜 喪/故. 商 ﾡ

A 4 ? クィ

B ル s ? 4 / ◇ クノ

C / 4 4 e ? 4 ?
り /→ ? ?よ 2 デJ
計 イ ○ 0 49 a 4 よ

雇用史態別の千町底 

通り で,常雇, ﾡﾡ底 

日底は/アT均4 日 

邦分部 ﾡ内で調さ 

てﾡでろる.

甲日故る 層別にﾡ 

は/アF 内t れそれ 

, 手伝・ユイは//日と 

れ部系外ﾡ保や非※

示すろとア7ネ2
夕。 a , $2日 で h あ.

ロる. 日層み仰の六 

からの請ﾡはﾡっ

ネ→一ﾡ ﾡ用利類別ﾡ家秋とﾡ

曆 戻 ﾡ 季 a 手伝ユ 1笃 計

登 家 夏 委 百灰 ﾡ ま 百 褒
弱

引 数 聖 愛条 日 数 ア阪 
当 リ 史整 2

A 
6 
c 
p 
計

4 
/ 
/ 
/コ 

44
a 4o

4>o 4o
/
/

4-o
so

$e 
fe

s
4

ao

c%o

o 
伊っ

/
4/
ク2
42

3
/ 0

?
夕

浮

クパ

4o
・72

/? 
? 

// 
/o 
/ /

4 ? 
/ 
a 

/a/4

/よ 

/ 
コ 

/o/ 

37
日足日るの うち秀 内 ( )で示 ず。
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b-&) 産 物の市品 ・

主マな百品北ﾡ起物ば米.みﾡ. その他くシイアケ、 キ乳> 

キく覇).ﾡm マ2耳であるが. ごらの販ﾡXご家ﾡを 

示すと才2ーノ2表の通リ である.

オ・ー/oﾡ ﾡﾡ物利類別際ﾡ

僧 震 

姿

ハダァえ そo他 午 爲 ケイ ラ y て ユ
を % 光 炭 客 % % 愛 姿

A ユ 子o
B / / /ee ユ / / ? 4
C /s- / /co / ? 47 夕 ・?

P / /2 /00 a ク /? ? c so / 8
好 4 4 6 / 4 / 3 4 4

まず, *っ ﾡﾡ3 4 ア そ歌え委ﾡすの 夕 4 %遥 す る. 

非販米X な3A層に昼Lている。 保及はA層を除くeのぶぶる 

計とP が販を して いる が作付及守は失I ?? ア。 ラ e & 数え 

全体○よクメそらめている。次に牛(賜)は/$ア すなわう. 

住休○33 メが販元そ行い, tのべ柄分上位2ﾡ層でﾡ○て 

いる。 3た. ﾡは / t P が阪そ し, 点 で 〒(々) 販た 

ア&と 大休同 じでみる がﾡ層的に ・7比我的ョ ッ低位層にスんて 

い る ・

とれ と 陶 連 して, 次ほ/ﾡ家きりの殺業 愛金ぶ入 を r骨 別に 

系 と * -/表通 りでらる。

平ナ収人に/ク4千田で, その内訳を見ると ラんにきろ/4/ 
千円 が 物 禄 部 門に 依存 し/ その大ﾡ分が阪*収入でらる。り 

クメに塩 ろ /分» 干円ゲ高を部げで7る。

さらに, / ア平均入合計風よクみテ田に占んる両層別千均ル 

へ例合&ﾡうとD層の4X. C層&4メ 6個 ノメクメ A層

催のヘ/メを占める2すごす. 3○向は程. を産両初 

I2大別 Lて 同杯っ3 とがいえる。
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ャ。-//表 際花ﾡ目 別那金収入

-23-

商

米 ― ハゲァ及 う E 計
引

販を顔r9, パさリ P99 ノデ多 X
A 2 e今8 ・4? ん

/« /enzs ク"
•
/球 / / 必 /%r1

C / 2場8 ルク doo /3 2242
p /a う./ ・22? 夕 4 6o い5 パ o/
計

_

好 44a / 44 4ぶ /2/
(29 /eoe

-- 〜--〜・

く.千円)

商 段 a 子
A 計

夕 f ヶ ィ ラ ン 計

函 P9ッ 9 ! 額 /ボさy ﾡ 函 P夕 Z
A a48 戸 Z /
B / セチ ん/ PP $; クみ- /2・ 必 /レ7
C / /4ク 2$ $& ? e/ パ ・2? 4P? /744 ".4

/a →8 /28 /20 /o.8 2 4 4&d o 3
計 4 &3 ・4n- 40 4/ /4 o クハな加 /45f

(の /090 1 (ダ /eo0

ﾡ一なえ 収ス入位と そのﾡ成ﾡA

層

収 入 属 位
・.

/ a 3 4 よ

A
米 

/oc0
•
/oo

B
米 クイラン 

んケ
深 及 
/

午 馬 
/ /oo

C
*
?

午 x
ダダ

ケイラン 
・

杯 ※ 
cク /eo

D
* 午 ﾡ

ダンナ
ケイラ> 裸 友

0,タ
そo 

◇ グ/ 〃ク

計
不

クo- 名 ?
ケイラン 
,4

杯 交
クク

そo他
クタ ・/22

C) 林来生の現ド

c-/) 経 答林野とそ。 利甲神成

■ 営林 野/ハック反 ( 央測) は震 県所 有林“ リユ 氏(みコ* )

P凌こ悟入/反 ( ク *) で形広されている。

取初2長塚の林野所有のﾡ炭にふれる とォー/まz示 しrょ

ふお 販を移日別の収入親伝と その橋成引合を示L「たのが 

ォ。一2&でみる。 ﾡ体的ほ米 牛(馬),羈卯, 課ま そoに 

ﾡ念の ﾡであり. さらに二 れを 陌層別 に みる と各層 とも吸米K 
入が才/位を占め しもA層はそれがﾡ一の水入派てhら, 

N た, e, D 階け 共通の種 目頗值を 生椅してい るが, ただ,R 
上局はﾡﾡ とﾡ番 が付初さ れている。2 れ2ォ し B層 3ﾡ印や 

標えのル入が上位をしめ, f(ﾡ)は最もﾡい比ﾡそ示してい 

るのが新し いr層差と ﾡわれる。

う に総面積/クタa 及 

で前有 /アぢリ5 
ほとかり町 ○平均規 

ポ ・ノ.ク反 に対して 

やや大きい。 さらに, 

これを問ルWにみる 

とA層。 ムタ 灰 が非

小ﾡﾡであ る場 

合 る 除け げ種端 野 階 

恩差疲われず 上

P-かﾡ 林野所有状ﾡ (ﾡ)
商

骨

景

姿

的 有

農 冬 ﾡ 積 当求

A ク ? / 今2
/4 /メ "ジノ

C /s / ""- 4
り / / み2 ク%7
訂 4 44 /ク3e _よ
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層ほとﾡ営傾ﾡ"らる。

次に信入林野についてみるとオ ー表 :示Lたよ う2総面ﾡ

/と a< 反,ﾡ入炭ﾡに y» 戸で/ア干均よ。でゐる が 派小の

オーバタボ 野入ボ ー、()
階 :__ ﾡ へ
眉 ﾡ 象 商 ﾡ

A ク 1 ・

B /ク /a a 6 ィ" よ

C / / 7o, • f o
/e /コ /00 64, チ 先 ・

計 〃广 3牙 fo 1

ﾡ家は夕。反 ﾡ大のそれは//j成に及んでいる。 a/2/ナョ 

り○ﾡﾡを諾層別みると 大体千均化さ れていてﾡ示 ・円ﾡ世 

はﾡわれない。借入援家率 な ノタ% を示し,大部分が信へして 

いることになるが ﾡ方. 非価へ料 条クアをみると その多く 13 
下層に条ギしている。 これを系諾的zみると分条が4デ, 入才 

/F,残リ2白が本家となっている。 てらにこれらの米条○だ 

営#野規ﾡは ・ダ反下の小後営着が過ギ。$ア. A町のそれ 

が/ア 非 所有 君/アどなって 総じで 小展ポ 竹有 ﾡにタくみら れる.

以上 の所和 信へ林野を#督林野と L て 階層別に 示した カ グ 

才 ○-表 でろる。

Pa-/表 所有ﾡ条と社営林野

竹行愛 安 経営林野面禎 撃暴ちあ税 竹行ﾡ ケ/アき り

A 夕 3 4,4 ?, ?
B / /ク 夕2ク,4 2ラ./ ,/

/よ / 7 & ん,

b / / タ. ? o,d の,-

計 4 4 4 /2222 4oみ そみ

-25- 
/ﾡ泉当り面横3 夕»反 (/ﾡ有着きり &え ) で ▼国ﾡ方永 

有林○午均/ 戻家○4»浜 I2対比する と 規ﾡ的に はのなJﾡ3 
れていると題われる。

さらに, #と長条 と 経営林野面積 を 不 す と ャ2ーイね ○ように 

ﾡな。 ﾡ中友の塚も高いの13&°〜 4ooF ○局て全作らP * 
を 昌 め ている が'/ - 方, 面表は$a0反以上○居でその約2メ 

が占ゅられている。

ア・ー/4赤 経営規ﾡ別ﾡ家歌と林野面税 (友)

経 営林野 

ﾡ務間骨

ﾡ____ 家 林 野____

教 比 王 配 種 面イ出争

0 / よ

～ /o, 6 ? /4 う/) 4
/ 40〜0o /o 2 ・oみ, /o.f
) 0,0〜よ。 0 /? み tto,名 %
So, 0 ～ /o /0→ん,よ- $

計 夕上 /00 ク ク /クり 0

次にﾡ営林野の利甲ﾡ況を ネークネ で一管す ると絶面積 /2aカ?

反のうら 針無樹が派も 多く ょ8x&. た然伐離炎ら 切*, 株ﾡ

アュー/? 衣 任 営林野の利ﾡ ( ﾡ )

新 愛 担 公 系 樹 えベ代株 竹 砕 計

Z 面 獲 Z 而 ﾡ ﾡ 積 2 而 直 Z 回 橋 グ

/o,o 好 o,a a , / 二/ /3 /oo

3 /ラ4.? 4 "夕 デ ・→ よみ0 a e?4 /ee
C o.。 4/ 冷» /o 4 / (4,4 / 03 $4? /oo

D ザ 2%。 6 ・? ク4,0 ク c? 4,?
针 3上 422 グ4 48 44e4 40 2と 42 42 ② / ク2-22 /00

※ /- こり 穴部介 に成彦 Z 信入地で 年に/ ほ ど林岡株ﾡが 

行われてさrが ﾡﾡ高ﾡの機運3あっ R昭和ん4午頃そ 

こに生立していﾡアDマツる株して以ﾡ. ﾡﾡするけ 
のため?く ほ伝跡としてﾡ置これにのである。
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/ん?メ・ ☆柔村に止萩的すくのくん8入%&それそれ示してい 

る. a, これを商局別にみても大きGﾡﾡﾡはﾡわれ』い? 

採 草 能 6 再 率 に 低位層 ほど 間ヨ っていろ,針栗科の大毎分ぼ天 

※生ア7マッで, に呑干のスギ, ヒ fが生立している浮ﾡ 

でる。 ※ぼ竹有林は縦客林野の約。 x& 占めているっで刊 

甲炭ﾡ3営林野のそれとベたにないと思われるので竹行林o 

利ﾡﾡほﾡﾡし, ※に信入林ぶら利※況lzふれよ う。

オュー f入利がﾡ

別

% 4 系 税i 入ﾡ依発、 子 許
A
8 zo,3 夕 s.7
C ./ / 7o,4
D 44,
計 4 , / ? /タタ, s

% ・z Pe /4. & /0o, o

才み一/8ス2示したよう2栗書 べﾡ地 株ﾡのﾡ2こA 

される, これるﾡ層別にみても顕看8商骨性は案われαい。 

c-2) 購入ﾡ城別の林野○移ﾡ

長改ゃその役/2茶じるR引さ ﾡ地権ﾡ求3 約/I 町でhもべ 

@カ. 林野はﾡ改以後○ﾡ太ﾡへﾡ橋べけでも :ペ7 反：： 

達し ている。そ 2で林野ﾡ入○有後にﾡれるﾡへﾡ様を高ﾡ。」

教のﾡﾡ『 う 専ねてみよう。

ﾡず前者2ついてﾡう と 給 ﾡ積 o <$P % が「政産 とLて」 

クイトXが 「林業を充央させ 現会収入 そうる」. ラメが「林平 

甲光」- りスが「自&町資材確保」 でろる。 ・れ8ﾡ層別 

zみるとんB層ほ 「ﾡ承甲地」とい っに用蘭,※ 甲林的件か 

かGり強いのに対し, C層「林* 営そ充大さ cﾡ企収入e 

う る」といった 企* 的考 えカゲヌ 認的で み ろ が D 福 は術 ぁ 的

-27- 
ﾡ微によるも○が約?»イになっている。 上の因係はネ -? 

ﾡに示した。 なお, 入手ﾡア教/ア当リﾡﾡはAﾡよ&. B 

層&/反 Cﾡ/3え D層./反, 平/ク4反でみる。

オー/ﾡ 入予面積とﾡ積別会

ﾡ 骨 総長 姿 ② © ② @ 計

A
2 

%

$a
/co, o

3
/ed0

B
/夕 /o

&

力哭 ん4
/

C
/4I8 $>o ス/ 4 /

2 2,o 夕 句6 /9o,6

P
/a ・/ /&,よ /4? - /90

% ハバ , ククF /,F /ge, ○

計
公 

%

・./ /4o.3 ・クや/

超ア

23 

?
ゝク

/eo. 今

(注) ②自条甲の資材確保の/ウ。

○林糸社営をえ大させてﾡ念ル入を得る ため。

②山と 政産 と Lても ってい「たい。

②軍地 放牧•せ に する,ため。

ペに後着&み る と総 件数 JQ 件 の 2ク 4 % が「株早用地ナノ3% 

が「山& ﾡ産 と して」,必ン% が 「 林米役営&ﾡ突させてﾡ針 

入を得 る, y »/アが「自字 ﾡボ材盛保」 である。 これ&暦 

層別にみると A層は全部が「杯ﾡ Iﾡ」, BﾡP。 XがA層と 

同じ. ﾡり2。メが「戒産として」, c層 Iコ「林業役営 aﾡ実さ

て現金 収入 そうる」 「ﾡ町地」がそれぞれ4メ ﾡり3s 

メゲ「山そﾡと Lて →R 後にD層は 「日*mnほ材ﾡ保」 クメ, 

「林業#営をた気さ亡て 金ル入 そうる」 39 ,「ムX数ﾡと 

Lて」 クx ﾡリ/イが「ﾡ章処」である。 この岡係と
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不ずと オ/-/ク我 の

以メ上のﾡ記 a 愛 

約する と次の如く 

きえよう。A B 
。 低位層 はﾡへ動 

灰ガ濃用林的考 と 

方2,c po上

層に全条的 術 

新 8考え才又芝いなとキ。 

同 し 現灰 的ワ- a 
上 位ﾡ ○月入面ﾡ 

は低位層らてれの 

3 ダ 信余す 

るというﾡﾡ5乃 

層走がﾡわれる。

アー0衣 取引 停 取とその比卒

(社) ○ぼア。5今照

階 層 ② @ 」
A

「歌

/20
J

/。 o 
■ -

B
T区

X
/ 

ao
g

o /"

C
"夜 4

e
3 夭

D
件 K /

ク ・2
4

め

j

j/

7ィ

_____

計

1 *. •...- -

系 /
/

P 
$o

/o
3/3

/
40,8

----
Ja 1
d ・ 1

よ う I2で ろ ゥ

ﾡ局万・ 低位層2ﾡ入赤牙沼※ﾡとﾡ接がﾡ注をﾡし 3 た 厂:」 

層は やや前進 Lﾡ利用ﾡﾡえの指何そﾡ区し 且 っﾡ 系紀ルへ 

の大きいﾡ層ほど林野部『への扱ﾡ力とﾡ得(所行) 意後るチ 

くv って いる と 思われる。

c- 林野生を物

林野はﾡ業後官/ 生た ﾡ林ゃ ﾡ・肥科&, また凝へその

が 布 威たるソダ, マキ・ スミ等のが件材やﾡ祭材を低給す 

ら澤任済へﾡ全の火へﾡる供与するというよに枚 

愛りﾡ歌そもっている。 tこてその生をﾡの利ﾡ板没&ﾡ 

みよ う ・

台家ﾡ林: ﾡ物ﾡ計仕向けの主て林ﾡ物はソダ マキ, ス

6傍

って

でわろが長ﾡ ﾡ条の生活様式の変化にとも ないﾡ朴派と Lて 

林木の杯ﾡ的利 甲ﾡにﾡ傾(にろるといちれる。岡みIに

-れる 失証すろたりに去5ヶ午府の代株/ 長家き リ。 自次 

ﾡ称求ﾡ代株ﾡ & みる と 昭和2? 年 /石 ,J0年 /.4日 ,/

沖/表 主受林ﾡ物ﾡ類別ﾡ (年)

-29-
年/./石. 夕2 /4万. 3年/0万とロリ. ﾡ&除け 

徴ﾡ町 がらﾡ少る 示ﾡしている. この原因の/っ ほ生活樣 式

商

層

長

夕

本 
旅 
家

優 量 /
vテ( マ干(ネ) ス ( v デ マ キ ス ミ

A 4 43 子o ヲタボ ? 2 o
B / 34 -24o 4や ・/ / /ク» 43

c /4 .? 440 44 s4s a4 /?/ 7
D / s* 3ク4e j0? $4o / 4? 4$
計 4 4f /470 >/よ /クタo as? /8 42

の 変に, 状方すれ は 全ﾡ家の約よ。 %ゲイ ロ リの廃止 に伴う 

ﾡﾡの#2よリ. 俠 用 する 感料(#) もﾡ炭材のら引り経ﾡ 
的なハイ永-一層多く依得する林になっ/と いう ﾡ天2あると 

ﾡわれる・ tのよう2長像の高希愛ﾡに/ﾡの 通ﾡ期的奴 

mにみらと題われるが祭ﾡ炭材が爆をの主愛むばである3と 

に麦 リロ。し、,そと で'種類別 施 便用量 を みる と オ ー/え z示 し 

によう 心ンダ/〃クク果, マキ；'?/タ 乳 スミィクタコメで こo 

北戸 平内はそ れでれ。よ?系 / タタ 果/ 4oメ でらる。階層的に 

3家族政の多 い上骨 ど不体増加す ろ が, fた/スミ はっ夕京 

lうど明確の傾向る示現していびい。 他方, 主愛ﾡ料を経営外へ

常的に依骨せ力ば5ら コ い景 家口 極めて 少•ない ゲ小所有着 で 

且つオ2ﾡ永系/魚し多くに祭品と Lて都秀内からﾡしてい 

8 ・
※a 主にア7マツク校系と/々 商条 し. それﾡれ4ン 

P & かぶe て え全高ﾡさ tて作る。

皆連の 木炭 に 比べ, 体隊行ﾡ時向分るゲ ※点期○自条 

分のる 利L て与易ほFれ 且つ 後用 の 陳に点火 るいと 

いう 利点がろ る○で3の 方な く株用されでいる。

ﾡ・肥 ○自給: この自給2かなJ○役討る采しているものに
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こ の ﾡ覧狂特の②林向株 

年がある。 こ○ことに 

神手税別ﾡ条数る示 

し「ネ →- 表がらき易 

ニﾡできるよう2. 
全浸忠の 夕※にうた 

る。。 アが林同株新る 

伝く行っている。 -れ 

2対し 空E草は全体

オー 地極別株ﾡﾡ

円 裏 杯 商

さ 農 あ 1 2 愛 家
T---- 

%

A ? コ
B /+ /ク i /。 o 4
c /キ /ク み $
ら ・

/3 / /oo /o ,打

心

のよ/%・ すなわらj
Fこ数えるにすぎす。 互っ明白の層こ系充しているという 

ﾡ欠と知3と き林岡砕草の ﾡ費性 &ﾡうゝとができs。
主愛及木の 阪元: 二さでいﾡ木○販を&バル・ 殿材 甲 とRf 
式ﾡ仕向けとた大別でさる。 許者3主にアカマッる, 後番にス 

素ﾡ材( -ほT7 マッ○板系&合む) &対糸としている が 

ﾡ家zと って ヨ リﾡ受なのに前香と思われるのでそれに説す
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ヤ。一2涙 次別ﾡ木販ﾡ量

片A » 0 3/ 33 33
きり 緊ﾡ きリ 医を『 Pﾡ /户驯 蹴量 Pきy

A
B /4 ・/ /ot 4よo //e 43o "ク よ ・e? 0 o
c / o D o ぷ0 / 4e 4e so / /
p / 〃n' // o / /e o 3 Joo so 23o /e s
計 44 /o3a /7 /$/o /o6 o 97 /es /e2 46 77

次に年午次別販長をみる とアータ表に示 し上うに総体と して 

は2 を除リば7 午以ﾡ減 こ示Lている。 まにたこれ○階 

ﾡﾡに各午兵にﾡ看に皮われない。 午の 販ﾡ総量 a 44 石 

( 主代 4. 商代42 石 ) で主代林税石 当 り “加円,. 周式の そ 

れ&ee円と仮足するとﾡﾡ* 2。0。田となり阪を/F当リ 

クt, よ0円である。

る っ

印材林。特に

ﾡされﾡめ たの

77マ
ほ今を云

番前の 昭和化$年 で あ 

いわれる。 さ て昭和3?

る -
る と

テー○浜主受ﾡ木の 尿ﾡ夕紙

j の5カ 年向の敗元ﾡ条 

a#有渓家44Pのよ2 メ 

すなわち」アてある。 年岡 

平均内4アてﾡ有X家○々? 

Xすさ"い。 ﾡ層別には B 
ﾡ&ア(タメ)C層 クア(4クx).

林が※条の主愛な現金収入源と して契

販 企

電
宴

欠 数

A
B 4 4
c ? ・7 1

D / /o
計 タタ → よo■ . -. ■,. ....... .. ■-

才 aーネ 木販ﾡ収入の伏途別ﾡ安ﾡ

雇新1営賃 その/予茶*社更新が賃

% % % %
A J
B /
C ノ「 J 4

/ 工 ・o ェ ・ o / /e / /o
計 44 2 C / / 4

D居 /。 尸 ( よ3%) そ示し上局ほど多くのX家がﾡﾡしてい

新 条ご正 生 も は 町 そのビ

% % 要 る Z % タ 突 %
A 3
B /夕 / ? s $e 33 6 /
C /ケ / / & 3 ダ ク /oo
P /a / / ◇ / /o 2 0 o /e /0o
計」 z4 3 /3 6 34 / 4 4 /2 /00

る。 は/-・ 午 商販企実 ア数の 千均にβ層/ C層 44,P 層 ○oだ 

で上ﾡご増大Lているが看しい階ﾡ炎はﾡわれない。 
さらに 販を収入の 僕途 別 戸較を一督 す もと オーよ板 に示した 

よう/2阪ﾡﾡ家33 アのうろ。4xにあたる4アか「生活量」
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でﾡも多く 次いでっ&ダにみたるウが「ﾡ 業経営書」/X 

に当るそFが「その他」«が大きなﾡ察比ﾡを占の. 「冠場ﾡ 

ダ」「新条区過」 番○ﾡに低まリ, 林業社営に校行する○は 

のに FでタメIす きない。

3 P ﾡﾡ的に:5 5 阪モ長 家の$。%が「生透ﾡ→ﾡり fo% 

が「tの他- 「前祭改造である。 c居に小所司米«3Pす«b 

ち クジXが「生活ﾡ→,山ﾡうﾡ暴Jアにうたろ 43 % が「親 策 

(E答質-でみリ, F株にDﾡは40メに相身する4アが「ﾡ#

系4営系」,。4。/にきる4Fが「許全」 その他っ旨に風 

している。

以上の炭ﾡと受約すると絶休的には阪モﾡ々の多 くに生活 

ﾡ深改域等の迫ﾡ#済へ向し※体太社各«といった生雇性 

ﾡへ向うﾡﾡはややすく ない よ うに確案される。

さら. 再層的にはCﾡの山村ら受家とD層にム林る 「生ﾡ 

ﾡ積術都m.3たC過の小所有浸家とら層ば「な計ﾡ浜件都 

としてそれでれ郷型でさると考えられる。 しかし. 「販ﾡルへ 

○保途」という 2②ﾡﾡ○調査ﾡﾡからかく ﾡ家ﾡ型 す るゐd 
非常な 危険性 を件 うよ う に思われるのでゐる.

3 林野の林条的利用と愛米的利所との謎合

—— 7ク ・V林と林町株と○#済性のﾡ ——

宮うまで1なくﾡ林業米に土ﾡ利甲る基除とした, いわゆる 

メ生産系でらって, 土地が最大の生差受未をなし. 函産ボ○#営に 

おいていまた. 最大の経営愛茶となっているのである。仕ってﾡ津 

業 に於 で 生産 に供し う る土ﾡが希に不安定であリ.犯産米の問と 

してﾡﾡに転ﾡせしめられることこの産業のﾡ展にとって隣ﾡと 

gる2と含う 3てtないところてある。現近. 震来にがても部市 

及び工業の 急連 4 彫張に 件 って,ﾡに部市問辺地域でほ後良米旭o 

宅ﾡ同に協うされ。 そのﾡ属にﾡ区な向ﾡと松げのけている:と 

ほﾡに周知○通リである。 これ と 同様に, 林ﾡも戦後の緊&向拓本
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系○ ﾡ施以来。忠 派な生•腐 地の 花来 によ ってその 何ﾡのﾡ小を余送 

ロく さtられ. 今公さらにﾡ小が継炎される傾向にある工 うに思ち 

れ 2 ・
ﾡって将来もﾡ行の如き土ﾡ利用が相んされる, 校言すれIョッ 

条的5 土地利町えﾡし"い限リﾡ期的Iにに ﾡ林求。 総生産坂額) 

○減少を招来し. また長期的にはこれら部Yﾡﾡ○弱休化に宜面c 

ざるをえ広いと 会さ れる. _れJ引り高次の産糸の発展ゲョリﾡ 

女のﾡ茶9生え汚訪る規制するﾡとして○内題でろるが かかる 

外都的受ぼにﾡする3 となく. しかtこれら 部 門独 自 の 免度 と 推進 

さcるﾡ味にﾡいでﾡ今○ﾡ済ﾡ内のﾡ林米生ﾡ部n, とりわげ 

林業 史茂補造 内部 の 同感 東 を うきリにし. tれえの考糸る近じて 

ヨ り 合理的且つ 集約的な生産樣式 への 指向 を 意図 しなければ'なら g 

いと考える, そこで. I部ﾡ○林米において主愛公向ﾡ点とﾡされ 

る林野利甲林式にスポ" ト そ あててﾡ千のﾡ条をすすめる ことIにす 

る。 '； 

林野の伝位生ﾡ性と そ。 受因

低位生産: 部意○林野. とりわけその活求河林は格して低生ﾡが 

盛受されているという よ う に 意識 されて いる。その主な理由とし

一般に林地の 希想 化 要 因, すなわ5林町株承が相ﾡされている。 

と言え. かゲる一般的な規ば契ﾡが造正なるものかどうかが最 

初にほわれなけれGらない。 その解明。 rの2 「伝生産 

てわるのﾡかという基木的な向路がら検討る始のよう。 その場 

合,航師( ﾡ林ズ生産の ﾡﾡ) で既速 Lたよ う に 暴家有林の天部 

かは天然生の アn マツ林でﾡ成されている/ゥ22の側面から秀 

衆 を押し進めるの が, り現矢I2部していると思われる。

さて, 「ﾡ生産でPるやるや」の向を者 り各観的に検討す 

み/ゆにﾡ央新ﾡとﾡ測る根と&林令別に。 ﾡすすれば長家有ア 

カマツ林林分と,それと自然的条件がほぼ等しいとみられる 

TF国内海地方ァカ マッ 林林分 炊ﾡネ」と&回上で対比する。 二 

○済者○肉 &示し の バネー/で月る。 それIzよ る と杯分ル
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オー/ あか3つ林分町当リ話積
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技众 曲線 自にに受論にないとしても. 長 家有林分保 そみる 

と オY投 ( み 平)oP"役い○が目立っが, 2の-#○ﾡ町 

ば 地方 慣例期 ゲo〜2o 年- 特に 〜 40甲でろる「»多かれ少る 

のれ択べの行われた術具と思われる。 かち.W々数:除けW令 

般以終にﾡじて称減傾的にゐる. とはろれ。斐体的にみて 収穫波 

ごﾡに当肥方にとつて圧ﾡ的ロ林分硫述と示していると いえ. 

とれに対す るﾡ条有林分にﾡめ てﾡゐびﾡ造を書受している とい 

わごろろ得«い・ そ:収ﾡ求だ位昌 ○ネ地より も 遙か に 低位 生 

ﾡであろというﾡ束のら充分にﾡわれる○である。 ところでこっ 

爵定妥がるににろるにせよ西ﾡにょ ってKるﾡリ東条和 

林3ヨり役位生走にみえいでいるというﾡ欠が検証されたおけで 

あ る ・

低位 "二従 性の 要因： 長像有7 7 *ン林にヌオ的に s 低位 生座 で 

み多ということが如上の単楽の考案によって戒解されRが, 渝 ら 

ずての愛ほ何/2か。 布議的には大別して自べ的会呼と。 社会.

# 清的要 屈 とそ上げることができるでゐろう。 2 の j ち でわれわ 

れがろ新の対象としているのに航看てなくLて終着 すなわろ 

夕 注着的役にでみる・ そこで その 要因 が現 火 に 作用 国 とな って 

いろかどう かが究明ざれなければならな い。そのため は 次の如き 

仮設そたてる。 すなわろ. 「qﾡ的裂因(ﾡ勢。 常。 気欲さ) 

"ほぼ二先てろるとみなされる2 フ○地域○ァn マッ林るﾡェと 

同じ方法 で/ ﾡきすれば同ﾡをﾡ積○側mのら比してそ -に四 

確 5孫横ﾡが確認されれていテれの一方に伝位生産を ヨ り ※< 

熱受亡しめている社公,#ﾡ的暴g が骨 ﾡしていろ」 とする。
かか多仮とに立ﾡする とき/ っはﾡ家月 ア n マ ッ林求分とら

/ 3ビそれと-の 自が的受日 &具備しているとみられる吉面町 

○及月アカエッﾡ分と&対比する。そと で両君の 林今 の 令後別 

面横・き横ﾡ況を示すとオター/ﾡの近りで, そらにこれの町歩4 
り 林分 ﾡ横と図ネチるとネー回のようにGる,帝局 -*L 
「血られる ように 自然的要因 が一定 とい う 船役不件下にもかかわ



オー/表 アカマッ林の令級別配稽 番 稲 現品

どハ&3ル2ん?o2ン ・ 30/

| 「 V •VII Vili
_____「

ﾡシ回面 乱

同田町P?/ 2ラ241227Ptが3 33 /2.4 20 4/ 
1 »72。Y27 44/

部ﾡn | /・|/o? 4o ? と2 3 よ ク$4_5 a/o

IX X XI 上 計 1
ﾡ 2 商 密 ン 面 重 ン和

田防 

[ﾡﾡ

704
/o,$- 2

4?7 
ダ$e

//8み

クク 4
448 
/46
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4

u44t

〃ク

ク/4

よ

y4
ル物•
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ら す家 有 林林分 新3吉田 町の それよりもかロリ低位 にある。 

因みに町当 り 平均ぎ積を対する と舌田町。 場合 が約 jv。石でろ 

あのにﾡ条有林のそれは約/3 石でそ○差は /47石 となってわ 

れる。 このように単な仮設の検証を一面的に行ったとはえ, 

林木ﾡﾡ○品のらみる際り長予行林○低位生産ﾡの一半の也に 

社会. 経済的受因てろるとい) 2 とが明らか2されたと思われる。 

ところで, ここ言う仕公, 経済的愛因と に貝体的に何 にそ花森 

チるか が後 考祭のために明確にされなIれならない。 そ: 

で邪洛におけ3過去と現任との林野利用択況に肉説する.

aチ. 選去のそれる計しく説明しうるようG#が不足してい 

る○で 大確ﾡ でにある が利 用 紋階的に みると古くほ尊し・栄.. ッ 

ッ. ゲッ・マッ そして マツ とい っだ変遮過程 杳 託で きた. ﾡるに. 

そのﾡﾡには希に受末生を甲○林向杯ﾡが相きわずよ ぐ行われで 

きた。 すびわろ 江P時代3でにﾡﾡ○多く家畜という 「なか 

手段」そへないg ﾡ的利げ- いいかえれば採取 し’て さた軍ゃむ乗 

( チ) 寄そ そ○3a耕地( 主に水)に路み込む利用が行われ。 

厩肥 という形で。 利甲は一般にそ れ以総 といわれる。 さらに 化キ 

ﾡの し5のったベ正未用頃1で,或は矛ス次性肝大素中の 

ﾡ科不足のにも株ﾡ はﾡ木経営上不可ﾡ○も のでみっR. R江 

けは旧未○ﾡ祀凄茶のら大さ く雇区L てﾡへﾡ料 そョり多く校与す 

5生産様式に愛っとはいえ, それでも生た7○維科ﾡ上を目込 

とする限リ 依 とLて ﾡの よ う2だわれる。 • ・ ・ ・..
さ て ・ 新町ﾡ設ﾡ優調査者2こ の地 域の 株草率倩 を 現 めると 

「町F比ﾡ区に主に平と Lて近用されTさR」とのべられ 

ている. これるやゃス休的にスろとI 都ﾡがﾡ風 丁る日 円比村ら 

林岡林ﾡを 旧町村と○パ違で対比す る と給面ﾡ 2o?町。 う ろ 

比才o占有面稿3う町て全休○約& <zも リ○3町村のい 

ずれよりも大さい。

飾寿の探草現狀のみうM し についてに前飾(ﾡ林米生産のﾡ炊) 

でふれたがやゃ詳L ( 内説すろと, す家 2*P。 うら林株

-36-
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¥ ふ。 Pて ク4 ア○名スﾡを示Lている。 -れに対し西弾 

株手夏家にううアで4/メの長象キでみる。 3た夕»午町ら孫ﾡ 

失ﾡ積3 う4ん»反 こ れがﾡ乗ﾡﾡﾡ/e2Z0反つ占のるﾡ合3 Ja 

%である。

オー表 対 米能 別豕 草状況

用 み 生) 暧 西 茶
■•■•―.... "

昼 ・ 吋 间 E 愛 案

A ○, 2 /22o /, o $oo
6 / 3.コ ・? o? s o. o./
c /x ?, 7 /, so, ・? /ク ク,3 o./
P / s?5 4 / 0 o3
t 22 /a。 6 so,・ool _・ "3e 3 I ・? o/

殿近/カギ同の/度家林间 探阜面蓿 I 最小”反/ 累大んタス千 

内○?浜である。 3れに才しﾡ併林ﾡ絶ﾡ稿に.7浜で/ア当) 

内の/反にすさないﾡﾡである。 ほに反サリ林向係平ﾡほお〜 

420 メ ( 禄乳 o〜 ・よox) で商層ﾡ はみら れるいが ノア当ッ 

の午岡係手長ほﾡ少。oメ 最大→・。ノ 千均/火のパメである。

このよう/に林同林Fほ対汁町村的にも 3た経ﾡ河のﾡﾡ工 

利的にみても ョ り大規根に行われてさ ている 3 とが理断 とれた. 

L/ゲってﾡ家有77 マ "ッ林旭 & 低位生定 ぼらしめているﾡほは 

と りもびおさず農茶 的利用- いいかえ ればﾡ 形#源と Lてゐ杯 

株ﾡ利甲でみるということびる. それほ「ァァマッ 林と # 車 

地 7 マツ林との林木るﾡ」 ②係を回不LEネ ー3 ﾡヶら 

ﾡえるでら ろう .

同時にこ○利所ﾡﾡと』される聖会41う /っつ利mg能が 

※ ﾡ家にムﾡ下の比ﾡ的尼沢地とみられる林ﾡるゝ年に/

田つ制合で株ﾡする・そ○時期に大体8月T, 下知で千L 

ﾡ#をムﾡ公 型(軍ぶりと呼くでいる)にﾡみ秋からg 
番2かげて家 へ運 般す るのが一般的でろ る

か。 それほ如上の就申から祭知でさるよう 2林米的利. いい

かえれば3 o 光ﾡ特有 o
八ﾡ生ア カ マ "林生産で 

ある。 西者はﾡ令的林野 

生をでみ っ て 北補ﾡ的N 

にあるものてほないと 

考えられる。 そ 2で, 次 

2そ。 ﾡ済性の 比tﾡそ試 

条的に行おう。

オ3一
ア 7 マ ツ林と株早ﾡのアガマッ林 
との林不ﾡ積

林系的利甲とﾡ米的利甲との紙ﾡ性にする考祭

配違oよ う 2林末的利とはいう 3 てもてく ア7マツの林そ. 

3た涙系 的利用は林軍. アカマッ林&それ ぞれ生産 す る 利 mス 式 

&ﾡ味している。 ところで林野利用においてﾡ«任済が知ﾡ的に 

追ボしよう としているものは行にか。 それは長家自ﾡのビヘビャ

○切何によ るでゐろゝ。 理想型としては恐らく長家商得の最大 

と企米的利ﾡ○桜大の2っに大別てき ると 思考する。

ところて 佐系までの土利用に汁するﾡなのビヘビャーい 

ずれに風しているといえるだろうか。 それはおそらく次uと刑 

西によってﾡ得○桑大そ目てしてさにで力ろっ。 すなわち ②経 

※岡斜. 肥源と しての林野利用のに更の高さ. ②ﾡ家人ロ, ﾡ 

z労イ ガ人ロの町 動性の 低さである。

3す, オ,の理由に林野がﾡﾡ用ﾡ。 肥料の極めてﾡ受な混い 

手とな って仔仕してき たという 車 穴でみる, すなわち. 「ﾡ位生 

産の歌因 ②分打でそれは9に明白にされ/ので詳細G 説申 & 避 

けるが. 「的にに化ﾡ肥料○本格的なﾡるはじめ大正
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までに旧林ﾡがﾡ系生不可欠なものであリ・ 田和初期く後 

でも研ﾡﾡからの株ﾡ登そぼるかに上チわり依ﾡﾡ愛視されてさ 

「。

の理由に過去においてﾡ家人口. 秀にの7人白の可動由 

がかのり伝く"ったこと, 換 言 すれ は浸民○ 回着世○存行は震R 

○希神的0一注○費系と ﾡ干の任済的号日に』ってﾡ&すりら 

れていろ。 前看は, 永午住み馴れた根ﾡ°Kﾡ○地を去りﾡいとい 

う歳R的べ理 永午の爲村生活への1習年 ﾡ者は日本震村の一 

然的パ(と椎祭される」うな. いわる澤 民 の 相対 的 低衣 剤 ,# 

落ﾡ展の逸滑性と経何立系件○不利ﾡによるﾡ糸郎『介 

の疾業 への 就労(流出)の 困難性 を意起す る, というﾡ欠でﾡる。

し「がって前述しスっの土地利市:おﾡるお 済の は i 1
的点のらみ試4を行う ことが女当でゐる。

3 ず林業的利岡とﾡ茶ﾡ利町のﾡ数りの所得計軍 ( 方例の

羽よ午 利辛ら)のﾡ采そみるとオカー3 ータ表に示!rよ

うにびる。 ここての所 

ﾡﾡの3 すベて合 条 

ので償われるとすると 

tれはﾡ条自 身に帰風 

する。 ゆえ, #営I- 
おいてはそれ自身主受 

なﾡ家所得○一部を P 
成することなる。 社 

って, かかるﾡ者で3 
代 利酒 それに賞 

全そ合せたも。 が所得 

とみられる。

林末的利用。 場合 

炊へ金ﾡ合計に 4-み千 

円で2れる 「後価ﾡ

オーﾡ所得ﾡﾡﾡ(アカ マ ツ 林)
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7 力てツ 立木材 預-d0/e

42t,o コ2 6. 6 22/

すると 4",チ 〒円とづる。 ガ ﾡ茶的利甲の合に収入金額台 

計ほ4ク%4干円. 商祥に2れる 「後価計算 するとククみ7/ 千円に 

"5。/r ここでﾡ用としてのﾡﾡ,権賞,ﾡたチ 故科, 商f 
税等が計上されていgいが, 両看 の 前 存差 を みる と 彼者, すαわ 

ちうﾡ料的利用○方が・パ7千円ほど多い。 かかる税Aからみると 

明らのに長※的利 が#済的 に月利てうる。 したがって佐来3で 

かかる利用力式がこ ○ﾡで一級的に株問され「の であ る.

ところで 將来 か か s 土芝利 H万式の 述 がみ られるであろう 

か。 それはつにかかってﾡなのビヘビャーそめぐる条件 の如何 

こよろとﾡえられる。 そこ でﾡﾡ的利 府を有村にならLめている
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ような飯述のっの余件とﾡRびる案しよう.:テ. ほ系用得。 

肥科源としての林野利用○止ﾡ○ﾡさ はﾡ次伝下 しっつ6るとﾡ 

えられる。 tれ 3承肥→ 大 受 柏→ぷ安 というﾡﾡヶ向にょ り早起

ば般ﾡゲ ら金昭中ﾡ業へのﾡ状が受に強 ってき ていろのが 

もっとも一 般的傾何 でみリ tれ ほ浸系 2おIる所ゐ生准の述行 

にとものい一層5るも○と祭される。次にﾡ安ﾡ仰7ヘロの 

可動性はとう か. 主に会, #済的条件について小れょ う,さt. 

社済究反○社会 でほﾡ人ロIa-派によ ジ 高 次ﾡ 米へ務行する 

何がある・ すなわら.え林省が昭和*午2月に火LたﾡX= 

一Tス/2よると。よ午2月現征 少しでも忍天zﾡﾡしている人 

え で含。/ 「ﾡ求従幸宿 教」 a 5 キﾡ○ j。 甲に比 s. x滋っ 

ていろ し き「震も虐用のに依行する傾向を残のている(a 

本紙済新用4-。- ?) といわれる。 さらに言田町ゐﾡボ別人ロ 

&新町述よ調をを( a A)に来のると区和*年と o4とo 

対比で才/ 次産茶 に4ナ。人○減少(但 し林業部はj『名○ 

mロ. 二れほ林産m工部『○だ展の影響と考える) &示Lている o 

にな次ﾡﾡに→く人の増mそ, 才3次産ズにふ/人のﾡ削的ロ

m そそれ それ示現 Lているってろる。

メ上の説明から知られるように. 浸条②ビヘビャー&めぐる条 

件にかなり変ﾡしてさていることが理解でさる. Lたがって#治 

性の収点に自象労仲も塔問と して 加味 されに計算になる。 そこで 

次に上述○切さ複点にた ってaじa っの上利 甲におIる任ﾡ性 

○ﾡを行おう。

t○計算能系にナ)-4, 一4ムに示したよう/のs。 aず,出 

収入についてみると 林 的刊 問 が .。千円 だ茶的利 が

千円で3o 両者のメ新3 20千円 で夏米的利用○方がョ リ 

高 い 0
こらこ「ギ品横ちり○利河モ /代期(地方のﾡ例似期) 

耳 とし 可 若 の うケﾡ後ら算(但し利ﾡ4分) によ る 比較」 

を - こ ろみると林業的利問のスがﾡ賞 的利 甲よ リも約タ2クク千円夕
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く 杯 業 的利 のえが任済的2ヨ ソ有利でみ ろと理解でき る。

こ の任ﾡ算 て. い う でもなく 和ル入の ら生ﾡ費る た引い 

い/額が「税名」と Lて比ﾡされた。 社営の側がらみるとき自 

己○所有地に師受のを雇い入れて縦言する林*的8 登 波菓 的利 

用の 用令の 価値 が比杯 されている訳でみる。 こ○よう13ﾡ受ﾡの 

の-ヒそﾡ甲ﾡのに彼令する社音型旭 に企末的経営に相ぢ チ 5も 

○と ﾡ考 する。 このょう8もと での林家的利用 とﾡ業的利甲 と で 

は前看の方が妊添的にかなリ有利でろる 2 と そ甲示す るものてゐ 

%。 ^

L にがって浸家っとヘビr - &のぐる諸ネ○※賞ﾡ(岸 

生産の林野ﾡﾡへ○依ﾡﾡの低ﾡ化ﾡ向と E済老氏にここう の人 

口の低産糸へ○ﾡ も化ﾡ何 )のもとて a林費の林業的利が漁 

的9にヨ Lいも。 となるであ ろう.

(ﾡ 円)

さ - で。 ﾡ に匹遂○円のらﾡとるよう に「研ﾡにおけろ林野 

○ほ生産と そ○妥町の分析る通じて 震家ら 用 Lている最礼主会 

な3っの林野利問ケ式におる仕済性と検『する 2と」 である,

3 ず,低位 生雇住の 検討 に 自然的糸保仟 が若し いとみられる 「中 

回口海方ア7 マッ 杯林分 収梭衣 と 農家 有 アカ マ ッと○ﾡﾡ対に 

&行い, そ○総 ﾡﾡ有林のケび引 り伝位生産でろろということ 

«おさ らにそのﾡ因の分る株の余件のとにも町のみ有 7n 
▼ッ林とﾡ条有アマッ林との%ﾡ対でおこなっに結采. そ○ま 

な愛因は3そ落的受因 すなわ5この 域特 有○林岡株平でろる2と 

がそれそれ明確になっだ. L/ゲって, 林同株草は就述のよ う Iに 
(ヨとくどァ マッ 林 で行われ ていろのでアカマッ 林経営 と 林向ﾡ 

ﾡに豆2ﾡ合的でろるというj税のし と 22つの祝々から社済算 

そ行い、一応○論を得r。 その/っは得的計4で, feo/っaK 
後的計算 でうる・ 前着け球ﾡﾡで佐系のら一般I2株IされてきF. 
いわ9るﾡﾡ多役的利に』ったし○でみリ それ が容観用に会:}
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の系下にろった○で林業向利甲よ ッも凝ﾡ利のケが任済的に 

ﾡりて有利であっ「. 彼着に竹受秀仰ーワをﾡ用ﾡので情う合 

E 仮し ・ っの上地利用方式におる企*的利河の対比そ行っ 

ﾡ采, のﾡ的利用によ る林系的利 ﾡの力 が#済的Iに ョ り有利で 

わるという こと &知った。 2れは戻ﾡらビヘ=ャー&のぐろ諸余件 

が姿化 すると思われる』系においてほかハる 計幕がﾡ条 にとってた 

冰を もって くる であろう し, Lrゲってﾡネ, 林林ﾡばﾡ少し.

ア7マ ツ林の縦営が進展す る ことにふるさあろう。



/アカマッ林施業の経営経済的意義

一 林地痛悪化の要因と生産力発展への方向 -

世羅郡世羅町 (中部台地地城域)
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第1節 林地 生産プク 発及への方向------------------------ II4
—— ﾡにアカマッﾡ業み性格について -
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2 アカマッ中 林作 業法 の性格----------------------11 7
ﾡ4節 ﾡ約と今後の向腰央--------- 120

アカマ ツ林木ﾡ業の 経営経済的選表

—— 林地ﾡ化の暖因と生ﾡ力登震の方向 ——

オ/車 町rの概況

オノ部 自総的系件

性展 町は広 最果の中部、世品郡 の中央部に位区し、昭和30年 

の町合併により旧東大田村を中に旧ﾡ大田村、大 見 ②/部 

と 淳久起材② /部の4 ケ対の合併に よって 生れた ・ 

本町は南北に国松江足ﾡ、東にﾡ甲 山河内緑、東南にﾡ 

甲山 三保線が貴し、二れら 三大幹ﾡにﾡフてﾡ期バスがﾡ行 

しており. 交通は至便さある。

本町は総面積/o, s4e A2、う与 林野面 茶72夕2 メくご、総 

ﾡ積の約? 発 を山株ﾡ野ど占める ﾡ山村ざある .

町のぽゞ中央を岸田川が貫流し、 耕地はこの沿ﾡにﾡけ、昔大田 

と称されﾡのﾡ倉地ﾡとモ呼 ばれ た水田 が発 している。

山ﾡには特に高ﾡと称すべさものはなく、 町の北東部、吉舎合町、 

甲奴 的 の方 界)こ ある 新山 く ◇55/wが東中央部におい て標高 

ラ /2 7 の 平地を 形成し、ニのぼか南部 が約 422w. ﾡ面部 

は的4o2〜 44owt の山ﾡを項兵ヒする緩傾針面 が南 けている。 

ﾡに面部は概高420～ テ2○m②合状の準平年ﾡ所で世羅 

台地と赤され、株合ﾡﾡによ ってﾡ地の拡大を画している地常 

ごある。

地は花尚岩を主とし、 土ﾡは砂ﾡ土が全体の5グ%をよめ、そ 

の ほか地地士. 換士ざある。- ﾡに表士※ し、選気会 L ・意の 

地どあって. 地味肥浜な所は約ノ5%程度にすざない。

ﾡ候はﾡ際ぞ年平均気温 /3°C内外ぞ、年何麻水量はﾡ去3 テ 

ヶ年平均 ノ2?3 7ィ さ- ﾡ下平均/ 42 ○mwz 中国 地方 の 

/と/78wのに止して. さわめて少い地ﾡといえる。 またﾡ向降 

水日救は/ノと日ざ、 6月から9戸にかけて多くなっている。陽遊 

は /2 月 上句よ りラ月 下々にかけ てあり. 積ﾡは9 cu 内外ざあ
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る o 晩循 は$月3日ﾡまぞぞあり、特に共煙草の太客は大さい。 

そのぼか、4 7月の梅問期並びに?月の合ﾡ期に水田 容水 に よ 

る欲思がヶ年/ 2回あるﾡ度ぞある。

第2細 社会ﾡ済的条件

/、人ロ

(/) 昭和32 年口 ﾡ調斉諾共 によると、戸 ー 2月,分 ヘロ、羽 

.223人 . 女 7234ヘ ﾡ計 ・3クラク人ざ. これを/ろﾡ 

当り人ロざみるとノス/ ヘレなるが、 二れを界平均254、ク人 

会 口 平均 タダノ ん と比ﾡし て 併 に 個くなっ てい 石。

くロ及び戸教の推移をャ/ 表ざみる と、A口的共ﾡにみられる 

彼後 引場と 食授畑ﾡベ 為增傾间 e 昭和 2テ年をピー7レLて 

ﾡ及の 方向にある。

ォ/表 人口 なグ 声竦

ヽ 総P教
ズ a-

男 計
和a
/ 年

</c2)
マ,5/ク 4./3マ 6.024 c /22)

ノ5S
2 年 c/3の) 

う020 "分 Zテeケ
c / /ノ

_25Z」

25 年 (/3e)
うC22 クケ20 7452 /テ/72

s。 年
c ラ
N8W 4923 Ze36

< /◇
ノアタフタ

(を望入 ① ( 内 は増加指者数を 示 と 昭和 年を/22 とする ・

② 昭和 ラ o 年口ﾡ炉ﾡ諾果並びに町のによ る が 

調査彦役におい て / 部吉合町及び世ﾡ町への分高 パ 

あ っ たのぞ多少の 委ﾡはある ・

(© 次に町の産栄米別アﾡについては、 ﾡわが存し合いのてﾡらか 

になし得ない が。 総ア 数にちめるﾡ 家ア 数についてみるとオ2 
表の ごとくにほる。

二のようにﾡ業が7ク%と 圧倒 的に大さな比祭なとめ て いる

ャ2表 感家户故

X 総戸故

農 ・ﾡ 数

計
兼 茶

工 準 江 準

Nォラと 2./タ ダ ク/3e 23

*成 比
__ %

/2o
c での) 

77
, s 

ダ2 (ラク) 
29

<ラ
■ 8

() 0 昭和うい年ﾡ炭調査結県統計衣

② ( )約は戦ﾡ方炎に対する卑兼別ﾡ安救 

の9合を示す.

これを県平均の3グふ%、全口平均 3 2 夕%にルﾡしそ約2倍の 

辛を示 している乙とは. 戦家の5める止奔の高い= とに 注目 L 
なければならない。

殺ほア救2,/タテアのシち ※農 ほは/ /24 アさダノ%を占め. 

茶炎渋味はノのダタアざ4ク%を占めている。 求業ﾡなのうち 

ﾡ業を主とするものタノと アでう7発 ﾡ業をと す る tの23 
戸 ご /2% となっている。

た 自 小作別 . 經営胆模別農版戸数 をみる とラ表の ごヒ < に 

な る。すなわち 自 作ﾡ み42P、 白小作 25 2ナ、小白作4S 
ア 小作32アさ日作典がふの%と須くなっている。またそ営規 

ﾡ別にみると、 / &&下のﾡ数がく4%と承も多と 次に/ 

Aa からノケ 22 まざの 敷家数が 25となっている。
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(2) 土・光
ﾡの表 地目別面森 <単仇: 必)

2ペ 総 数 畑 山林 ﾡ 野 宅 地 その他 公 共 
用 地

面積 /o2e2 <400 24o 〜40 $3o /2 /42 ク52

1 #成ル /oo 47 マ4 4&7 タク ノノ ノ3 49 %

(注) の 町の垄版: お•画 啓七より 作成
② 公共用地とは ﾡ、河)川 歌ﾡの用地ずある。

aの 総面ﾡは上蛍の ように/e.s62んであるが. 二れを土地 

刊 用 区今別にみれ ばオ の通り ぞある。

す なわち山 林原 呼が クタと% と 圧倒 的に 多 い が、. しかレ耕地、 

ﾡに水田が /47%t占めているこ とは注目 すべさニと ざあっ 

て 古木水町を兵主ﾡにﾡ業した地ﾡざあるといわれている 

ことからも、 この町の/面 平ﾡ村 と し ての性格をかびて いる 乙 

と がうかがわるから どある。

また 二れ を所有形ﾡ別に見る と ャﾡ表の通 ) ざある。

オ$表 地目別所有ﾡ別ﾡﾡ (単位ﾡん>

(注) 0 町のﾡ設計言者)乙よりﾡし。
② 財ﾡ区有め*こは研ﾡ有る令む、 なお地目別)乙は林 

ふ,スイ& 乏のん/がﾡﾡ有乙めろ。

X 計 風有地
公 有 地

私有
県 有 町 有 財産区布 小計

総 数
c/2の メ> レケ) “つ (os) (みヌoう

/2.842 32ラ? ク◇、今 "ク チクタ ラフタ マ

u林承 野 c2e)
22e <e う 合 く々) 

クス
・2ee)

2222 4
耕 地 .夕4o /。 3 /o3 /厅”マ

公共用地 Z52 ラク3 ～sタ3 勿夕 — 24メ2 テ

空処その他| z4o
二

一 ダ3 43 ステ5?



-57--56-

このようこ私存地が全ﾡのク3夕を占め. 被リク% が口若.

公有地と さってわり・ 耕地、山 林示 野は彩く ど私有 地ごある。

( 産業の材

/及未

二の町の歳用地面ﾡは 82o && ざあり. そのみ8%が 

水田がある。いわゅる、米作 を主とし を* 田 ﾡ業であ る ,

敷地の 利 用 状況 を示也 ばオ 4本のざヒくざある。

ォとﾡ 地郡 用状況

ヽ 田 畑
升 -モ作 二そ 計 若畑 や地 その也

・ (&) ク&ノ 4Sヌタ 242.0 226./ ノ&5 3e

泡探卢故 () スス5 24 / /タクP 2072 Z2& z◇と /ク

面ﾡ比c%) /2o 7ノタ 2a/ /22 &2夕 ス2 ヌ

じﾡ ② めネ。 33 今 月 ノ日妥在
© 清イ株にみける 田、メ団のと犬々の内灰の トータルとは一みしない。
② ﾡ*ﾡ本ﾡ炎びに町浜#による。

水甲のう ち=モ作田率は約28発で大部分は一そ作田ざある。 

一ﾡ作田の今ち、排水不良、冷水田. 性士坂その他ﾡの原因 

zよる ぼ政良田 ば 的ダく％ に 当る s。 メ4 も 存在 し、今後の 

改ほとあいまって、 それが利用については二の町の大さな繰風 

ごあろう.

水田ﾡ作 ヒレての 救培作物はﾡん どが大表、小 表ぞあ り、 

ナクネ・ 繰肥作物、飼料作物がみられる程度ごある . 二のよう 

に* 田段作の 不ﾡの 祭因 はど= にあるかについて方えるに、 

の 町における作は -ﾡに血作がみ ら ずﾡ家そ済に対 して派 

ﾡ的な役例を ﾡされていないこ ヒによる 畑作②有利性が認め ら

れて いな いかり であみ。また地形的には棚田が多 < 桜械力のx 

入が因姫なこと、このことが経区的には労ゆ力の不足となって 

いるためぞあると屈われる。

また、普ﾡ畑はﾡ用地のノ2%をちめるが、運卓の耕作が一部 

行われ て いるﾡ炭で、殆んどが自原用野来と種ﾡの 生産が行わ 

れ て いる状態ぞ. ﾡﾡ以外には商ﾡ作物 ヒ し てはろる べさもの 

がさい。このことは、二の町のﾡ阪は一扱に、畑作に投ずる浜 

材 ウカがあれば、水田希作の改良に注いだ方が有利どあるヒ 

信 じ て い る。といわれているこ とからモ伺えるの2ある。

また采樹図次牧卓地のちめるﾡ合は低く、 さしてみるべさもの 

がふい o
(あ 世ﾡ町新町村企設四書

農具の王ﾡほものを示すとヤクのざとくに合リ • 各ﾡの 

ﾡ桜具がかなり よ < ﾡ及 している。 二っし た営救員 はこ、校年 

念にﾡ加しzさている。 またこれを個人有、共有別にみると

オク表 主妥ﾡ寄央の有状ﾡ く普位合)

(法) ○形や35 子»月 ※業ﾡ本ﾡ査ﾡ采町ﾡ料2ろ・
③※相め次係ア数に?い ては明らかぞない-

③c ゝは号をルクYしﾡ場合め召分ﾡ主示ナ.

\
\ \

電

め

微

ル 
ナ 
べ
I 
ダ
1

あ 
力

ボ

務

勤 
力

* 

桜

あ 

力 

脱 

怒

力
力
ッ
夕

1

力 
耕 
伝 
救

*

摺

被

*

*

救

め

桜

三三

熱

4

沼く有 一 今ノ ク 36 4ク 勿 xcと/ 3ラ/ 2 /2 43 ノラ3 3 4

栄 有 方 /3 o /8 4 ク7 3 2 </ タム ? ? 2

計 夕?/ タル 4o 2 47 メs8 3スク 25 43 5rク 夕2 /e o

砲. 物接、石泡発動撤 ﾡ力ﾡﾡ救などは、殆んど個人 有ぞ紙理家
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ア数の約半数み及駅が行 しそいる。/ラニ を経営規株との 

肉聖においてろると、個人有は2822以上の及家に多く、区 

下の歳客は共盛の を ② が多 くなっている。

動力耕ﾡﾡは微数25合 ご全て個人有となっ ているが、二れ お 

土地 に対する及奈滅城は 立 地条件に制約= れ少なく なってかり 

一級にﾡんどの及保は牛を用いるﾡによ ってぐる,

ﾡﾡ未のﾡ し z いない者産は耕種生産と 飼料=一配肥書 

という肉ﾡを経営的意味をさ フているが、 この町の帝産はそれ 

にﾡえて、先牛の生産、ﾡ卵の生産によ って現金収入を得てい

る o
飼育条番を昭和 ラ 3年及奈ﾡ本調査結果に よ りみれば、和 

が 2/ 3e 頭が最 多く 乳牛/5クﾡ.島み9頭、ﾡ5?際 

めく羊/8ヶ頭. 山千う87頭、弱/ククらク羽であリ また 

= れそ 経営規媒別に御父原数並びに飼ﾡ政家数を示せばオ& 

表のざンくなる。ﾡ料は乳 牛. 編 を 除いて は、殆X ど 自 総御 料

N ・ L 牛 役 1 3 午 時 ～ 羊

・ ・.・-

山 羊う
「頭

i

数

荷 1 W 企】 頭 2 御 函 i 画 
1

___ 1
,• 絵会 * a 夕? /◇ スノみ s8 s2 威 ケ 33 8? /27

o5んお満 ダ 38 今 今 3P 7 /ク / /タバ xc?s

o5～2子 5 /夕& s e 今 纟 / 2/ 3? ク /7? 3

s～27 /e 8 3% /ヌ ノん 夕 ク ル 2と 3? 2 222

27～12 23 8 夕o 4eo 2 s $ 3 s/ 85 29 み％

"ヘ/U 2? 46 4ク5 <フ? 25 2と ス 2 $s /22 皿

々sペxM r /○ り /2夕 | 3 3 / ク / ノタ 27 3/ 83 &マァ

(注) の昭33年求 ﾡ装本京 査ゐ 來、 町資料 ・上り作み

ぞあ リ、乳牛、鶏の 飼料には一師求骨飼料が購入 されている ・ 

命産物として販ﾡされるものは. ﾡ牛が2o5ダノ今円ど販 

売領全体の ケク%をちめ て圧倒的に多 く . 次い をﾡ9が&?5o 
千円で24%を占め 農 象の 根 理 い 現会収入景と をっている。ま 

た年入さ れ た乳丸牛 の 牛私夕入が 40d7千円るノ7%を占 

めている。

そ ②他ﾡ委卒は全く みられない・

ﾡはい ずれも康ﾡ労作的る告であ っ て、ﾡ業にみい て定用 

すること は催少ざある。

昭和 3 3 年の 主愛以産物の 生産領並びに 二が消貴スびんﾡ 

の内係を示ばオ表の ざある,

オク表 主える生産物立びに消ﾡえび販売額
•1 » \4 管通作部m i 行用作物部内 ﾡ染部円 . ・1. 社* 麦 タ コ 茶 そのセ 大 ﾡ 日 手 そク名

てのク

•ル曲孜

出番

! 生額

(444+;
/600

だ 
40/88

(4ス2)
u049

ス
・そメの) 

テ23

クノ5s

(&)

・スク> 
ノタ2

(夕)

8:&7

て 
く2ク> 
お

修
/ae2

(3>
28

“•2)
3の

ノ

coc)3クoo

a 
(22

(Qテ)

2823

ス 
くクハ 
ノタ

メ

2222

(ot)
2429

ス 
(d) /2

*
""を

“ク)

クク7/

<6)
! ッ
:

-マ

(z5)
/s. /夕

cdb)
83

不 
<Pe) 
248と

c/ee)
435

(s/)
2oスど22

(es) 
328?

(クr)
/スS4 _

(s/)20Pe (e0> 
2823

(クの) 
85

cクo) 
クダと

(?9) cs
タ分ア

(55)
エク5ラ

F さ

万

(o) 
ノクイタタス

-子

02)
4&

一紡

・5)
8

朔 

veo> 
24o84

4円 
") 
/タPク

子両

cや) 
243

(/o)
ノクク

(
ノs0

子

C4?)
柄

(4や) 
2ク28ノ

母 林業

&) 山林の 所有 ヒ利用の概泥

) 所有別林ﾡ

ニの 町の林野面ﾡは ク 9夕oA4 ぞあり, 所有別、針広別 面森
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替積を示也ば才/の表のﾡ り どある。

オ/の永 所有別.針広な別面秋.著ﾡ く位面税haa本ィ)
\有 
こ今

雑 数 町r有林 跡座区有林」印ﾡ有株 私 有林」

ﾡ ﾡ 協 摂 面 箱 配 話 ! 面 ナ
面 H

78? 528 '28 745 勿3 スノ 二 6 1 "4

業書 先505 网加 ノ28 45 743 ・ s sP2S4l4238

な業書 1 Pee1 228z1 1 94 20s2
-----

ﾡ交株 876 4844
---------- - , -- 7スS 

[____
竹 林 /夕 cら

1
1

伐探跡也 72 — 二 ク2

原 ダシ3
....

極め 乙低くなっている ・
に山 林の 所有状ﾡ を耕井地 ヒ の ﾡ連におい z 経営規ﾡ階ア列 に

示せ ばオノノ表の通 りぞある。
ォノ森 耕地と山林の所有状 cW、ア

「\ 林 
な 数 * ◇～ 

os 2
/～

: 2&
ろ3イ.

ター
必

sン 2
2

2o
50

2 
oo&

ス2ク
4 計

282? z スタ2 ヲを 23/ &3 ノノ/ 在4 今 /S 3 / 3e73
「戸恩安 24 2 36 ノ 2/ ノ2 2 / / 一 3c6

9-3 27 ノ〃 /e ? 4
*

マ /o
・
2 ノ — - ル4

「
メ3～4S っ8 2e 2o 2 ダ /マ ク バ 一 7 ク

ro 42 2c6 2 /&/ / 3 N8 /2 一 一 7/"--
丝 7 ダク 3 2 52 2 ユ 一 so
旬 ノ 2 8 2 _5 /合 とe ク 2 一 /

2o d / — - 一 / 2 / — — — 一 5
(注) せ総合地基本査ﾡォ 用ロ3ノ ②公共為はノアとなした。

(注ノ の有/イんはﾡ上しない. ②ﾡ山林務がのあ.ﾡ計風ﾡ成責#による,

所有別面積については、 すぞにべたのざ、 乙乙ぞは針別面不 

ﾡ積について明らかにする。 すなわち 県有林 / 庆员 を除いた 林野 

mﾡク9合?& のう与針葉ﾡ林がs52チご2?※をちめて 

圧例的に 多く、その大部みは アカ マッの天べ林である ・ な系ﾡ林 

は224 メんざ/2%、混交林8?7とメ&ゼ/%、ﾡ野533f 
ガク/とをり 竹ケ林 伐採跡地が2%となつている。これを所行 

列にみれば、 業ﾡの約?8% が私有林ご大部分を占め、町有 

財産区 ・ 部落有な どの公有林は催かに2% をちめるにすざない 

ﾡ積に つ い ては総帯ﾡの e 名が針葉ﾡの それど5め られ、所有 

列には私有林がﾡん ビぞ公有林は催かに ハ4x をとめるにす さな 

い ・ ま た針葉ﾡ林ク ラ ち 財産区林に4 4&の人 エ地林地がある 

以卜は全てアカマッ。 天べ林ぞあ り、 生産地林が多 < 

当 り ﾡﾡは全体ぞ 4ス3. ﾡ才林ク&、広業樹林は2 w3と

/バノ 利 用の凝況

=の町の林野は、前樽オ / o 表の所有別、針広列面がﾡ積に z 
示されるごとく 針茶命が大即みを占め、二れらはﾡんビアカマ 

vの 天然林どく 工林はﾡめ てﾡかに み ら れるﾡ及むある。伐採 

状犯に ついて はﾡ らかになし 得方 いが・ 町の 資料 な どか ら ﾡ計 

ナると年高約ん 720 w 前後代採 されている。現在 利 用 可能令銀 

( ▼令級以上 ) にレて いると 考之 られるもの が35※、中令級 

(へ ア令役に風 するそのが52、幼令役 ( I〜L令8 2o 夕 

と方えら・ ぼ細所有皮ﾡは、自変用粉炭材の履保 と林肉探車 を 

主目的とと. 中所有メ上の農験(5&&以上の所有ﾡﾡ)に林茶 

生産の高呂的利用がﾡ千みられる。

-般に林野の 自総的利用の段磨にあるようぞ、替からの 自ほ用称 

炭材の確保と営農上埋ﾡﾡの原料と し 乙②林向採車に ヒ どまり . 

林業生産は ﾡ属 し乙いない。このよう に林呼の 自総的利用のﾡﾡ
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②汚い三と が林地の 位生産性の係因 となり. 林地ﾡ懸化への コ 

ースをたどつている。二のニとは. 麻ﾡ林約 soof.ﾡ山夕s 

メス ・ ﾡ宛移行林 402&などの多こにの ぼる 現状か らもうか が 

える と周うの ざある。

林産物は用材、ﾡ・ 木求等ごみある。用は一般用林が夕4夕%, 

パルプ用材 ラノ%、ﾡ 木用材/"発などぞ ( 昭和 ラ2 年ﾡ央ﾡ) 

パルプとﾡ木用林ぞ約半核を 占めている。

町内の製材所は. ﾡ 帯ﾡをﾡえる/馬力からの馬のェ場 

ゲノ2ケ め り、一 叙以林が行なわれ ているが、案材の ま ま搬出 

されるもの が大部今である ・ 生足楽材の ク 午%以上が販ﾡ用 と し 

て- そのうち、 70%は足道、福山、三原方面に移出され、20 

%が町内ぞﾡ材の上 県内にそのど0%、岡山 系阪神方面へ4 

夕のも②がされる。 木以は式ﾡが多い. 専業の以炭谷はほと 

ナべて小規な典内期を利用 ・ た兼不製である。炭麻ﾡ数は 

ケあり ﾡ和2ふ年には/夕+依の生産量をあげたが. そのﾡ 

新減 し・昭和ヲ2年には約/ ダ←依となフた。木炭 も 生産量の 2o 

～夕2 %のおのが町ﾡるﾡされる外は、 すべて緑内 各地 に必ら 

れる。ﾡ生産せは昭和28年/ ク5ケ 来が昭和 27年2354求 

ラ2 年275来と 増加 L たがHi 32年/eの+求と. 木以同ﾡ 

新減② 方向にある。

林卵生産物に つ"てそ 一 販 売象 を 船山 32年についてみると 

素材ぞ 7/4タ7 才円、ケ材オ /7○+円、ﾡ2○千円ほどがあ 

げられる ・

また林野割産物の うち感も大さいそのは松ﾡ ごあ る。世羅松ﾡは 

古くからその名 が知 られてわり、田和 3 3 年生産量の約80 % が 

商品化され保外に送りだされている。他 に書 灰、ケ林等 が催 か に 

商 品化 さてい る.

以上の販走生産物②外、白家消責用のﾡ炭林が総生産の2o % 
くあるものヒ思われる。

ン エ

ﾡ業は町氏相手の小メしがな経営ざある。 工巣は食料呂工場、 木 

工場、ﾡ呉工場、ﾡ林工場 ・ 木材化学工場その 他等の 工場がある 

が何 れ も 小 規検 ごある。

以上この 町の産ﾡに つ い て概ﾡし てさたの ごあ るが、翌和 ラ/ 

年に あける産業別 生産額そ 町の 資料によ っ て 示性ばオ / 2 表のﾡ 

りざある。この中にはオノ次、オ2 次産業 のみざ、 オ3 次産業が 

小< まず長ﾡの係だ明らかに し得ふいのざ、決し て全祀をっく 

すものぞはないゲ、このかざりざは、生産 額の。夕が良紫で 

おめられ て圧倒的に多 < ・ 次に林産物をﾡ料と した裂止業がンチ7 

。 林業ノノラ%となり ﾡ、依存度が圧倒的に高くなっている。

オノ2森 産業別 生生産領 (.位す円 %)

保業 ヌ P 
水産染

ダ業段楽

Pg 5 年 /年 25年 ヨバ 年
比 年 8 比 幸 生パS : 生 年 生虐受 と 李

PS5 /2P ノノク cco : s24 430 i /222 ク25ク97 /2oC1
夕 /ノク3 ッsxz sxs 22823 ?4o

4炎e 449 /oe/ 77 夕72ク/ クテチ 2c33o 1
48 47 ....- 〃之 ス？ 44050 Zs /c5(33 4 3 !- --------

2スと 一 一 一 1- :1
278 ク24 "夕 5ダ2夕 ノ&? 222 $5 23S

/1 . r .. -- .....
---

• 3
i

53 クク血2 。)
津 a 準z77 マケ2| 223

マ*ママ ・ * ・ ーー * ・ f 
!/57 '・I ノ55で2

数

丨 スベﾡ 茶

来
木 条 ダ シ'
守 解 業

1 2ス米

県止 茶

注)。 昭8和5、/ノ年は県統き計浜ﾡ.他はﾡ資料による。
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オ2率 農家林業の緊ﾡ

オ/節 果ﾡの姫受

函査果考ぞある声山 部落は . 世ﾡ町ﾡふﾡ→り 約 u Kw旧 :ン大 

印村の 南 東 即 に位置し、 山 -— 二原 ﾡ を 給ぶ、東 南 にえる保当 を 

中 心 に 左石 に山ﾡ之囲まれた山向部芝るある。

総戸数は /N 尸き ・ うち戦ノなシのア 非以ほア教ユテぞ ニ 

② 非ﾡ家 2ある2ナは ﾡ後の 政 ﾡ どある ・ 

ヘロは2/と人る. う ち農業人 口は2/○人. ノテ当り皮ﾡヘロ 

はタ人デあ& 。

教後にあける人口ﾡ勢は余り兄られず、 /部、ス、三男が/o人 

程統ﾡ し 乙 印港外にﾡ出 したをのび 村者 がノ アあったのみ : 

ある o
年令階層別. 男女別人コ*成を見ればオノ3交の通り 2ある。

オ/3表 年令階ア別男女別人ロ構ﾡ

シがュ 男 女 .

2～ オ (3グ ^
ク ダ

c 33 ぐ 
ラ

<35 ヘ 
2

/夕 ～ $? 222 4 Z
(ユ

_ _____ ___
40才上 c/ダ) 

3
c/タ)
/ Z

(/ラ 
と

計
(/ec) 
24

c/20) 
26

(ルク) 
/20

cキ) ① ( )内は発
② 羽女功成比 男% 女5ど火となる.

この部きの総土地ﾡ積は?53Aん ざ、 これを土地利用区か 

別にみれば、耕地面ﾡヨ/95メ2、 うち水田2&23 ん ヽ 

畑 2 タク な. その他2/sペ4 となり. 株野ﾡは 407メx 
定地その位/84 んざ、総土地面ﾡにレ てメ々. 耕池53% 
林ﾡど 4%、宅地るの他3%となっている。
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及安/ 汽当リ 平面積は耕地 "、6 えの. 林野 /5メと方り、若 

ﾡは町平均の6今4イ にほぼﾡレく.県平②α4んAより大 

さくなう乙いる。坏部は 大部分私有林 であ り、社寺有林/2メ4 
部落有林は催かにo。f&あるに すざない。

この部老における林ﾡの利ﾡはﾡん ビ自夂用新炭材、善映責材e 
しての 自給的利 用の 段店に と どま ・、林業生産の師岳は余リ 見 

られず水田農業に主体をわさ. そにタバコを主とレ たﾡ干②畑 

作と 和牛のﾡ育による行牛の 生産ﾡの攻業収大が農条王ﾡ に才け 

る主要意部みを占め ・ 加えて兼業収入によってﾡまをﾡを持し 

ている及塚が多い・

T2m 伊各浜の映結果の概梁

こ こざは青山部窓のﾡ家につい 乙 ﾡ本林業語査ﾡによる紹査 

結果よ り. その突ﾡを及坂の ﾡア列に明ゥ かにせん とするものて 

ある ・

そこざ ま ず農象の 階ア 区 分に ついてあさら かに し な ければな ら 

万 い,

農坂の階ア 区分は. -扱に同一地域内にあけるﾡ家林業のそ常ﾡ 

並の同小をめるチ段とし て行われるそのざあるが、すざに地 

ﾡ E分に よフて、地塚的同ﾡ性がられ 乙いる②ど、=ニざは、 

頭着 にﾡ桜内 興興性を 室示 する指標 として、一般的に用い り不 る 

空 啓士地面 療 を ﾡ/区かの指燥ヒ し てﾡ択した。

そこざ土地面積を二つに区分した。 オノはﾡ塚のﾡ業経営の階F 
を 示す増熬 と して耕也芸啓規根を. オ2にﾡ家の林業経営のﾡ/ 

差を示す花様と と 乙林地そ営幌ﾡを取り あげた。そして 面ﾡ階F 
区分につ い て は. 部ﾡ以条②農地と林地の 所有肉係炎がにﾡ農調 

査における区 今る どを考して. それぞれ次のよう に区分Lた。
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耕地ﾡ区ﾡﾡに よる 灰分
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ヘエ〜2ゐ ・

貫友故 路 号
ア 

3
ペA 

52 ____I

/" ～ /ケ // < 2ノ 2r

2 228

ノアへ CS
d だ * fl 22

2以下
- - T

ク〃1 _ F--- • • -*• ----
__ を計 0 os。 i---- .

木狂老究によ る区分
• アコ wg 号 '

ク4～6プ ア
ノ 52ク

マの〜4ど 7 2と2 _ z2～20 /P /クタ __ 」03～<0 2 o4o ----- 4
23以下 グ 2Z
女方— 2

ペ • ケ2
--

オル表 委営ﾡ地階ア別 族ﾡ並びにﾡﾡ事ﾡ故

\、税 列 
区分\ 点.家数

/ア当り

均 本次教

ノアサりネ均犬求サ 奇 数

主佐で香営 神ウイ数

I 23 52 人 大

江 / 58 27

___ の___ /5 53 22

ア ク クク ス・3 ②4

T 4 22 ハ3 5

+ 40 5o マ2

ノ ・ 農業生産の注

c 渋業経営神ﾡﾡの 麻ノ件生を 示 ナ指燥ヒ してﾡ 受な京ポ 

別農ま故に フいてみるに オノ に専業及ほ率 s2夕以上は 1時F 

②ス 3g〜ケ2%はI・ m 一 . 2o～引0%ほア.Vﾡアとな 

り I昭アを 除い てはﾡ業率はくなっ てい る。持に ワ 階ノには 

会くなく 全体とし乙末は引2発となり 業化の度はﾡ 

くなっ ている ・

次にォノ粧 2ﾡ求業ﾡ家率にっいてみれば、 I, I Wほ’ 

は 天々 e2%オノ確のみざ、 ﾡ別にば日ﾡがﾡを多く 質 

の香、ﾡくが次に多くなっている。W. ▼階アにおいてはオ/ 

が夫マク0夕, ラ2タとなり、ﾡﾡアはオスﾡ着業が72タを 

しのている, 栄ﾡ別に は ﾡア ニネク タイ属 が#5% と る 外は 

殆んど日底. 4ウめ香. 取人などぞある。

) ﾡ安2 株数並 びに般業従事者枚はオ ノ"ﾡにネしたよう 

に 表族校は ・ 平均 5人さ Iは 3人 . Zは◇人 ざ推かになく 

なっそいるが・Z. 次 ﾡ店ノは夫々先8, s3・ s7人と催か 

に多く意 つている。

ﾡ業従事者数についてみれば・ ▼ゲ/$人ざ最ち少なく アが 

ス7人ず他ﾡ/Iにあいては会るラス以ェごろり、茶楽化のﾡ度高

< 本るにつれて ﾡ業従考石は少な くなって いる ・ 全体み 平従事 

着数は 28 ヘ ざある。

) 経宅林地面積は Iが /5クメ4 ざﾡも多く , に Iが々 2 /

メa 、ﾡがQ7今 弁久. ア が、久ノ攵 た. 0がク 〃决a となり ▼ﾡ 

バは会乙 飯木を跡入 している。

二れ を主受な水田、 迅地別にみれ ばオ /5表に示すように水田 

幸はが27%てﾡめてい外は全て 22名 市後とく 意ってい 

る。したがって は 茨 少ぞ、各 ﾡア ヒを クククー ク/〃 メ2 第後て 

ある,

オノ5表 耕井地ﾡﾡﾡア別、水田並ひに畑地ﾡ積

二 無家数
ﾡ家ノア当 り 平均

水田配積 不ロ年 ニモ作四季 畑地 面項 畑田地率

vター 2。イo) 3 嘯 a 天 ス クノ汗

"cxo～sメ) / /28 26 クク7 4

"て2s～A0A) /3 0.7/ ク/ 33 P.25

7oョ 〜AケAo) ク 237 今8 /8 ククム /o

パ4下) と ユク3 2ク 25 224

tt ク クク/ 8 2ク o.26 8
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次にﾡ地有2 ﾡﾡに ついて. 生今炭地解衣の状ﾡにつ い てみ 

るに才 /ち 忍に 示すように. 御衣 暇 家. 率応 エが33% 2ﾡも高く、 

I ﾡぞは今%内外て.. ▼には全くみられない。 /方解ﾡ面 

積ごは工が22&ご最も多く、I 孤どは 23 ん4内 外である。 

/ 方うﾡﾡう けた農家率 たつ い てみればm が49発 で段を高く、次 

に 五勿 タクル. アo2?%ざ工とT 店ア には 全くない。 これを/ 

ア当ﾡﾡについてみればアがク47^ん ご長も多く . m階 

ア名表 ﾡ地そ営ﾡア別にみたﾡ地解の状況

③ 降 ナス した 用 衣 う ヴ ろ ・
奥 条数 解永式安年

ノアジリ 
動ﾡ i ﾡ区数1 .._.. 製年

シU7ク勿 テ ア o - ア 二 %

そ～<nA&) // / 夕 Wク g ク3ク
"ccr～xeイo / 5 226 ク 4? o30

7a.y-25&o) ク 一 一 2 2 oe7
ez&4以下 — — 一 一 一 一

計 0 3 ノク 2

八ざは23た ぞある・ 解衣 Iによってﾡ減した面項のみ発ん どは水 

田ぞ畑は使少にざない。 上のこヒからLてI. ﾡ所/にはR 
地府衣によ る耕地の 自作化によフ て比験的をするよう に念った 

ﾡ坂 ○多い = とがう かが われる。

= ら に昭和 ス5年以ﾡにあける 農地解ﾡ以 外による対地 ②増減 

をみばオ /7表に示す通 り ごあ って 。•階尸 とも余り 増滅はみ 

らない。しかレア店アにおいては5○%のﾡ加農家辛を示すが、 

二はﾡﾡによるものぞあって. その他の階アにお けるﾡﾡの 主 

な理声は今けてもらったり. 今けてマっﾡというその が殆く どざ 

質受 けに よろ 増加 は匹. アﾡ層に夫々ーアあるのみぞ、 また却 

による 減少は I 層 に/ナあるのみざある。

オノクﾡ 井地 至営階ア別にみ た怠地の 移ﾡ状ﾡ

農家散
ガ加した 浜 少 L え

共仮数 ナ g 
求年

/ア 労 リ ﾡ少巣4年 P り高ボ

工 oケースo&e) ア 夕 戸 / %33 ね2.と // ラ3死 22ど

二 (2e-sAe /ノ / ク 223 —

3 23 22 / oe5

? / / Q/3 / 4

ククR) 4 3 52 227 — 一 ・〜

計 42 9 -22 0/6 3

) 家合の飼ﾡ状ﾡは オ/ $表に示すよう に. ・

レ, 技 ﾡ地そ営階ア別区奇の飼資状ﾡ
和 牛 ニ ワ 卜 1)

高>\ 農劇字 : 7アョ
: 昼 数 ョ 政 戸 3 リヨ 装1-- ------ „ /〜29*4 ヲ /2o 4 20 /2o ク 252

/ク ～ 5 ノノ /2o ルク ノケ 4 5 &3
Pチ～ /の /co /eo /s ん4 と 2 45
43～25 ク //a ク/ 5 /o /22 ヌ
03A&以下 と 今o Z / /ク 52 7 23--------------

計・--- - -- ---- , 2 _ク2 今3 45 45 “公 52

王吸なさのは和牛とニワトIみみざ、 この外、 中バ強としてみ* 

f .山ﾡなどは極めて催にさない。 和牛はVﾡﾡを除いては、 

名 ﾡ層 とも発ん ど翼&/ ア当 り / 頭内外飼養し て居り、 彼牛ヒ し 

ての奇が利甲ヒﾡ牛の生による販ﾡ反入が 部き会体ヒレては 

オ 作についぞ 残ﾡ ② 現 会ル 入のﾡぞ大さなルﾡをしめている。ま 

た. =ワトリの飼ﾡ求ﾡ幸はI、Nﾡ倉を除いては$2%内外ぞ 

あり /ア当りの飼香明数についてみれば、 Iが25ョ最も多
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く. I以下&3. ケ, 34 2.3羽と夫々少なくなっているが 

全木の予均と L 乙は5羽 程度 ごみり Lが多くるっていろクは/ 

アざ7o 羽そﾡ養 L 乙いる救ほがみるためて、この典験を除いて 

けは全く角 総程だ ごあろ。

ﾡ料ﾡ について は株ﾡか ら の 算の保取 とﾡﾡヒ し て車愛なる 

ﾡ味をもフが. 和牛の飼料と しては 8主ﾡか ラ の採費ヒ ﾡ業M産物 

が利 用さ、林野からの採ﾡはﾡﾡ と し て利用二れ・ ﾡﾡﾡのﾡ 

件として用いられている。このようにﾡの利用 は採及場所によ っ 

てﾡ然と区別されているのざあみ ・ るお. ﾡの利用については 

般 ざ詳 し く塔べる。

) 救業の 生ﾡ手段ヒ L 乙の規用機ﾡみ飛奴別所ﾡ犯を 示せば、 

才 / 表の ざヒくてある。 すすはち. 全体ビ し てそ営規ﾡが師く 

なるにっネ乙 所有 合教は多くなっていろ。 に勤力成ﾡ及とﾡ ﾡ 

救は ア階ﾡ2除いては. 発くどのﾡ応人布ヒして各々/ 

合 を 所有 している。 その他の桜ﾡは共有ヒして5ないし^/の共 

河2伏用レている。 また =れら主要ﾡ用ﾡ放のノア当が有e 
数並びr 共 有 . 条所有長家卒 についてえ也 ばォ ノクﾡの通りゼ# 

る。 ナなわち、条 所有撃 家味 はVﾡアゲ/ く ざ最もﾡく、 

次にT階アが高くなつている。この向は時にめ力 般桜 、 あ 

ﾡ招核、ﾡ勢桜をどにみスられる。 はた土地に対する救械は立地行 

件に支配され全くﾡ入=れていない。 全体をじ て水田のそ営ﾡ 

横の高い 階八程桜桜 o 所有 ﾡ 家率 は帝く なっている。

次に、二れら主愛ﾡ用桜ﾡの所有状況を、林呼階ア列にみれば、 

オ20表に示すざと く ごあ っz . 3階バを除い 乙は そ営林地店 F 

によるそれに同様の個向 がみ られる。個人有. 共有ﾡほ家のﾡ 

につい てそ同 株の 二とがいえる。

るあ、耕地と林 野の 所有 内 係に ついて は. 後式 ナるが5階 アに 

属する 農撃 を除いてはﾡん ど科地所有 が多く 各るにって 林町 

所有 面ﾡが多く なっ 乙い る。従ってﾡ用 桜 み所有 裏原字は 委定

オ /8表 息 用 桜械 のo所有 ボ 乙

<<ーー・

(42～<ケ)

7α午_xo)

0.3～05
(2yAa以p

計
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(単 合)

枚ね様 カッアー そ ーター オート三ル
個 価 個 共共 共 共 夫共 涸 徊共

// /
/
乙

山O
じ主) の共育台まは合を未す。

ャ/ク表 主ぼﾡ用桜ﾡの ノア当り所有台ﾡ並びに共有、ﾡ所有ﾡ坂全- 一
\ 賞

「あ
月. だほ 初%換 発 : あ *

・*業幹*常。*ャマ*。マ--マ、*マ**業** *
「モ-ター ダッっ

茨
& 舞蒔 /

ゲ
共

ク ・ ク

共1
ク

太
イ

夫
ク

•無

イ

/
グ イ ク

) 。//.クヘ2。ハ)
i %

2
-a 一x /00 死 百 発 a 0.3 %

Q3 % 届

2/0〜5 ) 〃 1 ce 2? / ペ? 2 42 夕 3 27 2 27
ﾡ。 テ〜o) 夕 a? 2 8 ク 22 85 Q2 2|
Z3～Q夕 )し c/ - o / se a/ ラ 3 2 0 /0o 2

*
/cい

’7( 2 3Aん下)
___・」

二 o /P0 ク ・ 2 /eg 2 /00
計L. . ■…

"1 /3 ニ。i.25 4 3e 2 /e 25 2/ 3 み5 c3 3
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—72 一
マ*

ウカ成殺城 カ*招悠 条引 4 ﾡ モ - クー ゆカカックーイ ー ヴ ロ々有 
$9空

共有

や

共 ロ メ 天 イ
c4o～ &.。 )

デ 
44 /2o 2 /22 2 ケ2 ナク

(20 〜 o ) 7 ss o 2 s es 3 ノ； 2
(4o ～ 2 ) ル 47 タケ 2 47 67 25 o o 3 テ

そoy 〜メ。 ) ? 2夕 22 // R ク8 / 夕 0 5
«o3 メ以下 ) ヌ 75 2 ケ0 2ケ 25 2 3 5 o
・条所有) と /Z ク 2 ク 2 _2 w 1

計 o 4 /3 e 3 <ケ /o 3 3 30
- 1

3 |

地 面求が大さいほど高 くなっているといえる。

(4) ﾡ業ウ幼は 大 部分が阪茨労仲 ざ行って みり 田植、相刈 時 

以 繁期 に はﾡかにﾡ用労竹を 入 ていたオは. 顎向ﾡ ゆいなど 名 

行って いる。

ﾡ用ﾡ家字はIが/22%ご最をあく. Iがど4%, mが45 
%, アが/%と 経芝 規求 の大委いﾡ/程ﾡくるっている,また 

ﾡ用は全て日ﾡ労めぞた用ﾡ条年向/ ア当り平均年用日女につい 

てみれば、 Iが20 a 立が27日、皿 がス2 日、 アがら日てロ 

ﾡ八が及モ多く、 次にﾡ 階ア となっそいるが、二れはタバコ 納 作 

に岡す るﾡ質期の労仲不足に因 するものと思われる。 因みに 

タバコ作及ﾡついてみるに. 1ﾡ/には会くをく n. m岡 

アざは大々 27、 3/夕の救条奪をさめている。なお、 タバコ耕作 

についてはあと ご べ る ・

次に手向ﾡ、ゆいについてスれば、Tを除く各階アを価じよ月 

4月、 /○月のﾡ繁期に52～ 8c。 農家 か/。 人前後 の 向 

替 ゆいを行っている。

’の ﾡﾡそ常女の構成 として ○形料、ﾡ料などの投入量を示ば 

才2/ 表の ざと& ざある。

-73 -
オZノ表 肥料、ﾡなどの授入量(ﾡﾡ/ア当リ平均) ,

農家数 E 件 飼 # 光 素

os～zみ 引 T 『 えみo) 36000 /5200 8 70o 今40 3/oo
"/P〜メタ) ノノ

(z,3/o) 
2S020 • ヌ2o0 ク厅ル -20 32e0

os～^。 ) /3 (240) / P2C /夕2 520 2ce N.ノ%

"o3 ～05) ク
c 3c2o ) /3200 14co コルク o ・200

(ds イ以下) (zo9o) 230 3se & ノoo

計 一 42 て 3クoう 
/ 222 2.220 ク0e 54o 22c乙

(注) ()内は耕地のノ名当りoﾡ粋の投>入ﾡ

ﾡ/ア当り千均投入量は. ﾡ料においては、工 が、3 4ク。ク 円え 

政も多く、Tが2320円ご最も少なく平均ノ 000 円となってい 

る。 二れをﾡ地o/メ2当りについてみると、 がうoo。 円ﾡ 

ﾡ ぞﾡむ多い外はる階局 とt2oe 円河後ぞ委り はない。アﾡア 

が 夕/2○円と多くなっているのは. タバ コ耕作農らぞﾡ地ク/んa当 

り 平均約 4,2e2円ﾡ。 購入肥料を入してい る殺家がノ テあるか 

ラぞある。

銀料についてみると. Iが=ooe 円とﾡに多<々 ているが、 

二にば也るごとく ニワト り を 72 羽飼ﾡし ている農坂が/ ア 

めるためぞ、 そ②他はみく ど"全ﾡ向 にあける 和牛のﾡ対代であ り、 

和牛の 飼香頭ﾡに例 しそ多く さっている。

そ @ 悠残業、種笛、 ※素な どは経営規ﾡの大 さいI が忍 も 多 

< Vが最も少なくなって感り. 農家/ ア当り平均夫々. 况"ク 

円 Se円、 2 coe 円となっている。

これらそ営☆の ﾡ成 は 各階 厂 にって多少のﾡはあるが、 料 

貴は全体の $○劣ﾡ後を占めている。

㈤ 作付額織は、 水稲. 大奏が主なるものぞ、それに若干のタバ 

コヒ台塚ﾡﾡなビざあり、 その位はハダカ表、 レンゲ、促成恐ﾡ 

作ぬなど が篠 かに表培>れそいる 程度 ぞ、土 地和 用年は的ノノs名 

と高いラ ごはない。
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主受作物 と してみ水稲の作付規模は水田面ﾡク 大さ い上階ア程 

大さくなっているが、大表については. w ▼ﾡアを除いては余 

り)ﾡ八差を認められず。22A&前後びある。 このことは、 表報は 

主と して水田 製作 物ヒ して救培ごれているからぞ、=毛作田率が 

子27%て のョ3※ が疲も あ い外は各ﾡア とも20% ﾡ後 

ごあるこ とからちうかがわれる。

タベ コみ#作及年 は 全体 ぞタアろるが・ 作 農家 率 ル エノー金 イ 

ほいほは。 Zがマ7発%、 Zがラノ究ﾡTが夫々ノグ%, /7 

% ご部落子 ﾡ委客規である Zﾡアが最 ち多くなっている。作付 

面ﾡ に ついて は資料み肉係で明 り か に点 L 得るい が タバ コ ﾡ作 

と 畑地字、林野幸 と の 肉係を 示 出ばオ2ス 表の ごとく ごある。

ォ22系 タバコ耕作と畑地字. 林呼率との内係・デ*ーン・*ン季等帝マデ*マデママキ考イママ番幸マ イ参を季番** .... . ..〜 _... ﾡ客季子ャ ー.. ―’ 卒季で季季 ・▼ -.... 季零季 F 幸

賞家せ ﾡ作般«率 火 地 字
*り 

共野条
ﾡ作ﾡ季 

当販を夕
<ケ〜スみ ラ ア 。ス o/ テ2 2 1
人•～ /u 〃 27 ク、クク "ヲ 4 2CC

/3 3/ 00- 0 cco
&.3 へ o5 7 / o.o4 ノ08 4260c
ムヲ4汉下 /ク 0.o 02/ 60 %.

計 4o 22 ククC 2 200
畑田 地は 各階ア を通じ て極め て少 ぞあ るニとは ﾡに のべた が , 

バ コ の株地性か らくる 地の 確保は林厚の ﾡﾡ/によ つて来めら

ているのぞある。 なあ、 タバコﾡ作と林野利用との阿係は、 熱 

材料ヒ してのき葉の採取と感燥材料と し てのﾡ炭材の利用なヒ 寛 

受をるﾡ然をもっが この=とについては後びま齢する。

数業生産にあける主ﾡをる両品作物としては 水稲 大表 タ 

ベコとその他ﾡ干クビール表. 大豆、 トマトヒ和牛の生産でどざ 

あるが、主要なものについての販額を示せばオ23ﾡのLく 

である .

ヤ23そ ﾡ産物②販史額 C 殺よノ上当リ平)
千ﾡ耕 

x町績

=モ作 

田 年

そ 邪 大 安
タバコ 和 牛

奥求生さ 物販む 
您 愛

ﾡ所F 
而 ﾡ M他頃

パタ～ 2o 4 ラア 力％ 厶<27 • 可 
250

メ Q26 万 ア
〃ククク zod

//5 ノ ノシ 24 "ク ノ75000 ■ 73 ラ/oo ノス542 3020 2o2
25～ク ノョ 678 3 Qク/ 26200 2/8 /&c00 ・スタ020

◇3～ ②.ケ 7 Q2 /夕 クタク 兔/% 0.◇7 6o 4oco 一 /&,oco

Q3& 以下 4 ク〃 2テ 2o5 一 et, 一 2coo 一 /oc2o

針 ユク 26? 2200 o./5 200 /cco Z2o /3/400

水税のの/メ4 岩収ﾡは士地糸件の及百によって差はみるも 

平均25～ 28石前後ごﾡ戸差は認のられない。

及産物②販売か額にっい てみば、エが約 3o列円 Iが約23 

万円、ﾡがノラ列円 ."が/クククク,% アﾡ一がノラ円と意り. オ 

田 面 積規ﾡ にと例して多くﾡつている。この二とは、V階アを味 

い て は 農 産夕 販 売 総収 ○ s○%から み5%内外クウェクト を* 稲 

②販史額ぞ5め ている二 とからさ うかがわれる こと ざある。*稲 

についぞタバコ、和牛 大 奏 の 順 ヒ を っ ご い 石。

食ﾡ合絵段につ いてみれば、y 階F ごは /o。 % 購入 ﾡ家ごあ り 

ﾡアてはﾡ5○%のﾡ仮は日給程度にとどまり 商 用化は 1, 
I. mLﾡアとア店アの約$2%の農ほにみられる。全体ヒして食 

*の 自 給ﾡな率 は約85% ぞあ る .

c) ﾡ業生ﾡﾡと生産ﾡ材の価御織にっい てみれば、生産物 

②般売は殆んど農めをﾡいて行われ /ラ生産ﾡ林の勝入は 大 

部み皮協を」じ て行わ れているが、/部、農隊具 . 形料、銅料る 

どは隣町② 業看を通じ て行われ ている。

0の 以上部浩内農係のﾡ業生産の経営並について、そ営対地 

並びに 委営林ﾡ時戸別 に明らかにし 乙さたの ざあるが 全体と し 

て 林野所有み有意並びに林呼のそ営規ﾡによっ z、そ営ﾡに大 

差は部め らほ い。各階ア 名 通い て水田字 が奇< 処地年はﾡ少ざ
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あり- かフ=モ作油季モ<ク % 河後だ く ・ 水稲を主とし たﾡ 

経営が行われ、主にる商あ作ﾡレしては水紹. 大表. タバコふビ 

ぞあ り 水稲を除い て は、沼司化幸はくなっ ている。&畜を和 

牛以外にはニレてみるべさものが各く. 子牛の 生産 による販売収 

入 は水稲、タバ コ について大さく なってあり、和牛の 飼資頭数は 

材地のそ営規ﾡ大さくをるにつれて多くなっているが、妹町所 

有の有 ﾡ並びにそ そじ規事 と の ﾡ皿 による差はみ と め られな い。 

後 するように、林業生産は恐展 ・ておら す ﾡく ど自給的利用 

②段ﾡにあるが、 時殊な /～2のﾡﾡを除いZは- 帳に、耕地 と 

林度の所有 匕 はパ ラ レル各/祭にあ り、林ﾡみ 点有環ほは経営 

ﾡﾡﾡアにわいてそVにんするﾡ依が大部分2ある。ま月 クバ 

コ ②耕作と林野との岡係についてはﾡにさ岩干れたが・ m催/ 

z林野 黒 折有 農 案 が/ アのみ耕作していろほかは. 林 野無所有ﾡ 

深のクバコﾡ作はみれない。 しかし 二の部慈における林野の突 

紙から レて ﾡﾡ用ﾡ炭林並びに老ﾡ責材と してのﾡ葉、下ﾡみ株 

攻なども. 林呼所有ﾡほにかいてもくの林野からﾡ*或いは魚

ぞﾡ取レ てい る及際が いこヒかラレてを タバコ の#作がど 

デ し を林野所ﾡ ◇有素によって 左右 されzい る とは絶論づけ られ 

ないと恩ら・ むしろ、耕地そ物規橋と肉ﾡいて. ﾡほみ現会叙入 

を計るためのﾡ品作物と してﾡﾡさネ ているとみられるのぞある. 

二のそヒ はタバ コ 耕作農家が部きの中規横席ア にあたる Iﾡノ o 
いわゅる裏業の担い手とし てﾡ救的各ﾡ業経営を行っ て い るAﾡ 
に多いことからレ 乙もうかがわれるのごある。

上のよろな乙とからレて、 zの部きにあける救栄の 生ﾡﾡ止 

は / 般的には大ﾡは認め られす、耕地経客ﾡの 大小によ っ て作 

目締成、客書み飼終頭数、また、ﾡ品によるﾡ金収入の岡2差 

愛は認められるが、ニの ようる差民が林野有み有意並びにえその 

求 ②大小による そ②ぞあるとは 部め られない。

2 ﾡ安林業産の構ﾡ

«/) 林野所有みオ

林ﾡの 所有 状ﾡを林ﾡそ宮 ﾡ様別 に示也 はォ zグ表に示 す霊 ・)

才2表 経劣林ﾡﾡアラ戦女、林野面承並びに地 ﾡ

農家者
林期面積- ﾡ地ﾡﾡ

総% 数
/ア当 り
年 均 総谷 «

ア 治リ 
王 均

(ダ◇〜 &0だッ) ceoeゾ (y8) " 2く %
天 

.2?
c夕4).ペ2, 
4.26

ユ
(20～ の ) Cスチフ (334) 2027 々“

(44)
80 ヘ◇ノ

d。 ～20 ) <s。
(2xe)
/3ス0 5 (タユ) &7夕 o48

oy ～。 ) タ cs2) 5ク2
(220)

ククノ クフク

分(23メ& 下)
(/y) o6夕 クノ 7 (スク) 

ユ47 o.6 /

(*所有 ) (Fo4 —
(み./) 

マ.2ち 237

計
"'シク oo)

4o?4 /5o く/">
ハダ 2.8o

(定) Qc)舟はさ十2ノクとした場合の構成比()を矛す*

ぞみっ乙・ /ア当リ 

平方林呼ﾡ積は / 

ぞは s2? メ デ 圧 

例的に多く、2が 

24? メタ. 3 がハ5 
A4, 4が o パa 
5階ア さ。ノクメ&ヒ 

るり、全体ざは々s 
f& となるが林野ﾡ

有農本は&* ざe 
ﾡ全や枚み ノダタを 

しめている. 二れを 

店ノ別にﾡ年表と 

有林野面ﾡ との内係 

をみると、部寿会体

ぞ/・ 2・ 3階「ま どの及なさはでイ 方ざ約5"%であるが、こ 

れらのXが行する面ﾡはダ443る となり終。となり. 

上 階 /の 農家 ざ ﾡ意 の発人 どの林ﾡを 所有 しているニルがろ かが

われるo
ま林野の 所有をそ常耕地面渡と ○岡迅におい て排地ﾡ/別 

にみると. /ア当り千均林野五ﾡはIケ22メ2. Zィクアム. ﾡ 

/タヲメ& . アメg6A& To2'f& となり、 エが圧ﾡﾡに多く、 

かつまた 上ﾡ八程多くなつて ・るz ヒはﾡﾡア別にみた場合 

と 円ﾡざあ る。=ら に林野ﾡ/列に平均封地面長をみ るヒ、ノ店 

一がノseメ4, 2ぞ/e/ペ4. 3ぞc45メ4. 4ざo27イ&, 

5 ぞ o.e/ メa 4 が o.3? & とな り. 夕 階/ が3ﾡア よ り 納e/ 
&a 多くなってはいるが、全体ヒしては. 林呼の 多 い 階戸は耕地
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面示も多くなっているといえるであろう。また. 二の阿保をア女 

ぞみると、ノ 所ア は 4 のラち 店ア o 工の夕F . が/ア、 

ス 階/ ざは7パのクちI がア、 が2P ・ m が/ *、 3ﾡFご 

はノ◇アのラ列 エバノア、 がと ﾡ パ2 ア、Tが/ア 

/ぞは?アのラタ Iバタア . ﾡがパ が2ア、 5ﾡ戸では 

4ア②うち、 T ﾡ ア アが夫々ノアフ. とﾡ/"わる点 

所ﾡﾡアプは々アのラち Iがノア、工がノア アがグアとなり

Wﾡア列 級冢構成を耕也落片別 のそれと を対 L た 場合に階 = 

によって多少の差愛はあるゲ 全としては.林ﾡの所有比ﾡﾡ 

の所有堤求の 大小との 円係は千行府係にある といえる, 

なお この胸係を図示すればォノクノみびオノ の2図のざとく 

ざある。
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オノの2図 口 ーレ>ス 曲 終 オ25表 林野ア ﾡ 専来別及京数

..ﾡ ペ 釆装農學教
ン

工 理 江 ﾡ 計 相

[ﾡx / \ u株 o～48 2「 ceo) 夕 ア 〜o) 万

" \\oPpポ て<p～o) 2 (so) (2) バ (co) す 7/
■ 7 \ Zco～2o) /o 2 (>ク "コ, (Pヴ)e 8o

"
// \\

どa3～o) ク 3 H>と — cwo) 4 e7
20 // \ 3

ノ
csの) / ceo) っ

• AA\
$o

0 ス2 224222co8c2ク+222 / (の) ユ (ce) 3 (保ケ

et o ノ2 叫 嘴 ク。 1

外に社寺有林バ メ2 イa あるのみそある。ま た林野利 用の形然と 

し てはﾡ系登ﾡにおける 従属 ﾡウとして自給 責材 の失給、ﾡ 計神 

助な どの 目的 一利 用されているが、ごらにこれと共にﾡﾡ的な日 

的。 そ のに利用 L て いる農家はﾡかにネられる 程及 ぞある。・か 

L 袋監するよう に革ﾡ泉業ﾡ代 から②き素、下ﾡ並びに自ほ用 

→ﾡ影材な どの採及をﾡじて の林野のの年ﾡ利用が林地の ク 2 -

wwgとさ り、アカマッ天 茶林の 低位生産性 となっ て林芝 o 生と 

力 が低く . 林特生産の ら 品 化 は坂 め て く なフている ・

最ﾡに所有林木野の移めにつ いて. 農地解枚ﾡの状ﾡをそ営件 

ﾡﾡア別に示也 ばオ 24表のごとくどある。まず入手についてみ

(注)の くう内はﾡﾡﾡ安全数を/ooとしに場合のIﾡ 
ﾡ*成比を示す。

次に林野の 所テ年 と 農 の専案、 系とのﾡ係を示 ば匆 ズー 

に示すごとく ざあって、林野2素所有ﾡ家字の 53 はﾡ業ﾡ系て 

あるが・ 3階Fにあい乙もす○%をらめ. ノ.ケ階アではダ0%と 

ﾡのﾡべにとして栄段条幸は高くなっているが、 全とL こも 

70%と 素業農家率は 高 <、各店/ とt s◇%以上となっそおり 

ずしも、林野所有 の有点並びにそみ大小と 段区 o 求栄との同 

杯は認められない。しかレ. 5. 4隔ア2みの結果からノ級的 

推論するならば. 林呼の所有ﾡ供が小さい程. はたﾡ所有ﾡ底ほ 

どオ=ﾡﾡ業農家が多くなっていると いえる とﾡう,

に林ﾡの 所有 と 家 の系話 ヒ o 内保 をみ る =・ 林野の ﾡ有 ﾡ 

家は全て 戦後② 今ほと入村レ え炭家ざあ る ・ ま た所有規様の 大 小 

ヒのﾡ係にっいてみば、 /ﾡアぞは4アのうち. 本ﾡと明治才 

ﾡの分ほが夫々ろア、/アとなり 、上ﾡ/程本阪ヒ明ﾡ、大正の 

今家が多く. 規模が小 さく なるに し たがって 分象 を出L た本家及 

び分級ごあってさらに分家を域した息家が多く々っている。

林呼はﾡ人ど私有ざあり、共有ヒレては明治中期に3に目る 

山今けの際不地L L 乙変されたぞの が部落有 とLZo& Aん、

オ26 経営地ﾡア別、林木ﾡ移功② 状ﾡ

段練数

・季季ャ・季 季零 ャ»義器やマ を業4 - * 番『*業幸者等 * - ﾡ希*義堂率率率 
入手した チ

** ・ 幸.-**幸 *-** * ・

L 三

親察攻 入手桜べ 
ノと当り西挙 入才うま 負収女 誘調 延

え 
工(/ケー20) 5ア (チカ ア 欣 20? ﾡ会で買う (4o) 2F んA 225 无却

匹(/0-*5) ノ / 292 ク (?, /3o ◇

m( Q5一/2) 3 (2e) と S7 ク (P 2 Q7? イ

W(Q3 ～の5 7 (22) z ・5テ ク ( / 450 ク

Vく 03下) 4 レワ) ノ //ク 一 ク

計_ o () 4 280 ©5) 4 厶" ク

(注) の(内は隊ア別般ﾡ数を/cクとLた場合の入手.子除 した森家李% を示 す。
ると 入手ﾡ家辛はI階デが4々%ざﾡを高く、次にZのラ% 

Iのラ3夕. の2?※となり はた入チﾡ族/アも ﾡﾡそは

がみ?2メ&.Zが2a72と念リ 部老ﾡの担い番としての 

中農/の農条に多くなっている。二の二とをﾡ業生ﾡとのﾡ建に 

おいてみるとさ 意本的高農業 &営によって ﾡ極的な帝品化 を は 

かり 林地大への部炊がみられるのてある. 次にチ離したﾡ家 

ボに おいては Iが ム6 で最をﾡくなっているが、 面表ぞはﾡち 

少なくなっている. z =ど. ﾡにアが/アる52 Aa- 、 Tが/ 

ア ざ バ ヲ。 拉 と大面ﾡを手のし マいるが、 の及表の場合はﾡ



み清区賞所のため昭和23年から公25年まぞに4回にわれたつ 

乙売却したものて Zの農族②場合モ同城の百ﾡのため昭和2ラ 

年/回に 亮却 したもの ぞあ って その他の 及験 にっいても 株ﾡは 

ﾡ時的支 に老 当するため に手んされ ているのざある.

その位、林野利用 の 変化 . 地目転ﾡな どに っ い てみれ ば. 畑地 

に転ﾡしてクバコの耕作等に利用したちのが7やあり、宅地ヒt 

z が/ ア ・ 林堂坂ヒ してが/アある。畑地 ヒ L て利用した求条をﾡ 

地そ常席八別ににみれば ﾡアが5アご圧倒的に多く I V商 

アに夫々/アと方つている。

矽 株呼の 自給的利用

ボ 公 において、林呼の 所有 はどう海っているかについて・ その 

所ﾡの状態. 利用の形継. そし て有地の移勃などから城よの商 

ア引に明らかにした。しかして、ここざは林野の自ﾡﾡ利用のザ 

従を農家のそ営地階ア引に 明らかにせん ヒするものざある。

・ ■亥―採承ヒ林典

及阪の採車 し株野と の肉係はオ27表に示す ざと < ざあるが、 

採ﾡ 盛 成率 ば 全体 で タ3※をとめ ニを そ営耕地階ア 別にみれ 

ばmに*ア アﾡアに2P非採軍殺察があるほかは、 殆メどみ炭 

家が株 を行っzいる。

オ27表 登首粋地階ア別草の採ﾡ量くノ方当 り 平均 )

ン
gこ。 ヶ有 地 叔所布地

漢安室 採取 品 林木 向 
及 基 s全 ﾡ取量

碗
エ Cメケ～Zの 5 ア Z /PP ヌ 2300 /Zク/ o? クメ 2 30ど

Z (4c ーメワ) ノノ /22 /260 sS 44 620 /es0
m (e5～の) /3 ク/ 20 3oo と/ 3ac / 320

m(&3 〜&夕 7 /02 2o -250 2ケ0 470

V(c3下) 4 2Z 一 一 2

す- 93 s90 4 /0 2 ダ52 /40
(注) 人の所有地か ら 保取ﾡは全乙林向祈卓のみてある。
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次に採ﾡ武についてみれば、 Iが/戸当り年向 23goﾡヒ 圧倒 

的に多くなっそいるが。 会体を通じ てみれ ば上用ア 程多 くなって 

いる。こ は林野よ り の ﾡがﾡﾡのﾡ料と してﾡBからみﾡが条 

寄2 ﾡ料と して利用されている 李がからを当然みﾡ果 と恩われる. 

しかしてこれ を保軍 o 場所別にみる ヒ 全休 と し て総採ﾡ番ラ2ce 

ﾡのラち. 林野 かラ ○杯ﾡ畳は ®2ラ2賃ざ的 so% を . 駐 

呼ハらのそれがみ%となる, 二 を林野利用状況調査結果にみ 

られる 山.林原野からの採ﾡの ウ エイ トラ2〜40%ヒ すれば依 

※として高いウエイトにあるといえる。 ニを ﾡア 別にみて を会 

く 同择の傾向 にあり、そ の差は認め れない。

= らに採ﾡ地の 所ﾡ ﾡ係をみるに 約す8※%にあたる2ラアは 

迫 今み紙老地の みから採革し ているが. 他の 工 営地の みからの採 

ﾡ殺ﾡは会くなく 55にあたる /ノの属家は自分と他くの 

経宮 地のスス方 か 採草 しz いる・ そ し て 他人の経営地 からの採率 

が会 乙 林野 からのみ行っ ている= とはﾡに注目 しなければならな 

い。 これをﾡ/別にみると Iヒ▼店アにあいてのみ自分のみそ営 

地のみから採ﾡ し て い るが 他の階ァ/二 あ、い て は発ん いみ点家が 

ﾡ他の双方から採ﾡL ている・ こノ こ 匕 は 1 階戸 ノニ あ、いて け 林 

呼の所行 を大さく採車登モ多い が採ﾡ場所モ 多< 所有 していると 

いう二 とぞあ り)、/ 方Vﾡアに おい ては 耕地の そ営規横が小さ 

< 従フ てﾡ肥の保料と tての ﾡのル受性モ少意い という ことに他 

ならない。

( かと・ この部ﾡにおいては水稲ﾡ産物としての滅、ﾡ設などが 

商ﾡ川ﾡク果料ヒ L 乙空元=れず向ﾡ的に はえ されるが、 

ﾡ ﾡ林件 ・家義のﾡ料 燃料さどとして失用 され ており、ﾡ肥の 

ﾡ料を主と L て山林ﾡ呼から②採率に依存し ているﾡ矢からみて 

: ・ 採ﾡ地 ヒ L ての林野利用の意残が未だ高いﾡ状にある といわ 

な ければな らない ・

/ 方杯車及験 シ7戸のう ちさ約57%にあたるヨ/アのX安は
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杯ぼ世のよ (ル要ﾡを許えている。 これをﾡ別にみると夫々と7 

% タ/%. c2%. ク/発 $2タとなり ﾡ地規模osf4 
前後の中 ﾡア に多くなフている。 た ﾡを所訴え て いながら探 

草し得をいﾡ由 についてみる と、労ク カみ不足 が最 ﾡ多く約57 

%を5め 次にメる場所がを いというの が約2o % となっている. 

符に後若にるモ のが上L た 中 階厂 の 麼家广多い.

上ﾡのように =の地ケにわける業生ﾡの章は大さな意味名 

ち ち ﾡに林ﾡか らのﾡ軍 ﾡ祀の原料を存 している ことに走 

目 しﾡけれ ばな らない。

(i) 遂ﾡの利用

落ﾡ採取農家ﾡは 夕の%2 ﾡよ り も利用ﾡ家の比条はかに低 

くなっていみが これをﾡア別にみると夫々./20メ, クノ% 

/e○タ・ s4%, &7夕と方り そ老規ﾡが小さとなるに従い利 

用ﾡ家のとﾡは&く なっている叔句がみられ る。なお、そ営 ﾡ 地 

ﾡア 別、採取地の 自 所有列採及農家率 並び に杯及 量に ついて示 

世ばォ2み表のざとくある。

ャ28表 そ営耕地階ア別溶系株京めﾡﾡ

\\み 

商八\\
白 乙 所有 山 株 他所有山林 採 取

総 ﾡ懲番 ポ 取ス 
ﾡ区条

え 
(タ〜20) ラ テ % 3/ o" 3パ

I(2 へ R /ノ 36 230 対 /52 30
ﾡ( Q夕～ノ2) ノ3 4 /eo c? ルク 240
ﾡく3～ ◇5) ク ク/ 4o 28 バノ5 /75
ア(43&以上 /ク o 2 s4 /o

計 4o 52 22 3 ノ3o 25o

東区/ア当リの採泉量は正が80ﾡど最も多く・ 次にIの ラタビ 

貴となってみり、ﾡﾡ八ざは2○貫とこれについぞいる。 =の 

落 紫株取ﾡ をタパコ耕作レのﾡﾡにおいてろると. タパコ耕作ﾡ 

ﾡﾡは 既 し たように、夫々 ・2% 27%, ラノ% ノ%- 

ノク&・となリ、ﾡ随厚が長ﾡ高くさっているが、 啓乗採取ﾡはエ 

階ア が最在多く、下I. I. ア. T 店居 oﾡヒなリ、ニの部ﾡ 

の呉催から し ては火ずしもﾡﾡ形式りの内ﾡにおいてき茶の利用 

及 が Kっ てくるとはいないよ うに思われる。

西みに落葉の僕 をみるに. ﾡん ど み,喪家 が燃料 に 利 用レてあ 

・). グバコ 耕作展まの/か燃料と建熱材料匕の併用であり,ﾡ肥 

②泉料にしている という製塚象 は使 かに/アあるにすゞない。=の 

ようなこと は各ﾡ/ 共通の 本情にある ・

しかるに今然予想さ る燃件消貴の 構地の変化は : 落ﾡの利用 

をか方りの程ﾡ変えてゆく おのヒ判断されるが. ﾡ 葉が 主ヒして 

服ﾡ用の ﾡ ヒ し て使用 されてい る 奉情か ら 考 えた場合に 必ずレ 

も 上述のような 判 断が 突現されて行くむのかどうかー・ そこに 

は燃#とし ての自合の有利性が 末だﾡほ に強く認めらているヒ 

恐うからぞある. また 採取している山林を所有別にみると. 全 

イ# ヒ し て 自分のそ老地のみからが 2 %、他くのそれみみからが

44%を占め 自分と他人の双方 から 採取 レ て いる具ﾡは使かに 

ノ%にすざない。従っ て . 他人 の そ営地か ら杯及 レてい る農条

が# 62%をちめている。まﾡ=れお位くの山 林か ら採及し 乙い 

ろ場合 . その ﾡん どの農あは無ﾡぞとっ て わり • 労分 を代偵し し 

て提し て採取し そいる買阪が/ 戸あるのみ ぞある .

un) ソダ、マ*・ 炭 等の 利 用

ﾡ家の燃料消貴の構成をみるし、主愛然としては、ッダ、マ 

※ が圧倒 的7r多< ・ 全体 ヒしz8アご95%をよめ、次rに 木ど 

が/ ア ・ ﾡ紫、お乗が/ となっている・ 従としての ※料には木 

ﾡ 芝紫.枯 葉な ど が圧倒 的に多く. ﾡ設 乗等を利用している 

炭区が2夕発 程度 ヒなっている・ ニれを農条のﾡF別にろても発 

くピ同伴の傾白にあり. ﾡア差はみヒめられない。

/ア当I 年向平均責ﾡはマ *220ポ、ンダ zo。 来、木炭
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う 方京程及 ぞある。しかし ・ マはさらにタバコ 作ﾡ暴に お い 

て ﾡ 業材料 と してのデ務用に/ア当 ・)F的2 o。 求を消撲して 

いる ? また木次はハイ ズミヒ杯さるそので、 本夫の条ﾡ梨炭法 

によるちのざな< いわば主にソダをﾡ用ヒしてのﾡ単な製法に 

よったものざ.殆んどﾡどと同ﾡのちのざある。 ニをﾡア別に 

みてを、上 ・ たタバ コ耕作度ほに お ける準務用 と L てx#の 委 

二そめれ、 店ア差は認のられない,

次にﾡ及量とそのﾡ取地有ﾡ係をみるに 自分のそ老地の 

みからるヨ給ぞさろ及味ノと アぞ 2%を5め や 半枚以上の 

具安は白分と 自位の双方から採京し、 他人の登老ﾡのみから採及 

していろﾡ家はかに4やに過ざない。 また製ﾡヒ L てのソダ 

マ*の購入具ﾡは▼店 の3アを除いてはタバコの 作ﾡ家 さ あ ) 

上佐の 3ア は 林野 照 所帝 農察 ど ある ・

他人 の そ老地か ら ○採取にあﾡっ ては相当する 受会 ( 主 a 白末 

2モって 支払 われているようざある を支払っているものがめ 

人の山林から 採及 レてい る農条全体の 72 % を5め 次に 山 o 係 ﾡ 

営那にあ及るから. その他のう法ぞ、u仕事のﾡわれﾡから年が 

夫々タ%, ク%・ 4%とふっている。

す ぞに前ばにかい てこ 小れよろ 二、 =の部落における広飛ﾡ 

林はかに23 A4 ②みご、%が牛ﾡ樹林がある ことからも 

判断されるように、ﾡﾡの自家 ﾡ料 o 合給には困 姫が あ・ た 

めに下車 ヒ ッグの年 的採及 は林地の 地力 維持上大芸なネック ピ 

意り、ニのこヒ が林丸の 低低位生産株を裕 来する要因となっている 

ものヒ恩われる。因みた石油コンロ、プロパンガ、ス等の近代的燃 

料の普及状ﾡをみるに. ら速コンロは4ア、プロパンガスは3ナ 

伏用し て いるにすざ ず未 だ広く 番& しzいない。かっ、 カマド 内 

苦の若及及を会り高くない②ざ、 押来=れらの者みによ?て、か 

な () の燃料消 貴ﾡ止の 変化が予殻 さるの ごはない だろう か。

びv) 自家用T染ﾡ諾資林の利用
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昭和2 ク年から 33年午まぞの 5ケ年向に自乙の山林から自坂用 

に木を伐ﾡしたﾡぶは野所有ﾡ塚アのクち、 チo%にﾡ 

し利用戻は必素的高いように思われる。これをﾡ、新求林別にみ 

ると ・ 用材のみが公ﾡア株 ノ7アのうちア ぞ/8%、ﾡ炭 林 の 

み が8 7、二ら ヌスﾡ名伐採 ・たも クがと戸ぞ 35% と 

さっている, =れを本野ﾡア列にみる と、/FP ル/% .2商/ 

テ6% 3商ア32. 4階Pッ%となって、 面積の大さい店 

ア程自ほ 用 伐 保農 家夺が 高く なっているようざある。まえ用材の 

みの依杯は2ﾡアにノア・ 5. 4階アざも夫々/ルとなってあり 

夕採件数にあいては夫々ケ件、 /件. /件ヒなり、ノ件当り筏提 

林びは夫々2ス ・ $ 、2w となり大さ方差はみられるい・ 

た ﾡ炭材みみの似採農ほﾡはノ がクチ%ざ展も多 く . ヌに々が

3 が22 火、 4が20%となり. /牛当り 3〜 ノィ 

ご鬼季的に夕裸と ていることに わい て はﾡア性はみられな い。ま 

た用材と 新次材の 双 方找探 L てい る脚家宰は/商アが2チ%るﾡ 

/ 多 い ほ か 、 各店ア とモ発くど差はみヒめられない。Lかと、 

/件当 り の☆採材ﾡにつ い てみれ ば、ﾡ炭材ぞは/ Tア が 2 w3 

ごメモ少なく 2店/ざは30ス ざ最も多く 3・ り階アにか 

いては その差はみとめられ念い。/方用林についてみればこﾡ 

アが約スケ3ざﾡも多く. 次に3店ア②2/α3 となっている。 

ヌみに販と と N み技探联率率 をみ木ば、 / ﾡアが7ケ% . 2 階 

アどダ7%, 3店アご20%となり. 4 5ﾡアにあいては会く 

みクれず、3 階尸 上の ﾡア にフいzのみ みれ ば上階戸程多 < る 

っていろ。

上のようなニとから していえることは、ﾡ炭林 にみあい ては各 

「八共 ノ件牛当り の次採林積は余I 変がなく、用材の彼採は上店 

アほ ど 利 用 及が商 くなっていると"える。 全体 ヒして自&用Lし 

zの依杯ヒ販ﾡ用 と し ての 山林の 利 用 を公採ﾡﾡ率ぞみた場合に 

打 家用 ヒ し N 利用 倒 合が 用 林オ . ﾡ攻材 共に高くなっている.
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( み依地 としてみ利用

衣牧地としての林野利用は殆んどなく 自み。所有原野に和牛

2 頭 永牧 している 及みが2ﾡアに/戸あるにすざない。

愛者み飼 表永 ﾡについてはﾡに前師/においてばべが 和キが 

まえるそのざま り 舎8々 奇が 一般的てあ る. これは採ﾡ地、原費 

がﾡめ て少く. かっ 部考入会林四をど がテ いこと、ごらに林向杯 

ﾡの肥のぽおヒして の貴ﾡ性点 どによるものざあると 恩われる。

以上 野が旧来ハらの 主る 利用形ﾡであっほぼ息上、生活上 

の 白総的利 用 の 段 について明らかにLた。しかし乙 こみﾡの 

株野利用形ﾡは受済の 及 と う に 林茶 争体み委清的利用形態に ﾡ 

移してゆく oと 今え ら る が、. 現在の緊肉 にわいて は. 部落に 

あける殆と どのポ永において ・ かな り 翌度の 易いみ 円あ法でずあ 

る とﾡわるのざある。

(5) 林ﾡ生産の企属段諾

前ばに おい て 野の 台 給6型用ク常造にっ いて 枚の店バ 列 

に乏祭し そこごはﾡ農上. 生活上の合総ﾡ利間が現ﾡﾡにかい 

< そか海 り直愛度み忠い利所う法である 乙ヒをﾡら かにし た。= 

= ぞは上のよう な林野の 自 総ダ利 用 o 段階 において、林 ※ 生産 

が ビの程及発段 して未ているか いわゆる ﾡ坂余の属医店を 

明らかにせん と するそのざある.

ﾡﾡ林業のﾡ受とは さうまごを方< 浜本王殺的発震で あり、「 

営ﾡとしては務品ル化ﾡ 生産ﾡﾡ農4を指ﾡヒしてはかるこヒ 

が出# 末る。()しえ がフ てニこざは 林業生産の ために ど だけの 

イ-Puと を林地に投入しているか、またどれだけの eut-Put 

を 林地 から出しているか、 その中向程に林業 独対 o Canなucご 

ある林業浜本と レての林木ﾡ積がどの「う に形成されそいるかの 

3 I面からみ乙ゅさたい と恩う ,

ま ず林木 地へ ②じ- Puてと しての 林、 入などの育林的諾 行 お
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についてみるに. 昭和2 ク年以ﾡ長匠5ケ年向に人工植求 Lた農 

女 は会体 ぞラアあるにすざ ずﾡ め て 少 ぞある・ この=とは既に 

明らかにしたよう に森株 のﾡくどがアカマツの天然株ぞあり ﾡ新 

は 天織 更新を行 っ てい るから に他なら ない。人 工植ﾡ 面承は全体 

ざ o んん ォ獲はシマ シなどのﾡ料木ぞ林地の 改郎を目的 

としたﾡ林ざある。 /方アウマッみ天ボ呉所をﾡ件レている農年 

はsアざその 面ﾡは納 45 メ ごある。 これら をﾡ条のそ営ﾡ地 

階ア別にみるヒ.人工植式験区率はIぞ^と%: I芦アでタタと 

なリ以下の階戸には会くるい。/ 方アカマッの 天然 票 新ﾡ特農 阪 

年は夫々4。%, sと%, 7%. ノ4%. とﾡﾡアはアﾡアに比 

して低くなってはいるが、全体な通 じて- 候に人工植税、天べ興 

新期谷農塚案共に上ﾡ/に行く に後つてあくさつている・ はた= 

れを林野時ア別にみるとオ2夕表に示すゴとくになり、林地ﾡF 

列 に 見 た 場合 ヒ河様の個句がみタれる。

ま たﾡ林に役入 これる労め量についてみるに. 労めは全く家ﾡ 

ヴ 内 ざ あ り ・ 符■に 天然買新にあたっ ての地橋さ等下 確神生 ○だめ 

。 労イは 投入 していないのぞ人工 ﾡ表ウィ について ②みマろと 各 

商ア と もﾡ救農/ア当り ヴ物 投下ﾡは2。へ前ﾡぞ大ﾡはない。 

ヨ れ な植救面ﾡ ◇./ «ユ当りについ てみれば/ ﾡアゼ 引へ 2 

ﾡア ざは /○人 ヒなり ユは/ ﾡ/の約2他のウかﾡを投入して 

い る。

下メ川、核打っるア 除水向の状育っための林評クチ入労物 

下衣を特に及業め との岡確から姿営耕地四/別 に示性ばォ

引2表のざとくざある。 倉 已川 山 に 手入 を行った 限 酸敬咸 五 階 

Fが&2%ぞﾡt多く. r m、ア盾ア ごは 79 % ﾡ後 とるり、 

アﾡアざは /7発 と少さくなっている・ ニの アﾡアの少ないのは 

林 昇 無 所有農験がアある ため ぞある・ ﾡ育のﾡ想列にみると下 

刈 が圧倒 かに多 く. 次に向:除衣っるロなどざある。 下刈は森 

有や数タグアのうち約ク8 %にあたる22 アの戦家が実ﾡし
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ャ2タ表 人 工ﾡ殺又び天然ﾡ新期待以区数びにその ﾡ積

人工 天 名 ------=で-*-=----4*-w

職原数
夏ン 

画 不
求 年数

五 ﾡ
摘 要

/(4-4 チ 

ス(2～ 力 

3ノ〜2
(Q3 ～ノ 

ケ (o.3以下> 

ム (S所有

ノ

?
/2

?

4
と

(so) , ア ・ c
22ク

レク办 5ア 

劭 2
c2) , 

(22) 2

元ん2フパ

ク"

クノど

Q25

く 工萩とン 
そ 回

上 / g
• n

計 クク P7ラ 633 732s c57
く注) < )内はく工柚栽並で'2然ﾡﾡ期ﾡ殺く%)ﾡ示ナ。

ヤ30衣 経営耕地階尸別林野チ入 のみ投下

パ 農«数
手入Lな

療家率
/や当リ 労 
ク投下 臣

針 茶ガす 
ノイ女リ下 兄
(納)

1 ﾡ
(詳み作手の粒ﾡ)

5 ル厂 2o^ ,干
• *番でャ ・ 季季澤 季*ィ季帝季番卒科季番季番季希 帝ギ卒ギ卒マペ マ • ­ • ' • • r
雪と下 マノコ月→5月

I (/o〜 <ダ // 62 20 (2ae 下*・前べ隣久ﾡﾡ少、,。

ﾡ(25 〜メ◇) /3 4? ダ 下.向 パ月～月

(o3～25) 7 / 20 下メ.内 ～月～2月

ア (Q3 以 下) /7 o (o.o/) -
下メ. 店 7月〜 7月

計 ダo 5 /8 "c4.3
) ②杯取労内は合主ない. ②昭和3ヨケ/12めの③く ルオレ戸当 ク年切的令級汨君 

ているが、二の部落にわける下メは林 野か ら②扱ﾡ ソグの堺取 

を蒸てありしもﾡ 斉の めの下刈ざはない ことに注惑しな け 

ればな ら方い。

ﾡ斉作栄をﾡ殺作業と司 じ <ﾡん ビ自 家労の 2あり、雇用労:； 

を入れて いるﾡほは 1 階戸 に/ア ご年向 2人 , ま た他く ウル を 入 

れているﾡ欧は工 階P たに/アぞ /2人入れているにすさない, 

/ ラ祭済ヴの 授入時期 をみるとﾡ 階ア 以上いわゆる中規 様ﾡ パ

以 上の及 ぞは /2 月かジ月にかけての農床期に行ってありﾡ 

業労物とのﾡ合を=けている配がうかがわれるが、T ▼ﾡF 
ごは7月からタタ 月にかけて 行っ ている.

ノア当 りの年回ﾡ有らﾡの入量は /。 へ 2o ヘ内外2あるが

業当くアカマッ)幼令級/イa 当りの投入品をさけると、I 
ご52人、 エざ23く、 孤ざノヌSく.アざ233人となってお 

り ほ入した及家卒の減を高いﾡﾡアが長も多<. にアﾡアざ 

工階アは最ををくなっている。 二れは/ア当み幼令級面積ヒ 

の岡係、迫ほめ物の置なビから断しきけれ ばな らないが、. 

ア店Pの以験に林求生産へ のﾡ極的なﾡﾡがゥ かがわ る。

上の こヒを そ営林野ﾡア 列にみれ ば、林野のみ 手入 したﾡ系炎 

は/が75※ . スが /o0%、 3が82% . 4がワ7% . 5が25 
%とケフて、2 店ア が派 モ多く、はた 入典赤 /戸当りの 労め投 

入量をみると夫々ノ7人、3。く. ノクく、 ノ2く、 3人となり 

2 ﾡアが最 t多くなっている。

チ ごに林呼所有の構ご明らかに したよ う に、本ﾡと #地の 所 

ﾡ は 平行肉係 にある と ころ から諾す れ ば、 上の 委 ﾡ林野階ア 

別にみたﾡﾡ 労物の授入状ﾡち 委営耕地ﾡ/列にみ た場合ヒ 路々 

同 様の A泡にある といえるり ぞは な い だろ ラ か。

次に上公のような林池への2一/u亡 に対して林地からのみな- 

Puオ 乙ついてみよう。林 地ハ ら タ タシてー/〃w と しては主ヒ して株 

水の枚保ぞある が 自家用の ためクの役押にっ い ては前ﾡ② 自給的 

利用のと 二ろ ぞ瞬ら かに し た② ざ、ここざ は販ﾡの た めの林木の 

俊 杯に つ い て」述べ る ・

昭和3年せぞの塁去ケケ年周における 林木阪売の 状況をるﾡ 

ﾡ/別に示ばオョラ/ 表に示すざと< ぞあり). Kﾡ度家数は 

I ﾡア ど2と% Iざョ6%、のざ 23 %となり、m. Tﾡア ざ 

会くみ れ a い。また全体と し て は22 % ざ販ﾡﾡ逐年は非常 

にほくなっているが、ﾡF 別 = は ﾡ営 規ボが 大さくなるにつれて
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オ 3/表 経宅耕地ﾡア別林木販売の状ﾡ

Z み
模家数

販売攻 イ 乙メ生/

階 戸\ あ 数 刑 材 ﾡ材 ロ

エ レタ〜20) ラ 72の5F クブ 用林は工木|
処か

c2～A5) / ・%)ク ノス — ノス / 米林は条
才えて知

m ce～/の) ノ3 ゆ 3 22 / 23 / して\分。
< は項た 
救名示

・
ア (ラ～ ②5) 7 一 — -
T(Qシ以下) 4 一 一 --

計 40 (ユ29 3ク

オョス表 至老林野階ア列林木ﾡ走のﾡ

一 93-

、 家 炎
販ﾡﾡほ/ア当り代や型

摘 登
用 材 赤ど林 計

(〜ど
2 (2～ 4

3 (～ヨ
4 (Q3～ノ)
s (23 以下) 
と (条が有)

ファ

7
/ク

と

Gz5;ナ 
(バ)二
(0) /

27
20

S

_ィ

/

・

"のア 
受ノ
$

ザ
/
/

7あ
c 内 は販ﾡ

め計 そ 7コラ o 2

高くなっている。 ら に枚ﾡの頻度に っ い てみ れ ば、ﾡ去5ケ年 

ﾡにI店アか2回、I ﾡ階アでノﾡとるり、 商品化の程度も25 
炎 い は 5年 にノ契と低くなっている。

沢 に販先及塚 /ア当 りの依保量についてス ば大ﾡ分用材 林の 

みざ、 I 階ア ぞ7み3、Iざノ2み.mて22ィJと な り 伐 

ﾡ方数とと同様I階/が圧倒的に多 くなっている.

メにこれ e林木阪売②状えを 委宅林野階ア別にみればオョス 淡 

に示すごとくざあって、 販記ﾡﾡ率は / が 75※、2 がケ7 % と 

はり耕地隔/列にみた場合と同様高媒階アほビ多く . 次にラ 

た場合と同様局規状ﾡアほど多く、 次に3階ア ざ2o % と少く た 

り、 /メ&以下の 壌細戸 ごは全くみられない。

販品 燥家/尸 当 り用材林の 我锹量にっ い てみれば/ ﾡア ざua 
ス、2ﾡ月ざ22w3 . 3昭アご5ウ3とをり/ﾡアが最 s 
くなっている。

商 品化のた めの採ﾡ度に ついて おﾡ様の こ と がい 麦る。

従って 二れらの 販売数量にみあ う現会収入 がﾡ験そ済の 所得 と 

し て25年念いし 5年 に / 度央現さて いるのぞあるが、二 ら 

の東条は3降バ以上にﾡする会休と ・ て的20%○救まにすざず 

ニオ以外の約 タ0% の 度安ほ 自友用材、ﾡ炭八木ヒしての伐探利 

m にヒどまり商品化を行って いない。

桜杯ﾡﾡは皆代法 ヒ 向に よ る 方法 ヒが路相卒し く ・ はた販売 

の方法は回林とﾡ林は 奈林と Lて行っているゲ、 容炎による 

e の は会て 木販が尚呂化の 法ずある ・

政後に販ﾡ代会の供途についてみスるに. 全体を通じて、「生活 

責神偽-」といラの が販ﾡ塚?アの う与4ク% ざ最モ 多く. 契に 

「新条改豊貨」 22 %. 「その他」 /タ とさっている。これを林 

対借戸別にみると、 /. 2時/ざは「生活責補合」が発んどざ3 
ﾡア ざ は「新築区党貴」が多 <なフている。二のような ﾡ売農& 

に かける販先の 目 的から し て、林業生産特に 用材生産•が農家経済 

に乗す役例の 一端がろ かがえる が、各ﾡアを通じ て林生産は飛 

ﾡLておら ず恵灰そ済にみける従ﾡ部バ とし乙 自給資材の供給と 

・ゥウェイトがかなり高く. かつこの傾向は下アになるにっれて 

演しム 3 階ア以上の 上アになるエフ て 正 針荷助. ル時的先着 

なウェイ トがまし乙いる。
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派後に 上の ごと さ林地に対する投入 と林地からみﾡ出の差ﾡ 

と と てﾡﾡ=れる林木ﾡﾡの構佐は どうなっているかについて明 

らかにしよう。

しかしニニざは確念杯木替 ﾡ について は 明 らかにレ ﾡる か つ 

た の で令ﾡ別 五ﾡを中ﾡにL て 分析 をめてゆくこととする。こ 

みニと は高々叙み おめるﾡ積が多いほど一般的には 二れ に比例 

し乙林木ﾡ税を多くなつている とﾡﾡ=れるわけで 従っ z 林か 

ﾡの 令役別 商福ﾡ酒がピラ なっているかえ明らかにするコ とに 

よって受 本構 を 階ア 別にみて レ戸 く ニ ヒにする。

林ﾡの現況 を 垄 ﾡ林野階/ 別2示 不 3 3 表の ごとと ごある。. 

オョ3表 経ﾡ林野ﾡア 別株呼の受況 (以/や当り平均)

ン 求原数 業 ﾡ ﾡ 茨 ス 書面事 ゲ林
- :◆

幼令& 中役 利用所. 
令役 計

今け
祥 年 名4 新リ/司 

1令経 計
// - ァ 雙夕 (フ>イイ 

の.と/ 笑交 (ダS --- % 
98

統 
2.07

左 一花 
2.07 - な 而 

タス?

2 (z4) 7 一 ダァ (ケ) 
ヘイ3 () 5 夕/ クク 一 の7 一 0o7

3 (/～ス> /o (s4) 0.58
(/s
クノム

(x) 2.33 ク P.ce ; 203 22? ooe

ダ (03～ノ) ? (4&)
C0 (aろ) coo) 52

■
oo? - cc7 一 Q0 cco

ダ (c3以下) 4 ・23) 22
(3&) 
2.26 (/) .07 c/cp) 

7 /eo ・ - 一 一 — ペ/7

4 ( 有) と 二 - - - ....
一

計 40 (シ2) P60 てブ <クフ>
クル

(/oo) 
2 ク oc5 2e/ 0.cE - ー ー

20 <5o

() O()内は針ﾡ樹の計を/クとした場合み令が別神止%を示す。
e 令み 区分は株ﾡぞは幼会級 I一I ・ 中令4&広～ ﾡ 刊用 可能令級アム上、.ベ 

名「に かい z は幼令級タ エ〜 、利用 可AE令名 匹以上とLた。
まず着林 は 全休 として名<、 る尚アと& アタe % ご契
りはない。 ぞ乙前迷しアたようと、 之、樹林は盤か&ダ)とナさ
、ﾡんどがァノマック系※林ぞめり. ケ林. 株ﾡ地京野きる 

おめて好かごあろ.

二 の 現ﾡ か して一般的に云いうるこヒは. 所有 メﾡ 2 a な 

ﾡヒし て令終構成/二変化 がみ られる。ナなわち、2 A&K上の所 

有者は和 用 可能令級の 面ﾡを多く有し ている向がみとめられる。 

ニを階ア別にみれば.:-

所有規ﾡ 2 ん 以上み/- そ階アざは幼令 殺の 面積は42 %内 

外 てあ るが利用 可T能令級の おめる面減はよ2文内 卜ご会体をじ 

て政モ多くなっている。 ごらに=②部きぞは、 か、るﾡアの農地 

面積もﾡくどの典撃が/イ4以上さ多く、 林木の商品化も多くそ 

済的にほ足し、かっ この部落における唯-の人工ﾡ表ずある肥料 

木尽どの林を行っ ている 階戸 ご抹央釜 幣 に対す オ肉 心 も高い。

所有ﾡ模 o5～0A&内外の3 4ふどの中店Fざは、幼令 

殺面積が ケ0%内外 ご会体を通じ て最も多くなっており、 従っ て 

利用可能令役の 5めるﾡ積は32名 程度ず最も少な <なっている。 

ごら忆度地面板ば タム へ/“ 4, 内外 ,. かつ・ タバコの林作農 

家も多く、ﾡ極的る以茶委営を行い. 生活 e 注 してい るﾡ家が 

多いが 林木のﾡ民化は殆んどスられずﾡ用林的性将が求く 株 

鮮に対する 旬 給的 利 問べは高くなつている。ま た林呼に対するﾡ 

有労めの授入量合 バ、 ユﾡアとﾡくど夜りはないが、 前堪した自 

総的利用震が 高い剛に、 ノ・2暗アにﾡレ て所有林野面ﾡがﾡ半 

み以下のの5〜/o& 内外ざあり. 従って幼令役のらめる宅合 

が多くなって いるのざある と 恩われる。

所有規根が 枣細な 23&2以下②5 ﾡアざは幼令面求は 23 
% 2 各Tア を価じてﾡを少なく、中 令設 上のちめる場合が多く 

はっている が、所有 面 積が ② 2 程及ざ 自 総合的利 用の面 ぞ林野 

賞ﾡな存在となっているが、しか とﾡﾡ的さ入れな ビさ行っ 

zいない。/方ﾡ去5ケ年向に自塚用伐採すらも会く行っていなと °
以 上 林地 に対する 投入 と 林ﾡか ら o 産出 ・ 忍び二れらの 差額 と 

レて の林業資里ヒ し て林分ﾡﾡの 3側面から 林業生産の構を 

か祈 し、その 社厩展店を みてさた②ざあるが、全休と し 乙林業生 

ﾡ o 商 ﾡ 化 はポめ て低 くなっ乙いるが、合総的利用ﾡは相当高< 

なってかり. /方授入としてのく工ﾡ林をﾡ少ざ、またﾡ有労物 

の 投入その ものモ下刈な どはず し も林業生産 ○ﾡ及 を目的とし
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たそのぞなくﾡﾡ 上の杯軍利 用にあるなど、 なt-Aur と cux- 

ペuての調和は とわ ず・ む しろ 自ﾡﾡ林呼利用の 面ぞ 8ue2-&uwg 

②ﾡにあ り: 林地解思化へ の亭向 がみ られ林地の 生産力 は 非常 

に低く方っている。しかしてこみﾡきにおるﾡﾡ林ﾡは、合給 

的にち 恐震 しそ未ていない が林業 生産 e 発険 してあらず、その 

及及商 を紙ﾡ氏のﾡ型図によ って菱明するならば Iから面の及 

ﾡにあるといえる。"なな. =つことにっいてざと<は「研 係 

ﾡとﾡﾡ方法」一杯米優冷研究テ、ﾡ林来ﾡは#ず/系 

/ケァ 耳 ク . ラー〜生み区せま。

) ﾡ原林ﾡのﾡ家そﾡにめける置

上公にわい て林業生産のみ展段階を 明ら かに し にが 、 ここざは 

林ボ部 内が残察委ﾡにどの稲賢のウェイ トをとめて いるかにつ い 

乙明月らかにしたい。従って 救駅がそ済芝を 丁るために 株 * = 対 

ナる資会、労やなどの て -Puオ がどれだけのウエイ トを お め て 

いるか・ ま た林業に よ る 今u才 -Puてが どれだ!のウエイ トを らめ 

こいるか、=ら と林木ﾡ積を合め た林炎浜本が王営資本の 中ざピ 

れだけとめているかﾡ 量ヒ共にﾡ的なウエイ トから、いわゆる 

消家の所得の 中ぞ どれだけのウ エイ トをちめているかについて開 

らかにせﾡ ばふ らないが: しかレ 前公 にみい て明らかにL っ 

に: 人工林を肥料木のﾡ教ﾡﾡがラアある程ﾡざみるべさもの 

がなく ・ はたポ斉労仲の搬入も全体を通じて/ア当り年向2。人 

程震 ぞあり、 ﾡ会、労やなどの レーク以; はさ しそとりあげる程の 

そ②ごはない。 /方 &uて--Puオ ニついてそﾡ総的利用を除い 

そば ﾡ民化②番及ち低く、かっ/、2階一 ②巣暴 に向 断的 にみられ 

るにすどるい。ﾡっててこざ ははそ 老 浜本、折舞•右 どにっいてむ明 

らかに尽 し得ないのぞ、単純/に段みのA産物と林産物の阪ﾡ収入 

とのとにあいてﾡﾡそ済にわける林所ﾡの おめるウェイ トを 

疑規的にみて ゆく そとにする。そこぞ、皮求にあける /年向の息 

ﾡ物販ﾡ額と林ﾡ物販売器との周係をそ営林呼階ア 別に 未也ドャ
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3 “ 表の ごとく ごあ る。

オう表求ﾡ物 と,林卜産物販売額との内係(既ﾡ 攻条ノナ身い平均)

(みち の典ﾡ物は用和う3年の販頼あろ。

> 農波数
農屋 物 阪 花 林ﾡ(*木ﾡだ 売 家

合 計
%

,盛安率 "ﾡﾡ優 殺よ案

1 / C ータ) 2 ア 交
ルク ユクタ

ク5% 子 
/

河 322 てみ

2 (2〜4) /oo 3 ケ7 2o -223 夕?

5 (/～タ) /o so /3S 2o 4 ノ 3
; " (0～ /) 78 ノ29 ノマ?

s (03 以下) ノ 75 /& ノと

e 35 /ク ノク4

② 林庫初の 闕 応額 ば 即知 33 年前 ・ 去5年向みべ採故置を販ﾡ年数て除 

しエノケ年の 平阪ﾡ校量とし. そに用林 では ②27ふ2(お)当り<ノ2○円 

赤城オオはん27Sの3当 り sse 円 ( 何れ モ 立木価格)をﾡどるﾡ計した。

ナなわち 殺保み年向駅額合計に対する林産ﾡ販売額の おめる 

あ合は/ﾡアでは約ノ3%、2階Pざ約/2タ、 3ﾡアざは約4 

%る4. よ ぞは会 <ない。

肥料木 力 植栽 も ど2行っ て林地の 改友の た め に式金を根入 し . 

隣ﾡ的々委ﾡ意枚がみられる バ 2 ﾡ戸 においてさ /o※内外ざ 

そほ どのウ エイ トはちめていない。すなわち 農家の阪売 

ル 入は各 ア 名盛じ て木作に よるをのが中ﾡざあり、zれ にタ バ 

コ 和牛の 生産年の販に よる夕入 が得の 大部かを 占めている 

○2ある。

上のよう なことからして、=②部落にあける供な林茶はﾡ条 

そ済にかける従ﾡ部分 として位置し、今体を通 じ て 自総資材の供 

鈴とL 乙の性格がかな り強く、所有規枚2 ペ&以 上の上ﾡア z& 

るにつて ・ そに加えて友計納』 ﾡ時的術著的な解刷ヌ納 

性格がみ られる といえるざあろう。



・ 上本年においてはﾡ察林業の突態を用らがにするために ﾡ

•東勿 果針績果み分析を通じて、ﾡづﾡ業生ﾡ②構をﾡ条のﾡ 

ア列に明ら かにし 次い で息衆を善 との 网運たおいて、故宗林業 

。 生ﾡﾡ堂を そ老耕地びにそ営林野階ア別に明らか に とたみ ざ 

ある。

オョﾡ 林地府意化の ﾡ因 と生ﾡ力恐段への今ﾡ

はしがき

オ2ﾡにおい て殺を階ア別に分け. そ ②経ﾡ的性格がどの •1 
う々そのごあるかについ て調 背察 の 乘計 結果の分折 を通 じ てえ索 

し・ ニれは炭家にあける ﾡ業経宅 と の ﾡ置 に お G 乙ﾡ家林業の 

灰釜 を明ら かに したちのぞみある。

レかL 乙、そこ ぞは林地②ﾡﾡ化て よ る 生ﾡ力 o 性の 向 ﾡ 

が ﾡﾡ されえ。

そこ2 本ﾡ にあいては、林地斉悪化の要因 を ﾡ洋生産 と o 商運に 

あおいて・ 林野利用のノ安的ﾡ橋並びに宮ﾡ的利用構ﾡのそ営るﾡ 

ﾡ分祈をﾡじて解ﾡし. ざらに生産力ﾡ長へのあ向として 

マッ 林の変業はどク あるべ会 かにつ いて方祭し. 二れ がﾡ#に つ 

いzの そ営そﾡ的かﾡを行フな。

オ/ﾡ アカマッ林地ﾡ題化の受因

/ 本利ﾡのﾡ火台9部ﾡ
( 本野所ﾡの沿ﾡ

林地済悪化の 要因 を 現 我の 林野利 用の矢か ら研明するあ た

乙. 先づ足央 的 に は林野 の 所有 はど◇よ うなﾡ1をたビ

て 林野の 利用はどのよラ に行わ れてさかについて明らかレ てラ 

よう・

一般にわか口における旧 ﾡ時代 o 村持地 . 仲町山②頬 は維新以 

未はげレ い変助にさら二え。意山村への 貧委才の没近 . 酸林 

産物②活品化、ﾡ業校術みﾡﾡ、ﾡ生地主制の発属ﾡ々のため 

攻業再生産における林ﾡの共同的所有み意義役割はﾡまり . ため
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にかよう 合所有が全体と し て解体の方向に向ったと いわれている。 

そ レ て林野み ﾡく分例み 税& な 林末、明治初期 に も託にみ夕れえ 

が、閉治引。 年代以降金国的に若 し い 規校ご行 したさの ざある 

が・ ニのﾡ落ぞはビウぞあったろラ か。-・ +地有の 史的研F宛

課 大 来ボネ化研 を 続 Pse 〜

明治22年 " 戸 の gr村ﾡ/ﾡ行市。青山 対の なは対み共有 と 

レ て ・ 総ア 数名 35ナク共同で利用されてい元。そ して明治22 

年。 町「神例 売行産 前 = おい て個人分 例 を行 つ=のざある。

さ z林野の個人分ﾡはどのよう 二L 乙行われたか について崩ら 

かに りよう。 む山久けにあ た っ て林呼名地形、率生具合えが地 

等によって=ﾡ級に区分した, いわゆる土地のﾡもよいヒ =ろ 

次に尺い士地 そのに区分し、 基本的にはア救ﾡだノア当りﾡ 

上地を22だん ・ 次に及い土 地を ◇ヶA計24ペ& とtだた。さ 

らにその他の残った初うについては、水申② 所有 ﾡ事 クノ ん 当 

りにつさ弊cc4 f& oel ご配うしcの ざある ・ = ら に式った 

印分に っい て は明治 引。 年に/ ア当り ◇2 Aえの例 ご政 し、 

だする部ﾡ 有林呼 ceAA はそのﾡりざあるといわれている。 

上のような呼み人分ﾡのﾡﾡからみて、二の部ﾡにおけ 

る皮区は明治後ﾡまずは 少なくともノ/当 り 0sた0以 上。 本 

弊を有して思ったが 昭和夕期のﾡ業忍ﾡたによって殿をみ生活 

川 西所 し 部落全体2 約ッテ®以 上にあたる 引3イA 余の林ﾡが当 時 

会徴 し をベ? て彫 っ た ﾡ町② S氏のと二ろに移勢したといわれz 

い為。しかし典地ﾡ救をメに でうに 滌安圣 符み 弟無 によ っ 一次 

才に部塔ﾡﾡの そ と に移動 している 個何がマ ラれる。こ ○銀向は 

# に そ老地 f& 程度の 町落における ﾡ担 い研勝ア み求&

a そ び 意終 が認 りらる.

) 林町利用製遥

山分け以前の林ﾡは共有と L て典区の共ﾡ利用み場ざあった。 

ア カマッはその pF代 においてそﾡ立していたが、 令り大さなその
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はな く、株野はﾡ氏がそ の 生計紙ﾡの ために ﾡとする 営農ﾡ材 

ぺ重ﾡ消長ﾡの供給のたに利用 して思った。するわお ・ 密年 

春 と 秋の2 回 共日 ごﾡを り 来数ぞもって 平 新 に分けて 負 版用燃 

料ヒし、 ノう車を刈って 肥の 承 ヒレておった。はたﾡ刈場は 

ラに 足め て居なかフえの ど自由にﾡ生のよ い 所を採してメ って居

ったo
二のような自 給的 P 用は山分け以後もﾡくど変りな < 明治末期 

ま さ行われたのぞある。

ニの部号ぞ 林産物 の商呂化 が最 にみられためは大正4年びある 

とされている。いま. 山分けをﾡ接行ったという 一長芝の語るヒ 

二ろによれば: 一「直ﾡ/ 天 ②アカマッダ 及歩の 立木を例 木に 

L て3ケ円でﾡったが・ 当ﾡは唇めに買チがみあたらなかったヒ 

いわ礼ている」。しかして、一般的に林産物の 商 品化 が行われる 

ようにかっなのは大正ノ2年頃ぞあり、 大正/5年には常にア 

カ マック代杯が座く に行われﾡﾡ化がなされだたよう どある。レか 

し 老/•ビは 野家用 燃料 と落ﾡ下 ﾡの採及 のﾡ続だアカ マッの 放 休 

ナるよゆうがなかフたニヒ /方 自然的衣件に超因 する生産カノ 

低 位性 ほどがあいあまフて、林野の 自 給的利 用にと ど ま り 

生産クﾡﾡ化への林ﾡ的利用は会りみられ々かった② ごある ・

上クよろ を林ﾡ利用 or 実的事ﾡから みて も林地ﾡﾡ化へ ② 

ﾡ田がう かがわる。

2 林呼の白給や利用神ﾡ

上に おい て 林ﾡ利 用 のr 実的 ﾡ情に つ い て今早し , そして 

林野から勿磬城. 下車. 自家燃料新の収奔的利用が林地への選直 

利用ヒなり 林地ﾡ ﾡ化へみ 一寝因 と等っていった事がうかがわ 

れ た ・

林野の利用構ﾡと林業生産のﾡ威段ﾡにつ い ては ャ2 ﾡにあい 

て考緊しん, そし zそ そ ぞは林ﾡがﾡﾡるにおける従働部内 ビ 

L て 自給資林の 咲給と い う ﾡ格がかな ﾡく、 上階アのﾡ叙に点 

るにフれ乙 計神助 ・ 眼 断的 側答 的 性格が終 め ラてるが、全体と 

L z 自給的林呼利用 が直 となり、林業ﾡ資本形成ゲハさ < 林楽 

生産の 活品化は向 断的 ずかフﾡめ てく なっ乙おり、林業生産の 

発威段ﾡをﾡ野氏の横型図によれI から 近 の度暦/ごあみ ことを 

明月ラ かに レ左。 しかるに二=ざモラノ戻、 農ﾡに み けナろ林野の 自 

給的 利 用 の構墟 を 採草 ・ 蒸隼. ソダ, マゃ. 炭ﾡの自&用燃、 

自家用達衆等諸資材、ﾡ牧地とLて利用年のケっの炎次から愛的す 

2 に

の) 農坂の採と林呼

ﾡ算農保字はタタタヒ大部分をあめ 年向採軍量のテ2%は株 

男から草ざあ り. ﾡﾡの原料を林野からのﾡﾡ に依存し 乙 お り ﾡ 

業 生産に 大なるﾡ受性生る そっている。また約87% にみぼる良象 

が採軍 ﾡの より必撃性を訴えていろ。

) 意季の利用

風g 用料、/部クバコ 耕作ﾡ家に みけるﾡ來材料 ヒ して 近要 

な乃慈味を まち ?0%0ﾡ区が移紫をﾡ及している。 ノア当リ 

の0年向平均ﾡﾡ置は約 2sc 頁ざﾡ貸資材 とtてより むレろ燃 

#と Lてのウエイト が高 い ・

) ソダ マ 炭等の利用

察の主髪燃料と してはッダ・ マキが足例的さ? ケ%のﾡなが 

利用している。年向ノア当 りみ 平均消ﾡ量 はソダ2ec来 、マさ 

22e 来 ・木炭5ﾡ程ﾡざ=ら にタベ コ耕作ﾡ坂におい z は終 

務用ヒL てのマ冬を/ P平均 2c0来をﾡ食して いる。 二れラ栄 

#の隣入燃役は林呼条所有ﾡほの ラち3アと タバ コ耕番牍茏の ろ 

ガ 4ア程度で、ﾡ と ど。 残条は 自己のu林と共 に他人の 山林かクら 

。 株取 ご自給していろ。しかし広 業ﾡ林 が少なく、 ﾡくどがアカ 

マ ッの針十ﾡﾡ林 どあるため 部逐全体をﾡ " て ﾡなの 自 家用料の 

自ﾡには困疑牲がある。

的 日察用築緒材の利用
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昭和 2 ? 年メ 降33年まぞろ5ケ年向に白己の山林から自察用 

に殿木を似探L たﾡ条は林野所有 残ほ 3 么户タ ラちﾡ午2% に空 

し利用支は地ﾡ納高い ・ 伐採農家にっ いて用. ﾡ以材別にみる と 

用材のみが/8メ ・ 新及材みみ み7%、ﾡ材とﾡ炭の双方 z徴 

ﾡしたをのが35夕と夕り. 新炭材 の 伐採:農 家 が多 <毎年5〜グ 

?1引タ杯 している. ﾡはみﾡ人 どの依ﾡ渋係が去 チケ年岡にノ 

回 程度ぞ俊採髪はス ～ タウ ぞある ・ 会体と して、自察用依採と . 

販ﾡ 用及保との肉係から山林の利用をみた場合 . 宮阪用 ヒ L zの 

利用が甲材、断求材共にそク®合は多くほっている。

(5 ﾡ牧地 ヒ しての利用

網条家 奇と しては和午が主なものざ、 全体を盛じてﾡんどのﾡ 

家 が/ ～2飼意 しているが、・ﾡ々奇が 一般的でﾡ依地とL て 

の林野利用はﾡ人 どみら す、自己 の所有原野を 披牧地 と L z利用 

り ている及ﾡがノ之あるのみざある。

以上りよ 5 に、ﾡ在の 段 ﾡに おい て はこの粒の 林野利 用形ﾡ が 

部験にかけるﾡん どの息季にわい て.かな り 究郷座の 高 い 利 用= 

法 ぞあると 恩われる ・ さらにこの ﾡク 利 用の 高い 事 /に加ロえ z 
自 然 的な 条件/こ起因 する林ﾡの公位 生産性が次オに 林地ﾡ選 . 

の 酹因 匕なり. -ﾡ二のうなことがまを ﾡ林共のそﾡ的ね 

及をﾡ唇しそいるモのと推察れるのぞある。

オ2ﾡ 林野ﾡﾡ化のﾡ因の分析

前節において • 失今林野み 利用を/史的にセ之、次に 林呼の 合 

給的 利用 構法の 現永 こ っいて芝家した。そL てそこぞ は 林 冷の 台 

絵的利 用 o かな り高い=と が明 らかにされた。

二のよう な林ﾡの利用形ﾡ2建要性が林地の ク/ールイ レ彳 と 

なり 二のこと が次ャ に 株地の病題思化 への接因となっているも。 

と方えられる。ぞある。とかして ・本ﾡざはﾡのな自給的株 

野利用 が*田の作殺験に よってどう姿り そみ結県と しその株 

今構にどろ現わているか、また林地のﾡﾡか»のﾡﾡ _ わ 

ゆる林地から桜坂ま ぞの艦距曜によ って・ ] 一求ほみ所有に民 

する林地であ っそモ 労物之 その他の諾 事情 によって 林野み 利用度 

は変って行くそのと 察さ. それが林分構に どの よう な差に 

をって 現われ ているかについて ・ 生産距ﾡヒ 林み構の 周ﾡなど 

○2契から. らに 株地ﾡﾡ化の ﾡ因について考察するそろ ざあ 

る。LかL 自然的糸件か ラみそれにっい ては、二こざ は右 ﾡす る。

/ 水田林作規ﾡからのﾡ保
殺業そ営の林呼依存は 大化交ﾡの発ﾡ.人ロ圧力、化学胆料 

。 裕及発に よって 現在ま ざにﾡﾡ却の怪を たどって二てい 

ること は明 らかを 事突 ざある。 レかしこク 部落に あ い て は現段階 

にわいてもまだかなりの依ﾡ度をちつているそとは、 すぞに前述 

しﾡざヒ c ざある。

しかみ に. 耕也 に 地力 維村 の ﾡ係において、耕地の 用 骸原肥料 

みはそク 土地. 気候 ・作物みﾡ奴鉱い ゼ與な石をみで あり 

いわ ゆ る* 田 求業地ﾡ ヒ A作度業地帯 とぞは. 有 桜質 ○額環ﾡ 

▽パ ラ ンス が異 な り. 従っ て奥フ た林呼依存験 を示す ものざある。 

林氏の神奈川ﾡにかける調査によると *稲作ざは、稲求次モミ 

ガラが燃やセﾡ材料その他 ヒ し て土地から 持ち 去られな い なら 

ば. それ自 体ぞ有核ﾡﾡ料余が不エナる 二とはないと試算してい 

る。すなわ ちオ3ケ 表に 未すざとくざある。

オ ヲタ規 作物別娃器の性蒸衣•グ消資力肉係(演用收肥復鼻灰勾

注 の 才奈栄林改点 管え力調l

作 認 地 区 肥材*Hつ8 
とた 1 な/先用量 ﾡの

&不足
肥ﾡ用 1

ギ 例」
* 生 ざ 8? --賀 + ク3ド c デ

水 ﾡ 大 沼 soさ
・- ------------" ------ -

ノ22 ナ /8 0 ク

..... ............中 井 ヨe0 /を +/ マ !

の 船日和う3年月 現在

② て新 ② 事 載③ﾡ用 林に 丁るﾡ
しかし この部ﾡにおい 乙稲ﾡは、 主と し乙和の飼ォ ﾡﾡ材料
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逐扱材#などに役用さ=・ またﾡ段はﾡ#と ・ て科女さ、唐廊 

紀 の原料と L て向様的に は えさるが ・ 直ﾡ的には林野か 

らのﾡﾡに依有し て いる現状ぞ. 水田地滞ざあり ﾡら有核肥料 

ﾡヒいての 林向 様ﾡのウェイ トは非常に高く なっている。

と かるに 二てがまた . * 田規ﾡ が大 さくなるほどそ の愛ほは高 

cなり ノヶ包ﾡ材#その他ヒしての有ﾡ物のそ 西外 へ の損 失 が 

大さくなる・ ニク肉ﾡは水田規ﾡが小さくるるにつてﾡ化し 

また 二の他中小規水の敷家ずはﾡ面の銅頭桜も 少なくなり 

れ乙よる有 核物 ②減耗は自然にﾡ止てなるこ と に念る.

上 ﾡの ざと そ有教物の内距は小そ常に有利にﾡ府するから . 株 

ﾡからの自 総的利 用 み 依度合 はくなっているもの とラえら れ 

々のざある。

zのよう なﾡ兵に えつて* 田耕作規状 によ って A ("武々 以 上) 

8(o5からん0ポ4)、 c< o5f4 > の=ﾡ型にﾡ劇を区分して 

いわゆろ 水田耕作規模 と株野列用、次に林ﾡ労授 下躍、そして 

ﾡ分構 との向係2ついて明らかにしたいと思う ・

() *田作規供と林呼利用ヒの向係 '

上ﾡレたﾡ型ざとに 林ﾡ利用 ヒの肉係を不せ ば才 34表。 と 

くになる ,

才36表 水甲ﾡ作規ﾡと林呼利用の腐係

く注) の立木伐ﾡﾡには包妖用、ﾡ売の合ﾡを示し、ﾡ売ﾡは 
く )内ぞ示し之-

Me ノア当リ立木 ィ株置
*向保算

ク
ナ ムmmO,

円 材 新 材
イ 不

ソダ マ さ

A(4f)
ア

//
以 

メ2
ての5ス 

ス ノ
マみテプ

2夕
て7)
炎2

くsク)ズ 
/427

・<ス
2&

ゆ求

22
() *

B(2S～の) /と 025 ての)
? /

(う) 
2/

(2z) cーク
558

«タ"
/3Z

c"o)
/ef

7oう

4s

c(a5fu /3 23ノ
て 一) 
/

て一う 
/

(一)

2
(-う

メ2
てsう
ユユス

( 30う
53

cz5)
ルノ

()
ルク

②ﾡ. 繁. ソダ. てのうち. 自己 の 修磐地以 タトから り 
株区受は. 内故Yし乙く 〕内乙示し・
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生づ/ア当リの 立木代採量 を みれば、用 才ざはA がスダィ3 ぞ 

ﾡを多く、次に らがクス となつている。断林にてはらが ノマ 

ご厩モ多く. 次に4み 3 となっているが・ これはらペ型に 

パ コ 排作ﾡ定 が夕 い ため ごある。 (タバ コ#作ﾡﾡ幸は A が/8% 
B3/%. CがS%之ある。このうちﾡ売しeののみついてみ 

ても 用林ぞはAにおいて/み ペ ざﾡそ多<、 ら ペ とﾡ 

りcざは全くみられ念い。 / ﾡﾡ林ざは全体 と L てﾡんどみら 

ず8に 催か に03ィ ②みビなっている.

次にてれら 工木の 伐採頃度に ついて み ば、A に おい て は 昭g和 

29年から ヌ3年まどﾡん ど毎年べ採し ており、 弓ざは ス5年、 

○ざは午年に 夫々 ノ回となっ乙いる。

このよう にﾡ母において ﾡ が大 さ い ﾡ原 ほど多くなってお 

り・ また伐ﾡ回収も多いなフている。しかし全体を通どて自依用 

の#保にヒどまり向認化はチケ 午向に Aざ/&ぶ、B ざは催かに 

みられるにざない。..

昭和 33年/ケ年向における/ア当り 平均林向採ﾡ量はA , s.
C夫々 /&2クメ.チケタ* 、2ユスメとなり、A が圧例 的に多く 

なっている。 これ をて田ﾡﾡ/ z 当りについzみるとAが クヌo 
ズ ・ B ダ25入 ・ C が 40 メとなリ Cはらよりそろくなってはい 

るが、Aヒcの 肉係か ら判断L てみれば水田况燧が大 さ い ほ ど林 

向裸ﾡ置は多く 意って いる4向にあると 参えられる。

ﾡ媒み株取ﾡは Aで2ノ&*. Bがハラ7*、 cざチタ*ヒなリ ・ 

水田規棋が大さくなるにつて採及量を多 く なっ 乙い る。ノケニ 

れ をﾡル地 o 所有 ﾡ係からみるヒ、他人の山林からの 探及量の @ 

合が 夫々33. 72%. &%ヒなりg が及 もろく. 来にcざ 

* 田規状が小 さくなるにっれてろく 毎 つている個 向が みらるが 

zれはタパ コ耕井作ﾡﾡ辛に内 L 乙みれば. タパ コ耕作敷ほの 多 

い綱型田 ど燃料 と して外にさらに ﾡ然 材料 と し ての塔葉の必要 

ﾡ が高 く なって いるためざあると 保 される。
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ﾡ後にソダ、 マの採取ﾡにっいてみるに、ンダの採及量は夫 

マ273家- /e夕来、と実となり今が段を多く、 次にと Bo 
順ヒなっている。 /ラマ キで は 大々 4、45束 ノoク来と さ 

リが滅も多く、次にc、 8②殿となっている。 式ﾡこれを人 

②山からの採及ﾡ合をみれば. ングざはらが36 %及も多。 

双にA の2/% cの2ク%となフている。 ノﾡマさごは夫々8 
%.クダ /弟となり Cが最さ須くなっている。

会体としてソダ・ マさの杯取量は引ととみみの対ルにおいてス 

れ ば、 & 団規模 の小さいCが大さい Bより そ多< きっているが, 

= れは核脳 ナる林かﾡ止にﾡ因 するそのずあって 9般型には店 ﾡ 

ﾡ株をﾡっ農安は会くテい。また マさの他くの山林から"採及 

型 cおいてと が最そ 多<なっている② 好株野魚所有版家が多い た 

めざある とﾡ察さる。

以上* 田 ② 耕作規ﾡ ヒ林呼利 用との商係を秒案したが. 水田規 

ﾡの大さい類ﾡにﾡする殺なほ ど林野の 自給的利用通は言く さっ 

乙いるz とが開らかになったと思う。

i) 水田ﾡ規状に林ﾡ労め授下ﾡ ・

二の部客における林呼み殆と ビが天然生アカ マッを主と と た針 

装ﾡびな ﾡﾡ「林は 会ざ 〜ケメ ざ催かにど突にす ざな いzには 

才2ﾡにあい て す に明らかにしたヒ ニろさある。

従って林業労やL しては下刈、フる々除俊、向役念どのﾡ育活 

ゆが主るるもの ぞ、人 工雄税に件うﾡ林労物念どはごく 催ク ざ あ 

る ・

そ n グ木田 排作 匏模 と林業労授下量 との保て 示ばオ ラ7
オ37表 水田作規楼と林業労や投下受との肉係

(才) /・ 85和3年/ケ名未すo

*824全 ・ナ当リ 平 
ウク 下 ﾡ

A <0&以上 ) /ノ 2 人 /o./
B (■クナ〜/、, ) み8 -2、ス

c (c5パ以下) 3 23 2
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表のごと くごある。 ﾡづ息ノや当りみ平均労ﾡ投下ﾡをみる 

とA が年向 /6、5ヘ と 圧倒 ゆに多< ・ 次に引e sS人 Cは天4人ヒ 

少念くをっている。 二れを業ﾡ幼令役(ノ〜令役)ﾡﾡの4 
当りについてみば夫々/ノ人 2ス.ユく. 232人となって、 cﾡ 
型にみいてﾡそ多く水田収ﾡが大きくほるにフて少るくなって 

いる。このこと は前定 の 牀野利 用度 と の内係ずみた場合、水田規 

ﾡの小さいが型にあする農 に るるにっれてﾡ ほ林洋 として2ﾡ 
函的件格への 方向性が現わ ていると ﾡ察 さるのざある。

a) * 四#作規状 と 休分構 との内係

上さ ざにおい て 水 田耕作契機 ヒ 林ﾡ利 用 がに林ﾡめ様下 

ﾡLの 内係 をﾡぬした。そL 乙そ そず は* 田 規塊が大 ミ く るに 

っれて林野の利用及は高くなっている二と. また/方、 合共ﾡ分 

令の ﾡﾡ当 り 労ゆ授下量は規ﾡが小 さくなる 程夕 <なっている 

ニルを明らかにした。

か Lそ、ここ ごは林野の 自給的利 用 を広ﾡのﾡか夕め 8utAt 
と冷え水れ、林地への林業労仲授下は林地への t-Put と呼ぶ 

ニヒが出求る。 その中向ﾡ理に林米独特のC"スえなんパどあるﾡﾡ資 

本 ﾡ成 ゲあるわけさ、二のような 林業的 ず足ヒ L ての 林分構 唯 

L * 田ﾡ作規求 との次係につい てﾡ らかにしたい と思 う ・ 

こて上公のﾡ係をﾡ也ばャ3S 表のごと くざある。

ャ 38表 水 出 耕作メ と 林か林 との係
----

ヽ
"\

幼8面表 
m 級)

中ぐるﾡル

<x^r )
利用打能 
今夕面秋

Z 以上)
當常
エ 22

雜鑑

( 以上)
紆

A(of&以上) //
餐)

/828
(/2)
J2

(3)
・45火

(/oe)
3クノ

(/2o)

245 1
-

</20) 
c5

るB(～A。 ) /と
<ク>
&.35

(
"3

(イ2う 
54

く /00)
ノヌ 52 —

(/oo)
c(o5Aaル /3

ヌ2& ノ30
イル) 
437

(/20)
73

(5)
②38 :

.... ・業イ*.諸マ季-番番で卒帝 
c 55)
②7
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先ﾡ掛の幼 今役 ﾡﾡの ちめる例合ぞみる とA紙型ざは タス 

・ 引さ 7%. cざは5ケ %ヒ な り 、 林呼の 利用度が高< 、Lか 

e 内幼授下量のﾡも 少忘 いAにおいて最も と。 例 合が高 くなって 

いるろ ヒに注逐し念ければならない。 中令役面桜どは反対にAが 

ﾡモ少々 くなっ乙いる。また利 用 可能合叙に あい ては夫々 . 5s 

発, Z夕, 夕0%となりCﾡ型にかいて展モ多くなつている. 

この乙 とは全体と し て水百ﾡの 大さいﾡ型に偏 ナる残家ほど抹 

※的番ﾡと レ ての Carイd ゲ小さくなっていると いえるざあろ 

う。 ・

次 にス ﾡﾡについ てみて モ B頬型にはないのざA L c との内! 

におい z クみ判断するならば、 茶ガ2 場合と全 く同祥の こ と が 

い之もと思う。

以 上*品林作ﾡﾡ と株ﾡの 利 用、労め投下丘 .そ し て林分ﾡ 

ﾡの肉係から林北ﾡ選化への要因に? いて参家してさた。・かL 

そ叔上の今案から、 水田 規模 が大 さ くなるにつれz林ﾡの利用庭 

はあくなり、ノﾡウゆの授入置は少るく々っているこYが朋 

にな り: このょう な席原が現奥/二利用 可ﾡ令役ﾡﾡの 例合が少な 

い林分構 ヒをって現わてでて いると 論される の乙ある。い 

わ ゆる水田幌ﾡの 大そいﾡ坂ほ ビ林野の 利 用 度は高 < 庁に ﾡ 

落ﾡ念どのﾡ年にわたるル年的採及が次オに林地のﾡ夏利用 と a 

りその 生産 名 低下 さ 出、林地ﾡ 最への愛因になっ乙いると考 

れらるみざある。

2、林地と生産距ﾡとの肉係からみ考察

一般に ﾡ業修定z おいては、耕地/ 枚当 りの 面ﾡの 大小 分 ﾡ 

・ さらに自宅からの距離などのそ宮地の情皮ヒ農業生雇力 と 

は密核をﾡ係があるといわれ乙いる。(注) 山村ﾡ塚の研変 

日本真業所シアﾡ次予◆. 九栽、※研究シりーズﾡ / 条 P* 

二のことは 一城的に いって、一 枚の 種ﾡ がな い ほ ど 業従新 を 高 

め. 所撃労力を節ﾡささる 系件 Y&り 労物の生産性は 高<ふる
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のと恩われる。ごラに今ﾡの度合. 自宅からの距ﾡ等についても. 

回様の=とがいえると恩う。

しかり て林地の生ﾡ距離の によって. 同 一A条の所有 する 

林野ぞあ ってもその利用度は民って末るさ のヒ思われるのどある.

二の部着にみける自給的利用と し ての林向採ﾡに受する常幼は 

ﾡ区の林業的ウ物 ヒしての下刈を ﾡ為 て行って いるのざﾡを大さ 

ほウェイ トをちめている。

しかるに 林呼か らの革刈りは発んどの炭ﾡにおい乙7月下ﾡか 

らク月上ﾡにかけて行っている。その 時ﾡ に は ず L をﾡﾡヒ 

は いえず、ﾡ業労物 と o ﾡ合がみられる ニルから、単刈 り は農 

に あけるﾡ業主従事若 (多くは主人 ヒその要) の朝仕手とL て 

行われ、また日字のﾡ刈り はﾡ業のﾡ助者と と てのそ人夫ﾡなど 

こよフ乙行わてているﾡにま ず注 目 し忘けれ ほ らをい。zの乙 

とはﾡ仕事と し ての作ﾡ時向の制約 ・ また 走 人夫婦 ヒ い うウやﾡ 

力の佳ﾡなどからレ てい距ゐ にある林地よ り も 自に活ユの林地 

にその利用がﾡﾡされ る 頌向 は一般的に は参之られるの ざは を い 

だろラか。二らにンダ・ マ、ﾡ乗の採取に/つを同様のzビ 

がﾡえらる。

とかして 上袋。 よ うな役受に立 っ てﾡまの所有する 個々 み株費 

について、 その 生ﾡ ﾡに よって、A ( $-o。 み以 下 )夕( so。 へ 

/0o2w). c C/ece以上)2三っ に区分 と. 林野の 生産距ﾡ 

によ る 類 理化 を 献み を . これらみ 類型径に林分ﾡの内係を 不 

オ 3ﾡの ざL< ざある。
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先づ針業#に つ い て令級記置つﾡ合をみる に 幼令役の 三める 

ﾡ合はA想型がチ6% さ最も多く、次に引。 44% co3s % 
のMとなっている。また利用可ﾡ ネ般 ②それ乙ついてみる ヒA共 

型ず40%,Bが26%,cがすo%となり、 ﾡそ 歴度にあ る 

c ﾡ犯に橘する 株地に最も多 <なっている。次にAぞら が長も 少 

なくなっているが Aヒcとの対とにおいて刑断するるらば. 前

―■よ う な傾向がうかがわれ もク ぞはない だろう か。------ また

業ﾡの /名ん当りの 雨につ い て みる と 夫々 . すo～3- sマパ 

とふり C頬型において最をﾡい著積バみられ、令級別

画積K置の ﾡI合と同様の4向が認のられる . たな 業樹にっ ・て 

はA類型にL かないみ ご対は出本ないがへﾡ部ﾡのﾡ合をスれ 

ボ 今紙 が7夕% と 圧ﾡ 的に高くなっている・ ﾡ野についてみて

モ 株的官宅から4E離。ところにあると い える ・

さら2この 関係 を全営林呼ﾡア別に兄た場合 いわゅる 株地の 

生産距座と 今おとの 内係名林野の月ﾡ様 渕地 し そみた場 

合 ﾡア別にど? ようになっそいるかにフいて示せ ばオ 442表の 

ロ< どある。

ナなわち ・ 幼令級面ﾡみ おめ る 割合は 自ﾡか らい 肥ﾡにある 

休地ほ ビあ < / 方利 用 可能令殺ク 占のる 積の 倒合は、 い距 

ﾡ/に める林地ほ ビ< ・ 距 にあ る 林地ほ どﾡくなつている二 

とは多 陽ア をﾡじて司様の 傾向が あ る。

以上地の 生艦距高 と林分構と2 岡係、 さらにこの 内係を林 

w の 所有ﾡﾡに よってビうなっている かに ついてうﾡしが . そ 

こざは農家の 自 ©か ら 林地への ﾡ随みﾡい ヒ=ろ ほと、 幼令綴 曲頂 

み ちめ る 割 合 が高 < な り、 え対に利用可能令 級面棋の 5めるﾡ合 

が低< 8 リ ﾡっ てﾡﾡに つい乙も 同様な事が明ら かになフな と

根う。

しかL 乙感灰み林地利 府が自 ハら距肉にある林地ほ ど 高 

2々っている。二れは農家のウ物力の件格、作業能空ﾡのﾡ係に
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に起因 ナるもみさあると考えられる。従って 上ﾡのよ うな株野利 

用及の差は林今構止における令級別ﾡ積幸の差 とっ て現わ 

ニみ ラ 有差が次オに林地ﾡ悪化への愛因 にるるヒ は産ちに結か 

づる争はどさないが、 2み-常と尽フている と云うことは云え 

るとうの 2ある。
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オラ算 林地生産力飛及へのう向

-脂-に アカ マッ林ﾡ栄のﾡ格について 

/.概認

前節zおいて 林地ﾡ悪化の要因についてﾡ経ﾡとのﾡに 

わ( て ・ 気 期利 用の不突的事並びに現状の分祈をじ て考案し 

た。 とかレて これまぞのアカマッ林に対する及いは一般に祖 

ﾡずあったたの、天然放進に よる 奥衍、泥交するな業けの自5用 

メx料と L 乙の採京によつてﾡ従林べﾡ成ニれ また落義下草なビ 

2保取ﾡ 林呼の収的利用 ﾡによ っ て.林地の生産力をﾡ 

とせ・ アカマッの弟純林よりﾡ恐へ. さらに透山へのコース 

をたどろのざあるヒ 芝え られる。

しかしタ 上2 よう意 以業経宮の林呼係ﾡはﾡ在の農業委老依ﾡﾡ 

ﾡの上にっての ことざ、押いかに経営えび投術が姫威するか 

二よ ってその々合はちがってく るちのをあること 、林ﾡ依存の 

ア央的委愛からそ権突さると ころざある。

とか 乙ﾡ段ﾡ ごのﾡ衣ﾡ林ﾡ利 所を改書し て林地の 産 カ名 

あめ 林業生産を発及させるにはどろ Lたらよいか。それにはﾡ 

米核術法に よ フ て林野依存から の税却、ﾡ減を はかるみ法と 

林ﾡ o 取扱 い利所の 合化 4-/に よ る 林業抜術的 方法のニっ が考 

えられる2あろっ .

レクる に農媒そ芝 と林野和 用 ヒの内保はﾡ地の地力ﾡﾡﾡ構を 

eぐっ て肥料 • 飼&ど. また歳家のが料消責のﾡをめぐって 

六ささ林 野依や灰 をも つている乙ヒについてはすぞに明 らかにレ 

たとそろ 2あるが、従っ て林地の 生産力発及の だめ 一 は、特に有 

教氏肥料の常源と t そ林向採草を ・ * 陥 副産物 ヒ してのﾡ高o合 

現納列用炎びに燃料消炎構岐の 改老念どにょ る塔素の林地への置 

えをど ﾡ肥県ボ脱却へ②歳業核が的政ﾡが要2 ある。しかしこ 

こは単に 上岐の とうな 向 懸英 の 提ﾡ 乙ヒどめておこう。

そこごこ ニどは林米校術的方法と してのアカ マッ株の業 を価 

じ て 林地 生度力の発衰方向につ い てﾡえて みたい。

しかして先づ 地 生ﾡ7のﾡ造についてﾡ単にﾡ奈し てみよう. 

一般に生ﾡ力という場合. そこにはﾡ々なる手柄によって ﾡ 

定とれるものであり, 生ﾡかの芝ﾡとは林米にﾡするﾡり土地生 

ﾡかにﾡされ. 長*におけるセく 土地生ﾡ7が労ﾡ生産力かとい 

うよう な 単一な対比 0 彫 で:〇っ て は 見われなかった, 

r生差力の主体ﾡ6ﾡ後はへﾡてあり. 人店労竹であり生愛かの 

ﾡ体的天救は自ﾡてあり天然ﾡ派である. 二れうばﾡ合されてﾡ 

めて生産と なるのであって, ¥ﾡて生ﾡ力とぶることは勿ﾡ不 

司能である。 生ﾡ7の信ﾡはこの生ﾡ力の主休面とき休面との結 

合の仕方て甲示されていると い う二とができ る →

注/ 一般に林Xにおいては. ﾡ及内林Xとﾡ取的林ﾡと呼ばれ 

るニっの部円に分けられる。 ﾡホ主表が林ﾡを最初にとらえたの 

は取的林束であった- しかして斉ﾡ的林業はどうして本主ﾡ 

を固乙完微てき なかった のか。

「生 盖 力の更的内容 について み•る に, ﾡ成的な業で生ﾡされた共 

木は. 甲らかにそれに投下された生産力の主休面と容体面のき合 

体であると云えよう. 終しここて注ﾡすべさニとは, 生ﾡ力に実 

ﾡ前な比並を占めて いろもの は 土世 弟 頒てあり ・ 番にゴッ ト > 

ベルセ>ﾡに表ﾡすれ ば―—時 -—の 交ﾡであろ。 生産义初の造林. 

千の労物役Fそ除いてば, 労のの生ﾡ性ば林木の及長る決定 

的に規こするに王らず, いわは補 助的な 役ﾡを持っに過ぎない。 

ここに土地の生ﾡか がはるかに高い意味を もって 高ぶ師口をﾡ制 

するﾡ味があるのである。 なおまたﾡ成町株業のうちて天然受 

新による林木育ﾡにあっては, 労ﾡの生産性は極めてかな部分 

を 占める にすぎない。」 .

注2, しかし一方. 経営が極めてﾡ校であリ・ 土地生産性が低位 

てある場合には, しかって. そのため Jニ疗立J の生産性が高あら 

てゥく 可ﾡ性がある. しかるに林ﾡの生ﾡ7の同ﾡを考える う 

えにも社会ﾡ済の発ﾡ段ﾡ及び辻会駒総資本の首ﾡな らびその配



分という二とを切り離してはならないと思うのである。 しかし. 

守系生ﾡの特殊権とし て/ 六業に長もﾡ受び生ﾡ手段ごあると 二 

ろ の 工 処が, 帯別互E戻いてばすの対ﾡてあるとﾡ野にﾡ術ま 

段てあるということてある。 本※労何手段としての土地はおる理 

この廷反2遂ヅためかと. 他の系引の労のす段とをﾡだとしで 

成立するひのてある。 しかして物な生ﾡス店において は土地生 

ﾡ と分竹生産7とは平行的な岡係そも→ てﾡ展す る可 ﾡ 生 が存 

とこいる・ っまり7竹生産7の 楽及 には 一ﾡの士地生ﾡかのま 

い さ がの受る 二とてある。-ﾡにはﾡの大ﾡﾡ営は小規預紙送 

*り序っているといわれている。 しかしこれにはﾡ本主ﾡ的な生 

&坂式と云う与件が愛てあり, ハっえた. 林求経営は本木的に 

ダ竹互枚てあるという前ﾡがめ受てある, そのﾡりに ラいては, 

系の生を7の#並と年営の 集約水とはa一の太社に支えらて 

いるともいえるのであろう。

株系の生ほ力発及の近径としては. どう しても土地改炎ﾡにみら 

れる初き彼ﾡした条約化の途を / は通らうわばならいいのでは乙 

いだろうか.

注/ ﾡﾡ部治看 燃メ生ﾡカのが港 林系経済xル寄邸和3A
・2全上 会上 A上

さ て ﾡ友経済の生度目標は所得の極大化に求められ,いわウる 

所得を出系るだけ多く して展家の生活 を安定向上とせること に クト 

なうない・ ニの目標は, 内師ﾡ瓦休としての林業生ﾡ部げむ審し 

く になわされているのである 。

しかL て二の部逐にみける意よが課す林火生産目府&紙野氏。 

験理と介霜を 引用して, より下部の目 ﾡは系の 中から明らかにナ 

る&らは. 「消費経済かうの目ﾡはチペ的目的のﾡﾡてあリ. ョ 

た生ﾡ経ﾡからの 目ﾡはKX生産部に従ﾡ L て ・衣用麻材並び 

に許材・ をﾡ下革の探政いどの生経ﾡ材を友な的に供給すべ く s 
ﾡづけられているのである。 (注)

(注) 戻本が柔す林ﾡ生産部/の回標の分ﾡについて, 詳し。
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はほ登停=・ 長旅状米の経済分析. 共X式験場報告新/。4 
号 P 剛l P2o z,22 を参照されたい.

しがしてこのような日的と林野の現ﾡをちえた最合. この部送 

の ﾡ友林米に おいて 必要と さ れる林X状ﾡの経済的性ﾡは林地の 

生溢かと逆さビて林太の撃位面波地 りの求長を塔加させまた. 

林地の滑意化&防い ご生産かのボ通を時上 L て林地#木をﾡﾡす 

ろなどの性氏をむった枝術. いわは米約化的 ﾡ技 無が公受と さ 

るてあろう。

このうなこの部芝のﾡ衣における長塚経済上のﾡ束をがっﾡ 

条 林* 状の経済的性ﾡとﾡ京&とり まく 目ﾡ的ﾡﾡ的生ﾡ諾条 

件とを合せ考局したときに, アカマッ スび広兼太の かみ合せによ 

ってその物 性 を活用 した 中株作 ※法を営み。 合・べ的公 業お経営 

のﾡﾡをっくるべきであろう. .

2,7カマツ中林作糸法のﾡ格 •.

従来7カマツ林のXにﾡする研究はあま りsく はみられなが 

ったが。 販近はﾡの灰威によって 多く の労作が明らかにされぞ 

いる, それらの中ご特に・ 井上田状氏の労作によa 「アカ3ッ中 
妹形作米法高問試験ﾡ告ぎ- ﾡ本ぜ林局. /9夕4年があけSを.

注 #上氏のア7カマツ中林形作米法についてはﾡﾡきを参照さ 

れたしo

しかL てこのようなアカマツ林の起末ﾡﾡがよいものてあると 

するロらば, 二れがこの部透にみけるﾡ条林業のﾡ衛目ﾡにかな 

ラや ので ある かとう か。---- アカマ ッ中林形作業法の性要をみ 

てみよう。

弟4/ るは#上氏の 中林形 フカマツ林のだ火について要約した 

りのである, さてこの資科をしとにして分ﾡを 進めて いこう.

ﾡ火/浜の教造を土芝面承当りにﾡ算して /<～当り / ヶ年の 

生た登( 下木としてのザツを合む主ﾡ伐合計)は ク.ユプとなり, 

ﾡF労のﾡは ○.?ん. 平均者衣 /2タペ となる.

上ﾡのよう な二とを士地のアカマッ林のﾡ米法ともﾡ校討する
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ﾡ式のみにっいて汗上氏のﾡ料を引用して比較し てみよう。
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ア ア マッ中林作ﾡ

ィ声 と0
地衣 ﾡし ﾡ 地春(ア/と) /o^
ﾡ所 マッん当2〜8万本

F"(ﾡﾡﾡ翌)マッスー3年生 6
数切ﾡ伐 ’ マッ 8 ー2キ生

・ &&*リと千～2 ラ 本 ク

向# /rox マッ/『一2クケ生

(千ス舌伐) L/スピ -&4当ッ Pc 〜/メoの才 7
(満系整理) Fネデッ 2〜3年生

向 仕(F 太き伐»/5ス3 マ ッZ7ー ケ生

面伐伉木占代)マッ 34～40生

L /タス <4 当 り メo〜っ2本 残

(赤ﾡE理) e
闽伐,下木旨伐 

上木下木ﾡ/L/タッ__________________

イ"5 ウルヌ

L 57 3 ケ/

ﾡ42長 アカマツ紀林と中林の牧殺域比ﾡ

「作そ型別 7 ク マッ紀林77 マッ中#

I ロ 四 1 ロ JD-
平な (cmo) 2g 24 2/ ソ 3o z6
平ﾡ村高 (2L) 28 2え /8 22 /? /8

; 主株木本な 470 5o クoo 3so oo 450

___ () J52 2o % ス6o 230 /?o--------

Lたしのである。 (注)

ﾡ«2衣は上氏の 
ﾡ生したた 島地方 ア 
ウマ 中杯攻ﾡ表と 
林野方 のﾡﾡし た中 
□内海む方アカマツ 
林攻積る と の 対北に 
おいてﾡﾡﾡを比

(注) 上由状若 アカマツ作X法応用試験報告者
熊本営林ﾡ /?夕8 P2/

す6わち 中林作米におけるアカマツの伐ﾡ本次はﾡ末のァカ 

マッ林のよ預表に比してかなり少くロり。 材平均ぶ長ﾡ長大 

河が, 攝 君 では タク〜 ク, 年平 均/ク年 とおり. 炎替では3o〜«2 
平平均3ケ年となる.。 そ こで60平におる主林木についてみる 

と累意区ﾡ系があらわれるとしている。 しかして. 二の表の平均 

約高が ら推足すると, 中林のIﾡ地がア7マツﾡ林次戒表のI千

に相送するので, これについて比ﾡすると主ネの 幹材ﾡに は

期材ﾡ__________________ 230 み 3__________________

(注)の 下木ﾡ伎のための労の受ば含まない.
② マッのﾡ材ﾡは上氏のﾡﾡした友』地方アカマッ 

中林坂ﾡ表と寺場氏の Bﾡ位をﾡ上の高係がらポ担 

し た.

資#がないのて, このﾡ水法が采して生産性が高く失約的な場 

てあろかとうかはﾡらかになし行ないが. これを. この部ﾡにお 

7 る 系 からのア7 マ ッ林ﾡ米Y比校判断する ロら ばﾡX内岩は 

より次継てあり, かっ生ﾡ性し高くなっており, / 方本の #X 
労ﾡ投入ﾡの面からの対においては多くなっている。 西に 

大ﾡはばいが・ 中林でほ本ﾡが少なく・ 平均ﾡ径の大きいことか 

匹められる。 しかL 中林ではこのﾡに多登の向代収ﾡと2〜3回 

の所炭材主炊ﾡがあるので 生底量の薄 から は中林形式に よるﾡ 

営が有ﾡであると考えられるの である。

以メ上ア7マッの中林形作茶法の性質について, 単に物ﾡ町兵 

のみによってきわめてﾡﾡ的にみてきたのであるが, 上の ﾡぶ 

のﾡり におい < は. 土地生産7塔加町に仰く 集 約化 的将産 反為 で 

あるといえよ ラ。

しかLて, アカマッの中林形作X法は, この 即落の 履 友林 策 の 

生産目標とﾡ渡L て 妥公本得目標にかなう合目的な米速であ 

るといえるてあろう。 しかし戻衣をとりまくﾡベ的紙済的ﾡ系件
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とを合世汚ﾡしたときに, 票し て合ﾡﾡなﾡﾡ法であるかどうか 

及次の経ﾡ的諾条件と 共によ り価衝的な絵の戦委性とﾡ京して 

いろ次先である。

新4師 ﾡﾡと今※の日呂点

系 後に 本字にちいて主とL てﾡべている諾ﾡについて愛約して 

おこう。

本ﾡに おいてに林地惑化の要西こ度におけら度ポ生ﾡとの 

ﾡ達に おいて・ 林S利用のﾡ夫的要情ピビに 5給的別用並の死 

求の分析と置じて考し, &条林米のﾡほ方宅としてのﾡネ林* 

の 波術 目 塚に っいて考来し. この目ﾡにかなう7カマツ林のﾡ業 

法と L て のアカマ ッ中林作米法みﾡ核について な討した。

ま す.

/. アカマッ 林対資ﾡ化。経営経ﾡ許要回に っいて»來L た.

7カマッ 林地が次先に 済ﾡ化 して生ﾡ力 がﾡ 下Lているのは.

どのよ うな受回にしと すいているのかについてﾡらかに しておく 

受がある。 二こては, 二れをラっの祝点からな討した。

(/) 林野の 利用が及安的にとのよ う に行われて きたかにっい 

てﾡ目する。

すロわろ, 本野の所有にど"ようなﾡ委をたとり, 休Fの 

利甲 ばとのよ う になされてき たかについて ﾡﾡ的ﾡﾡを考案 

する・ ニのことは, 林野の利用が共有の時代とL分けによっ 

て林野の私有化がなされた以后とでは, どのように行われて 

さたがにっいて, その足安的手済を考衆することによリ, # 

地孫ﾡ化の長因を明うかにするであろう ・

(/) っいで, ﾡ家における林野の百給的利用構造に系日する.

すなわろ 野の戻経済におサるﾡ業任営上の営氏ﾡ材 

ﾡﾡ消 ﾡ材の 供給とL ての目 給的 利用のﾡだはどう であるか 

にっいて, 渡家の探ﾡと林野. 落炎の利用. ッデ マキ, 以 

ﾡの利用, ・系用ﾡ案のﾡ資材の利用, 枚牧地としての和甲 

なとが, どうなさ』ていろいっいて考ﾡすることにより, 未 地溝
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恐化の 妥国を明らかに しうろ であろう。

(i) 最後に炊地春悪化の 妥 因について, 水田ﾡ作現ボとの郎 

係からはどうであるか, また林地の位・ いわゆるﾡ本の目 

一ﾡ有林野であっても。 地の生産距電とのﾡ係に※目する. 

すなわち。 水田のﾡ作抵ﾡによって林野の利用ばどう であ り. 

#野への労の役入長はどうか, ニのような耕作 ﾡ様に よる利 

用と労の及入受と。 ﾡ係ばﾡ分構池にとう ﾡわれ て いる か. 

また林地の生産距ﾡによっ て利用との緊翌において林分ﾡ造 

はどうロっているか2校まする ことたよ り. 林地来系化の 受 

因を介外析考衆し甲らかにがしうるてあろう。 ・ :*

ニニでは水田料作ﾡﾡによって質ﾡをA( o22 以上).

B ( o.5〜/e < ).C( Q5イa ・X下 )の三っに類型化し 

夫々の順ﾡ辱に林野の利用. 労物没入遷. その倍采として現 

われる林介料査について比ﾡ検討し. また林地の生産臣ﾡに 

ついてし, A ( 520 ?L以メ 下), B(ダee～ /oe。 2) C 
( /aee ス火上)の3ﾡ型にこし, 納述のよう公ﾡ係がロ- 

長案の所有する林野てあってし, その生煙臣ﾡによってはと 

うかにっ いて さ ら に 二 の関保を 経営林野店ア別に はどうかに 

ついてﾡ村し ・ 林地 解活化の受因を析しﾡらかにL たもの 

である・

以上のﾡ論とLて 農 太 能容 の 林野依存度 は 愛受ﾡにも現求に ち。 

いてもﾡく; その攻を的利用の系積はアカマッ ﾡ地 の生ﾡな5ﾡ :
させ, 単紀床から 痛 息林 への 林地港 思化 への 要 四 になっている

いのであると考えられる。 ・・:.・

米経営における石本ﾡﾡ料系の内ﾡ各ﾡﾡ造の改答と生活氏 

営による燃科消氏ﾡ並の伝ﾡﾡによって *野依有。 ﾡ交を町り 

ﾡ放ﾡ#野和 用にアカマッ林施糸の政答が生産力登及での受ﾡC" 
あろう と易えられる。

ついで
2, 林世生産力発辰への方高とじて アカマッ 林の 施ﾡはどうあ
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るべきがに?いて その茂ﾡの庄格にっいて考素した。

=二でにﾡづ, ﾡﾡ落てのﾡﾡ的林ﾡ利ﾡを汝ﾡして本芝の生 

産かを高め. #業生産そﾡ及さ#こくには. 辰*校ﾡ的方法によ 

ってみ好枝ぜからの 税部 . 桜ﾡそ計る方法と林ﾡの取ﾡいや利用 

の合菱化手による 林系校行的方法の二 っ がﾡえら ること &ﾡ示 

・た。 しかし, 二こでは良業ﾡﾡ的方法にフついては, 単にﾡK& 
*阪部へ のためのﾡﾡ点のﾡ示にと どめ林米波術的方法に い < 

考楽した・

そニて, 柔初に林米生ﾡ力の営査について考素し. 土地生産が 

とガの生 ﾡ7 との肉保について発來し, 生ﾡ7のﾡほにはその通 

程と し て«左L た業約た化のﾡを/ 友ばたどるべき てあろう と考え 

られるのてある。 次にﾡ家林ﾡの生ﾡ目保と向ﾡし て林ﾡの 受ポ 

を否慮したとき I二,二の引落における長家林ズ技行は, ﾡ地の生 

ﾡ7をﾡ進させて 株*の ¥位面球後りの攻ﾡﾡを増させ, また 

林地の 痛活化をﾡいで生ﾡ方のﾡ返を防上する などの性質き り っ 

た余約化ﾡ登ﾡ校ﾡが受である ことをﾡらかにした. ここでo 
ﾡﾡは次の 通り てある。

前迖の ような 長友林ﾡ 核衛の経おﾡﾡと渡ﾡをと りまく ・然 

的経済的生産発案件とを合わ性考ﾡ たときに. ア7マ ッのFポ 

作米注によって合目微的な米約経誉のﾡﾡをっく るべさであると 

※hれる.

そこてﾡす アカマツ 林ﾡ来の 上述のような目標にかうしの 

として上氏のアカマツ中林形作X法を引用し その任済的性莒 

について考來した・ しかしてニニての 検討の結ﾡは 学にﾡ長的計 

によるﾡﾡ的ﾡ討ではあろが, 二のりにおいては. アカマッ 

の 中 休形作*法は ニの割惑にみける 長本林承の 生ﾡ目係と肉型L 
てじ要な ﾡ友林米波術の 目杯にかなう 合目前な た*法て あると点 

われる。

以上本ﾡにおいては. アカマッの林せﾡ氏化の妥ﾡ並びに生ﾡ 

発厩への方ﾡと Lてのアカマツのﾡﾡについて述べてきた。
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てあるが。 多くのﾡにおいてより経ﾡﾡ分析& リ受とL て いる 

ことをﾡぶし 「アアマッ林定のﾡ営経済ﾡ急委」という復目 

が, はたしてその受当性をしっしのであるかどうかについて言乙 

○技師にぷれる次新である。

ﾡ後に所修綱ﾡせ項いた小で任ﾡ抑長. 経営氏長. 大内 

営回主長以メ下研究生各位びに資ﾡﾡ指番し てFさ った低 野茂宜, 

恐山波官, ス田技区の各位にﾡﾡなﾡ意を表する次ﾡてある.
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近郊農村における農 

家林の現状と 問題鬼 

(面部沿岸地域の調査報告)

一瀬野川影部落の場合-
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近知尾村に おけるﾡ条林の受と同ﾡ点

一: ( E.部沿岸光域の調を報告 ) 

一瀬野川町彩前落の場合一

新/ﾡ 課 S. .. 广 •

瀬P川町の可ﾡのある中野は. 国鉄ﾡ本城て 広多家がーらン 

「エリ」にﾡれば2っ目のﾡである。 な ・キ の中地にあるバスセ 

ィーからバスに業ばﾡ去師ﾡまては任か30分て到挙する。 ス部 

の-番ﾡ端の ﾡ本の左先ﾡる日に百何回と平が住き矢っ ていろ し 

受にﾡの道並2号線には西案一なﾡそ結ぶバス・ トラック 呼は紹之 

2立く通っていろ。 この工うに・ 報野川町も彩塔も,なPﾡにﾡ 

た, 交通王便の地外地てあるどいえる。 *田が, L林がある 

こころの务観は, 至極平凡"農料と妥ら"いが. 一旦ﾡ対の内部に 

入り. 長字ゃﾡ氏に接し. ス林内に足に踏み入れれば, そ 三 に は 統 

数村ヤムほ村と異ゴっ た.. 都市化の ﾡ々の彩響をみとめ る こ とがで 

2る,ﾡ介おく た長ﾡﾡがそこにﾡらっていろのEﾡして首を 

かLrたり. 電気をﾡ株やテレビをﾡ付てひとりてほほえんたてり 

こたわれわれだが,各回はﾡﾡやが人子供にかりて, ろくな 調 査 が 

し来チに困ったこともあった. 近 ﾡ村は一段長村とﾡって西査 

Eア式せるいろいろな要因をも っている・ こ の切の実ﾡを明うかに 

するまこに先ずﾡ賞や林弾の生ﾡ及び良浜にとって。 近初的系件と

どしものか. ということを ﾡ理しくおいて, 次て このような 現状 に 

/• っているのかという ニ と を明らかに したい と思う・

近郊的条件 は, 先プ系一に,長友。王営の装本的受夫てあるﾡ仲 

かに数ﾡする。ﾡ族労竹かのより有利び低の機会として. fくに 

工*やﾡ賞の地ﾡをもつという こ とは 盛求所得 の属成に, 賞所 

rのゥェイ トが音く ロろという 二 とこﾡﾡせしめる。 一成的にみ 

. ﾡ策からﾡ放労ﾡのﾡ分かが引き場うれる二とに2る2て 

あ る がら. 長Kの姫放化要西になろ・ ﾡ層別に見れド。 明らかにギ
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ﾡ層にと業ﾡ化にﾡむが. そても/イ 上の五°E地放として中 

大に入ろ形にふいても. 二 に てにかむりの素式表衣がある 二とがみ 

られろ. しかLスに. これらの中大そ営盾でにﾡ業ﾡ物攻き7の 

大きい笑打専ﾡ手ぎに及成しているﾡ合む多い・

ともあれ, 近1系件のFてに. ﾡ*化の同垂そとりﾡくごとはて 

こ. 式文のぢ去を抵賞たのの系件によってﾡ題し. ﾡ水所 

呼の大きさ と安ﾡとにﾡ係づﾡ型にすろ 二 とも班てあるが, そ 

nれとともに. ﾡ介成すがそ営のﾡ希的労のが(御えにそ並主スは受 

野びと)に』って担わているか. ﾡ助的ﾡ西的労なによって混 

われていろ か( 例えばﾡ女子や他とず定るれている2, 3 
といった相ﾡにエリ. ﾡ業化に対する長ﾡ。登応形ほをﾡ翌化して 

おく こともホ非ﾡにﾡ要てあるにろがいのい・

二のェうに. 夕的条件:受豪のﾡ営に面定た下さているﾡ旅 

労仲7モト評委汗に仕品こ亡る= とに工 り ・ そ営に労化ﾡ放化? ﾡ 

ﾡそ与えるニとになる、 二の拒放化王因に対して・ そ営びず本浅常 

のﾡ文化に工って対方するか. 作日安ちの姫端香に工って村方する 

ヶ, ﾡいばス, 労の在放化そのものがそ営集約夏の相放化と2って 

結ﾡすろかは。他 の条件 にもとず いて 決定•それる事柄である, -こ 

< ば な 字パそ»く めたﾡ条の ﾡ営に上まの ごとき作甲がとめら

るという 二 とそ指核するﾡけに止め工 う・

ﾡ二番回の近郊的条件は. ﾡ#業にとってﾡぁ送本的生ﾡ長天て 

ある土地に作用する. 所市の卜ﾡ的大に件う 長地 林地のエ 

ﾡせ化や住宅地に新のﾡ嗣てある。 とくに靴後物選い彫ﾡ王てた 

っているX京界の氏合. 种栄川,千葉. 埼手ﾡの諾ﾡて顕着にろョ 

わている ・

土地が都市のﾡ署に 工っ てﾡ卒のそぎから笑われる二 とば, 発- 

○案件であるテﾡ7がそ営から失われて行く場合』ッも. 一感交ェ 

地系件に支配さ耐てある、ﾡも中心に文的にﾡ地ヶﾡ返し 

て < 通程の多く を吾々 はこれらの地域て児て ・る・ 農地や地 

そ営から奪われて行く こと, ﾡﾡのそ営にいろいろ多面的に作用

ていろ・

(/ 全 営規模 の 痛少—— ただでこえ/ 戸当ﾡ面雇の族少であ 

るx公ごXに村して、ﾡ々並率そかけることになリ・ *の8
輩は大きい。

(2 ) そ必担紫の ﾡ化

例えばに坪当 り / 万円もする宅地低格に対す ろ ためにばﾡﾡ 

そぼ・委ﾡ. ﾡぶそ営琴5殊しﾡ央的そごの方同と出らし 

めるとともIに. ﾡに, 工からの稽ﾡ的し所ﾡのﾡぼを訴 

ﾡとしゅ. 日曜百性とか. 丘工悪よといっ目ﾡ*に転

tL»る。 すなち. 格項業均ﾡ*と社端し但坂ﾡ※とが団 

じ地域に同ﾡするという 録をE示さしめろ。

(3 ) 土地改気的な予ボへの判ﾡがそしく なる。

ェ に こセや H s 於 < して スさ。足透 し 

めめこ二ろはの諾 ﾡ々な都市計面の予琴や士地7 
ーカーのぷだ&どによって, 土地ﾡ物取引の対及となろ, 

そのﾡﾡﾡ安を L て . 他忙動的な地のﾡきにほ心そもたせ。 

土叱目体のﾡﾡの奇度化によ &土地姫益の呼という契ﾡ 

を 乏しく す ろ. したがって, 土地改ﾡ師る事ﾡ 林ﾡ的にば 

林▼業事ばかかる宅地化の霊性を もて も っ理かえ り う 

ハなく とるﾡ可をとめることげができろ・

予三の近H的系件作ばﾡ市のもとめるﾡ状生ﾡﾡの系要てある。 生 

ﾡ野菜や市なとの供給逆と Lて。 五知ﾡXのﾡﾡば従天から いわ
でいた=とてあろ. とくに商巡ﾡの低.※便やﾡ水現の表逸 

¥ら請人何#に ・ る孔牛←ﾡの 多頭羽ﾡ育なとが。 近切ﾡ業ﾡ営の 

お式としてあらわれている。 ニoェ うな傾同 ﾡﾡに走れば 土地 

～の目ﾡ的性区を無視して. そﾡ的ﾡ利社によっての*をか 

と展*経営にCってLう. 解述のﾡ生生ごゲその街ﾡてあり・ 規 

EEしっつなすをﾡ作する集約ﾡ東営いその昇な例と Lてェく引 

問されている・

その」うなﾡ端な形までにならはく ても, 一ﾡに奇品生産の比ﾡ
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はﾡく cり 立地の済的条件が生営き組織に及彩してく る・ したが 

って経送婚造の地性 - 意火生距の地帯形成 - にかなり緊落に 

あらわれてくろ. しかしびがら. 戦後のﾡ※枝術の発達は,新次こ 

のよラ ﾡ※ﾡ性の低い生ﾡ物をよ り ﾡﾡ地よ り 供給す ることを可 

紀ならしめ,五知国を大するとともに. 従系まての近ﾡ的有利 

をﾡいっ っあろﾡ同がとめられろ。

以上近ﾡﾡ条件を。 労のカ. 土地ごらびに生をﾡの3例面ヶらﾡ 

定し, それうによってﾡﾡされる長次経営の特色をﾡて系た・ と 

ころて. 上るのごときﾡ卒経営の近郊的ﾡﾡは同時に, その所度品 

である。 すなわち近部ﾡ來の経送をとり 5 < ・ ﾡ細化 ※化

女化. 峯化.を地化,ﾡ茶的ぶ落化. M 始的費.. 

化,碳械化, 登長化. 共ﾡ化等々のﾡﾡ向ば近却地域のﾡ休ﾡにﾡ 

極的に作用する か.消 ﾡ的 に作用するかの相湿ばにあっても. それそ 

れのほﾡ点を端的に衣示し たもの てあるというこ とがてきよ う ・

しから iば 二のx う な一紋的な 農 米空 営 を とッ ま< 近却的条件の 

下で. 評を町ばどのよう公ﾡ象をﾡ示L てハる rさ.ろ うか。 さうに立 

ち入って. ﾡをの林業ばどうだろうが・ 以下本地域のの笑態顔査の 

結ﾡを明らかにするのであるか. その場合. 上注の向ﾡ系によっ 

てﾡらかな, 番々の明らかにせんとする実態 一 本章の課題をﾡ的 

しておこう・

( / ) 近好的条件下の ﾡﾡ有林の所有, 利甲. 生経の概遊がと 

の工うな特買をしっているか。 すなわち, 近郊ﾡ村における 

長本有林のﾡ希は何か。

(2) 五部農村におけろﾡ衣有本の生ﾡを及用させる可権催が 

あるかどうか。 あるならば地何なるﾡﾡ型にそれを来めるこ 

とかできるか
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ﾡ2師 語査町と那落の秘要

I 順野川町のﾡ受

) ﾡ野川町は士島ﾡの五市師に位置し. 友重市の東方?べ の 

地点にある。 生五稿 5s.2/ 平方 人ロ空だは /72 人 で郡下では 

政低である. それは可内全面ﾡのうろ山林面ﾡが76,2%も互め。 

一方ﾡ併地は /2 にし か 速しない こと と 大きく 原 因してい る。 

ﾡ部をﾡて三方るﾡ高4o?以上の山岳でか二, そのFを 

スカ、 ら 総 皆川. 光から援 PI が流れ,瀬野 "とじり, 町の中末部 

w 貫流して, 後ﾡ受川を合し. な田ﾡに注いている・

本町は西評沿岸地域にﾡしていろため。 気象デー 7一6 マギ 

立勝地方ﾡ台の 発表の もの で, その主要でもの は既におげた. 

(ﾡ3一/な参 ﾡ) -町預ゴ川中学株でﾡ測したものによ って付 

とすば 気ﾡはな島ヤより平均Lて一ﾡ優く。雨星 も 若干 少く 

いっている. 地項は全休としてﾡ営岩のと二ろがダく。 全面求o 
z. 二れ花ぱ斑当タ, ﾡu縄底P%- 石英査岩7%, とな っ 

cis, 土性は田加共砂質抜士や返士。ところが多く一般にすく 

ているが. 秋落地ﾡや総性士ﾡ, 用水不足回事要改ﾡ射地が, 

/o% 以上に及んでいる・

昭和33年現在の選野町の人ロは/o.//9人で・ ﾡ述の亜り密 

ﾡは安業郡て最ほI. ヘ□動ﾡそみると・ 昭和/0年頂よりﾡぬ 

瀬式てはしてハたが. そのほ昭 25年 慣 才 で減少 し, その 

体がしっっ おる. ヌ社令的にはﾡ市へのﾡ出すかむり 目立っ てい 

ろ 短常 別 就業看の 構成状况 を みる と, 全体として全日平的 

1K相をしていて, 一ﾡ丈のウェィ ト高く. ﾡ村的8ﾡま 

※ / 表
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本 ET ま 英郡E 広e黑 全 回
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ﾡくLていろが. 本可のみにﾡって訪ﾡ的にれば, ﾡ和5ﾡに 

ﾡ/なﾡ業ヶ 73.2% てあったがら. ウエィ トは士近く下った二と 

になり・ 「ﾡ氏がﾡってﾡが者ゲ塔す-という受鉄を示してい、る 

なち, &業ご分別の策ﾡ。地位を回ﾡ調左の資によってみ 

, 新/次ﾡX従考者はﾡしとすべてが可内の言営*主むらびに 

そo本族で占められているが. 和2文及びﾡ3次ﾡ業吐ﾡるはﾡ 

町村(その大ギが雄あﾡ)へ就*するものがﾡんどで5る, と< 

に鉄巡向«・ 製ﾡ河ﾡの従が有が目立ってハる。

4) こういったﾡ向は. 所機茂にﾡしくあらわれている。 新町 

計面番に』る可ぎﾡの迷計によに, 町内生産所得ば均3 &円 

てあるのに対Lて, 町内介配所得に ス418円になリ, 2・3倍にﾡ 

していろが. 二の分配所行のうら, 町卜からの分配分が&/%も5 
め, そのﾡしと十べてがﾡ労所得をﾡ茂している・他にユるべき 

ﾡ*がない o で, 町内生産所解の 大ギ ゲﾡ業所得てある ・Lたが 

って町の絶済 は,町呼の士地利用によってしたらされる ﾡ業 と , 

町氏が町外に ﾡ務 することに』ってﾡ保するﾡ労所得ど によって 

支えられていそとてよIであろう。 ニニに近ﾡﾡ村の面目が明 

らうかにでている・

5) こ 二で町内の主ﾡﾡ*である凄業をﾡよう. ﾡ地は/% 

であろが *田辛は 7% てなり高い. ﾡ家は昭和33年で/440 
戸 てﾡせﾡの 7e% を占めている, すなちち. 町府の大部分の世# 

ゲﾡﾡであるという こ とがわかろ・ ﾡ安の う ち専業展交とい われ 

ろもの は催か/% = す さす . 大半く4。%)が, ﾡ災る従とするﾡ 

二ﾡﾡ※属交てあろ. すなりち. 兼策の比车が 著しく 高く,裏案 

は農。 主要公慰ﾡから厩落しっつある。 メ各家起内には必す/ 

人み至2人のﾡ労着がいる. とく に女 戦微 の 平父点ﾡの滋ル停商 

にばﾡ若"ものがある. 水田の平ﾡ規様は/友, 畑ば o.6及 で共に 

ﾡ平均よりかなり小さく. 3&末添のﾡﾡﾡ灰屈が"«おめて 

いろ。ﾡ家の林所有非常にﾡ細で, /F当平均う4及にすご 

ない. 非山林所有ﾡは全ﾡﾡの35% でかなりのﾡ交がるもっ
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ていろことになろが ヌ及未者の所有者層が 全所高反京の炎パ 

正くも5めているﾡ状である. 三方がにﾡまいる当可と ・は 

以上の女値は一兄布受に意られるが. 町有林や回石なべ夕く 

有 村ゲ 57 しかないからてある。

ﾡ地が族少なだけそ のI用はフルにされ 2 モ作田は呉平 内 

c比〜て , 3%高い. 畑 は 国家用好菜 が多 く, 部市高の生針!"
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の 作付 はない・ 近ブドー同の ポﾡが行わ れ・ 注目さている* 

他, 近神ﾡ村と 同じく. 田畑ば宅地化しっっある。 それと共にL 
畑の 生後 力 の 低い ところ では. 耕作を放ﾡして杉. ﾡっおが行わ 

れている ・ ヌ商易な耕地の改賞もちさなりにされる傾向がﾡい・ 

これらは工 丁 工 す居葉を 副業 化 とゼ, 午ﾡえろだけの米のあれ 

よいといった傾同のあらわれであろう.

作付作物は殆んど全部が自系消賃用の食在生たて, 米・ 表ﾡ 

ﾡ殺. 学ﾡ, 野楽税力・主要な も のである, 友当収度受はﾡ平均 

的水準に ある。 午は2 ○アに/ 氏. 役店牛に2アに/ Fて, 大 

本をのﾡ※ﾡ家率は初して低く, 尿近の傾向として は. 山ギやﾡ 

○頭ﾡ区が新塔 しっっあろ. 今のところやぞはまだ/クアに/ﾡ 

ﾡは/F/のヨ内にすきない. これほ, 今後意業の機ﾡ化に伴 

い家をで劇首し すいかかる 甲 小家畜 に 変化 す そ = と がチ督さ 

る・#地の 規横がﾡ少 ており ﾡ業 が酬※化 Lて いるため, ﾡ桜化 

はそれほどんではいないが, 函系下平均的なと二ろにあると 

うれる・

6 ) 文に林*にっいてﾡ半にのべると, 当地は縦戦叶のル水きで, 

大さな災客をこうむったﾡ係て, 造林に対するUが深い・町み 

の森式の林相をみると, 業材林 s4%, な末林林2?%. 一 成 

地その忙 /7%となっ ていろ。 針ﾡ樹にけはあか王 つ林ゲ大半て, 

官行造林に杉, ﾡのみられる. / く2 当りの平均 ぎﾡは//4 石でこ 

わめてい。 "てはは地の高ﾡ刊用と治治本のﾡ果をﾡらって. 

昭和引3字/。 月, 東北パ ルと 条下で初め ての 分収法ﾡを 契約した. 

一ﾡの歳ﾡ林は受郷で, 外区してカり。 且林述ゲなすさて, 経 

済竹利用 に は支ﾡがあ a , 伐塚受も 任少 て, 多 < はバル プ材と し 

て 仕 旨 け てい る ・

ク) エ*. 商求そっ他とLて町内にほみ る-べ きものはない・ エ場 

.数/o, その従女河枚がすべて,3。人にﾡたびいしスﾡﾡも大 

半がなふ市に吸い上げらhて. 平ﾡ公小ﾡ集 が全請 て2o昇<- ら い 

5ろにすきるい. 最近工ﾡ致のﾡるがみられる.

ロ a査部落のﾡﾡ生ﾡの秘ﾡ

画. 査 部ﾡに旧ﾡ村にあり. 畑ﾡ川の右就に位ﾡする小米塔 

である- 最5。買鉄契 てある安ﾡ中野ヨて均2よ・ 玄島市へ は 直 

様バスが通じ: 約J。分てﾡする. 東及びﾡの方向に平地がひら 

け. gKまてﾡ業落の水百になっている. 曲及がた は 山地で, 

Lと平との問に住名が市北にﾡっている。ﾡﾡﾡ4?・ 内非彦 

*が9アスる。 卜長来にﾡ地は初論山林も所本任営し ていい・ 

二らはゞら動看の«族て, 集系には工場. 荷花等は/軒もな 

ハ・ •• ..

系林※生ﾡの差太的む上地, 所有様造について長初にﾡめよ 

う. 賞落の総ﾡ家4。アをﾡ地とは地の所有をﾡ係ブT"☆ら 

こ分L て相表を作京すそと次の 通りである ・

群地, 山 は。ﾡ有ﾡ図表

一 ・

・

o
ラ 交メ 下 3x～ 

5天 5x～
/0及 /ox～ ケX

什-乙交 2ox
以 上

ー ー
し」

3x メ F /0 4 2 z/

5 - / 交
/oX 以メ上 / 7

/
3
3

// /
/3

6計
L_-----------

// 4 . 8 ダ / 2 4o

；_____ !

地の所有かられば, / えん 以メ上のﾡﾡに す ろ ものは /ア 

ない. よリﾡ体的にハえ。 源ﾡのﾡ地所有看は ?,2及である。 

ﾡ低は/ 林メ内というの が2アもあ り・ ニ れうはﾡと ど無所ヨに 

近い. ﾡは右炎計率左部のﾡ定によるﾡﾡを本素落にサてにめ 

ば, 更に7アが 意ぶ ていくなり. ﾡ交ア区は3ラア(ﾡPﾡは- 

りタア)にるってしまう. ここでは一応若干でも土地をﾡ作し て 

いるもの をすべてﾡ烈として取り あけた。 系/ P当平均2,P及 

というﾡ細さ で前の町平均よ り も さらに小 こい。
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( 注) ﾡ計詞玉ﾡて用いていろ ﾡﾡに土地焼権でいえば, 本 

○ごとき舌市地方てに5ﾡメ上のものて* っていそ, そのだ 

土地をﾡ作してい"いﾡ來むかびり評都に規定して いるが. 

ニニてにﾡほがないのてﾡ話する。 吾々の報告の他の評分で 

は技計ﾡ査部ていう 準を多くﾡ府している・

文に山林をみ工う. まづ・ 4。fﾡﾡの中て山林を全くもってい 

ないむのか//Pある。 林所有長女革に72・5%となる. 系部 

○旅有者てすら2町歩ていど 受ﾡは5ﾡ歩となっている. ほ女 

/P当り2,』えて. 二れも本落な零ﾡさてある・相Wﾡによる 

と・ しﾡのﾡ有を麻いてみれば,科地を3〜5ス。 山林を3及 

下所有L ている浸女クナ ( /8% ) &耕地を3及以下てム 

永も3及メ下のﾡ有者が4ﾡ( /5)ご"なりの東中を示して 

いる・ ・

尚二 の研にに的4町歩の評落有林がある。 長家ばここから☆ 

#をとるものが多い.

3 ) スに本族の力のﾡボをみよう ・ / P当りの求ﾡんﾡは47 
人 /人女旅ヶら?人交族ま て分布しでいろが このような大本族は/Pだ 

けrであろ・ 長業主後手ﾡるると・ 男だが主に従Fしている点 

株が。 /アにボして女だ"が従覇していろ家族/タアもあり,B 
"は秀女が共に従専L て いるこ と ヒなろ • 二のニとから女チ(ま 

とt て主幅)労仿たよ ろほ*経営がか"り 一桜的ておる二とが 

える・ ニれをうらづるものとして・ 安族の搭をみると, ﾡ株 

ﾡの誰かが素茶に出ているﾡ安は33 Pて&2%にﾡし, ﾡんど 

のﾡ安が炎事L て いることげ知られる。 さらに内容をみれ一安 

○うち, /人だﾡ業に出ている 本株 が/よア. 2くている次 

彼ヶ?テ・ 3人以上とアとなり. 長あ4への浸林K外ﾡ*ぶ炭 

買とかケえている本旅しある。 農 本* 卜従*のﾡ瓶をみるとまが 

Eヌ・ 救買・ 医評ぎ長履的事務的ﾡ仲に従事する不ﾡ買が圧9的 

にろく, メ7 人(N9 戸)で盘林策外就業 接求の 56% に 連して 

いる。他ば率ﾡ経ぎ4人(4F). 内転・ 災仕はF2人(2ﾡ)と 

なっている. その他忙ﾡ給ﾡ金. その忙財ﾡ坂人のあるﾡ本3アと 

っている. ニのように見てくると。 殆んとのﾡ本突定した戻業 

外の仕事に必いて"ることがわかる・ 主な 勤務先 は 日木製餌, 東 

洋工*. 鉄・ 兵方 なとてある・

次に度米介のﾡ*看のﾡ族内の地そみれば. せ#主スは長男 

が動き に 出て いる 家旅, 28Pて圧ﾡ的に多い。 すcわち二o 
うび搭砕的本族ﾡが殆んと外でﾡ労しているところに. 研長村 

とLての本ﾡ落の特性かみうれる. 二の点 さきに基べたように 

ﾡのかが李らる型として, これがあるように見られるのてある.

この 乂 うに 当 ﾡ落はﾡ株X営 と し < ○ﾡ本的な生ﾡ手段て 

ある土地が停少"上に. 土地に結びつけらる労7がきちめて少 

いという二とがてき。 結論として, 選林業ﾡぎてもって生活を支 

えているﾡ家が少いということにﾡる. 因に・ 毛々の個別評を 

系のﾡ計によ, ﾡ茶項家と冬えたも。が。戸中ﾡかラアに 

すさす, しかもそのうち2アミてもが,旅旅人買が/名スは2名 

の小F株て他忙に※業にてることがてさないﾡ族ﾡのﾡ成と してい 

る. 又残された平京ﾡ交は. 封地面系ダ7反, 林3,7友, 氏付

ﾡ業ﾡ安の う ろﾡ求が主であるﾡﾡのﾡぎ基

ﾡ旅人 要 地 面 順 は野面ﾡ
4:? ス 3? ス 長ﾡ x月長女,三*,

6 3.7 o 長 yダ 3,3 o 主 人
6 3, / e 受 秀

3 3,0 o.5 主・人,次 女.
3 2,9 /7 三 女

/3 4 浜 秀,要.
5 ケT 7 長女・次女.
3 ノ5.7 =
5 22 3ヲ 長 寺,
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地ん2えを しっ中層以上の頁ﾡて次ﾡ買が夕 ^ てある。 せ帝主ク 

年令,家族蝎 成 か らみ<ﾡ業介式業にてうれのいﾡ古にないし。 

ヌとくにﾡ林ﾡに 寒的経ぎそ 前してい るとも見られない. えわ 

ばﾡ外放女がら取り 残さ たﾡ*とみろべきてあろう。

意女がまたろ ず※てあると否えたものは4。Pの桜女のうち/。 

アを占めている.彼すは全体としてﾡﾡ買り多く, 軽営面再も集 

落平均より大まいものが多い・ ﾡ林ﾡが王てある切係上姫せ主が 

茶※に従事する良安は少いが, それでも2ア存任し, 営。送幹 

刀てある浜秀までふくめると全体て7アにし・ ニのﾡ味かう・ 

渡ﾡが主だであると答えにﾡﾡにか公り軽いものと見て おかに 

な らない。

s) 林地については後で詳しく見る二とにして, 二こてﾡ地の所 

有ﾡ造についてﾡ認してお二う, 科地として経ぎしている地目は, 

*田と 地 て. 河地 は番至沼だけて: 采書ﾡ, 牧革地等は全くﾡ 

営していない. *田を経芝する受よ4。ア中34ア ﾡを経数す 

る授ﾡも34P, 活方を経送しているﾡ坂32角となっている. 

*Eの/ア当経営超ﾡ2.4及,ﾡは○5及となっていそ・ 当地て 

に所有ﾡ様=経き規ﾡとみられ, 貸付 地 の ある 長本は全休て? 戸 

/3件で, 田のﾡ付7ア/Pサ/3及. ﾡ○食付4戸/ア当o" 
えとなっている. 介外に老光の貸付の2ア。 /アきり4。坪位ある.

農地 毎放 による影響をみる と, 8放したﾡ安は5P・ 7件ちり 

その面ﾡは田4ス畑の,4スとなっている。 理 に 解放を 受けた 感 家 

は// 戸ノタ 件 で 困 /e.4え g/.7及て, 余り大きな影野があった 

よラにはみられない, ﾡ放した取ﾡもﾡ放をうけた恵ﾡもとくに 

規ﾡが大さいとか地主乃てるった.というﾡ戻てはく。 ダ 

係 や 兼 策 関 係 から,たまたま 小作 に 出して いた もの や, 小をL 
て いたものがﾡﾡ した といっ たケ ースが多い・

ﾡ地ﾡ枚後の長並氏Yをみると, か • って 農地解放よリ も、動 

があり. 経営耕地, 立したﾡﾡPア. //件で田/2,7及,畑 

o.友, ﾡ少したﾡよ/ユア/ヌて田/クPス. ﾡ○4及と2 
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っている。ﾡとして 減少の ﾡ本. 及 び面 預 か多 い が. これはﾡ 

x ﾡ家経遂の ※逆 こ意味していそうである・ 増加○五由とて 

はすべて入れによるものて, そのﾡ機までは不ﾡであるが 逆 

mL たﾡﾡはﾡ地の経営規の中位以上のもの が比ﾡ的ﾡ い。ニ 

のことは滅したﾡ友についても云交えることで. 総じて, 派地っ 

ﾡ跡はず地経芝況求の中位以上のものに. 鉄的多くとめられ 

るが, とり分け平※別こ分ににﾡ係に&い。 ※少翌由としては- 

売加(/2アの内3ア)外に 小作地のﾡかん(/2アア3ア). 

他人に年付(/スァ中zP), (/スア中3ア)交様(/2 
ア中/ア) がある。

6)その化の経送手段についてﾡ半にのベよう. 建物は/广皆組在 

呼針で"o坪て, 音通ほ 住家 と 納屋, 各なをもっもの"多い, 桂 

次は殆んどがてﾡになって おリ ・ ﾡは42 アのうちか4テに 

すさない。 ヌ平本が多く. 2ﾡﾡに/2アかり てあ る- 比監的

折し«建った求が'多く,

昭和の戦係 は 建築した 家 7F
昭和の 戦 に " /4 戸

大正時代 ・ 7ァ

明治及び不町 /zア

となっている。 とく にギ数のﾡ衣が昭和になってからば彦を新緊 

している平ﾡは注gして おく 公委ヶあろう ・

役牛をﾡ育しているﾡﾡ8ア・ 牛/ア, 野3アてそれそれ/ 

づっﾡ有している, 牛馬を共戸でﾡ育している長ﾡ4テある.

中家転としてはギ, 千。毎育長京。ア, 隊のﾡ育ﾡ京はない- 

科をﾡ育していろもの37ア, 免 4 戸である, ﾡのろ数召負ﾡま 

Kはいない. 環高が35ﾡであろ。ﾡ2/4羽ﾡ育しているﾡぶ 

が/アﾡ任している。 ﾡ委辰区は/戸も存在しない。

ﾡ文求ﾡのﾡへ求ﾡに, 町一ﾡの*洋からみて ・ かなり おく れ 

ていろ段ﾡにあろとﾡられろ。 部落でかなり一般的に所持して 

いろ機村は. 脱般ﾡ( 所有ﾡﾡ2 /ア)モーター(/&戸)ﾡﾡ
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お(4ア) 程度 て,その は みるべるもの がない・

7 )文に長ダ生ﾡの状ﾡを法べよう ・ #地面積に対し ・ *田面ﾡは 

P4%を占めているし有利む煙作物にめぐまれていないのて, 当 

集ﾡの主要作物は木ﾡでろるといえろ・ 水回2毛作の可能なと 

ころがかなりいか. 主として力かう, 環実に=毛作田と 

Lて利印されているの はギ分 にすぎない. 水稲の 外 ( 作付ﾡ友 

34 P )作付られている作ﾡで販ﾡされているものほ 小英 

(夕P)番委(23ア)ぢ諾(/』ア)る忘. (23F)大ロ・ 

( / 3ア)なとてあとに 言友用野系に グっていろ・ *そ阪売す 

る 寢家 は庫 か/ sテて. 家ﾡ人 飛とのぱ係もあるから, 阪売ﾡ択 

の科作ﾡ標一定し ないが. 水町面ﾡが2一3友になれ。 若干 

のﾡ來が阪死し, ゲ～ダ及になば,大部分の長來ケ阪ﾡしてい 

ろ。 阪ﾡ受は/アﾡの.4石内介のﾡ小半位から Pﾡ位のりのま 
て分ﾡしているが ユ～3石といったﾡ放のものが 多い・ そo 
忙の 作地の 販売新 殆んど記述するほどのことはない・ 友対 に 尻 

次でありながら. 米の配ﾡをうTているﾡ家が/2アもあり, 内 

/ Zァ月ﾡ全受記ﾡ本が&アに遷している ・

ﾡ※生ﾡのために他人をﾡ用したり. 手伝人を豚とだり ・てい 

ろﾡ表は/アあリ, その大部分ば笑落府のﾡ択の人をﾡ用Lて 

いる。 /テ炎りの正人更は〜6人から. ﾡﾡ7。人内外まであ 

るが2。〜3o Aが子い .

P )以上ぎ部落のﾡ家によって営れるﾡ米生ﾡを江ﾡ活村の崎空 

とのぱﾡによってﾡすれば. 都市へのサカ が"吸 引 される タイプ 

として位づけられ, こに対ﾡする折しいﾡ米からのﾡ方はﾡた 

生れていないように兄られろ。 すなわち。 労のﾡ的的なをゃ作物 

の尊入 ち工びﾡﾡぼ人にる 経営 適応 が殆ん どできて ならす. 阍別 

経ﾡにラけさ ﾡ※っ地位の 相的 下一主金偏里の 品ﾡﾡ化→ﾡ 

袋生屋の停而, 土地利甲の ﾡ校化となって あらわれて い る。 ﾡ落 み 

の経営規概の 全体と し ての 琴々化が, ニの 一殿的ﾡ同に ﾡ点す ろ m 
アすら派生せしめ ず. そ のﾡではﾡ分化。 傾ﾡはっかめ びい状
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ﾡにある。 番々は以下ゅﾡよ林太のﾡ態をﾡするRﾡにみいて. 

上fのごとき近ﾡ長の型として本業落の長式をとらえてあく

要がある ・

第引部 ﾡ本に ちけ る林ﾡ所有のﾡ

ﾡﾡに所有の 現況か らはじめよ う ・ 当地のよう に研市近で 

一般的に土せが人口に対して鉄少であるようび所においても。山 

林所有項家 は 全盛安の 過半訳 である 73% そ 占めてい ◇こ と は・ 

ﾡ来に おける 林野所有 の番通性 - 即ち- ﾡ家にうける 株野所ﾡ 

—— 利 用ほ理。 一 般性 -- g物語 っている。

(注) 二のﾡ査では5 ﾡメ 下 の ﾡ地経営者 も長來とし< いる が 

若し統計ﾡ査部の二とどくﾡﾡを規ﾡすれば. 整業送っL林所

有ﾡﾡ卒 はP2%になリ ﾡﾡ林ﾡは 手とんどすべてのﾡ本

ﾡ距となる・

山林所有ﾡﾡにっいて, 総体的にBめると 「山L対ちは耕地祥ち 

と いった「両者 の 相 間々係はみ とめ られるが, . に 見 

そlナI. かなリの例外がられる。 8えば, 当ﾡきで死/

をの山林所有ﾡ(といっても もﾡか2 町歩 にすぎないが) てろろ戻 

*は。 ﾡ地- 坂様. 順位から#て, 第23位になっているし # 

地の発一番目の所有者はなの緊/ ○番目になっているといった 

ﾡてある。 しかしそれでも, 林専3スメ上を所有している残ホ 

/ケアについて耕地の 所有順位 をると,/oア が"#地の /5ﾡ
内の形なになっていることから大稚ﾡにﾡ述の相げばみとめ て 

当ﾡ ﾡで/町歩以上の山持ちは3ア・xいよう に思、われる

5次～/ 町の 階層 が 3
3～5友層が?ア (3 
っていろ。 林F所有 と

友蛭済に石ゆる地位の

ア, それぞれ/の,タんゲっ&ちめている・ 

/*) 3ス未ﾡﾡが/クP(『Z ) と公 

して は 非常 に 率 細 で, #地ェリ以上に. 度

軽 さ がて せられる。 そ 二で林野所有の順位

にﾡの状ﾡをな らべてろ と 山をもって と の大小によ
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って. 永Xのﾡﾡや. ﾡﾡ者の不旅内。地位がﾡんど友らい二 

とてある. ﾡいて見にﾡ野の3〜5及において, 農主 

のものが子くみられるようだが 二れ林野よ リもﾡ地や, 本族 

ﾡ政に大き く 珍響されていろﾡ果であろう .

2) xにﾡ有林ﾡの析及をユよう. 日本の私有林呼は・ 法ほ的 

所ﾡのﾡ位Tある ぞ の 政ヶ沢u おり, 旦ﾡ所的に分数しているの 

が特長である。 ヌ受来林賞においては. ﾡ事のﾡWそぬって, 小 

盲積*位てﾡ林施ﾡが行われろ場合が多いから. その 「取級峯位 

コはを々ﾡ分化されている。 今香々のﾡ査によるﾡ林取役単位な 

をると, 次表の通りてある。 集落内の所有ﾡﾡの林会体 

て// 3.ス, 7, 25しかないのに40の単位に介かれて力り 

一単位# ルタ友闘となって いる。山林2友以下の所右ﾡは住か一 

つのﾡ坂単位株分=Tし かも っ て いむいが. そ れ以上にいると. 

火～7のﾡ位なをもっ二とになる.

春林 ば 巢落のすぐ哀山 が 大部分であるが,他町村や. 町六の他 

栄弟に所ﾡし ているものが3ア かりある・ 共有をが2Fあるこ 

とも述して方かなば公らぬが. *分なと共有の事ﾡは不明でお 

る・ 近在の山林は大部分は未松林で. 紀林をﾡするもの, 下ホに 

☆支樹を人れた中林受そなすの 3たはﾡ交林を形放してもの 

著催多てあるが, 紙林型のものか氏も多い工うてちる。 今, 主な 

封度に」',, こをして,所有者Wに針な別所有ど況そみると 

針案助林をもって いる農家 27P 

な*#林をもっていろ長* /3ア

とロリり・ んどの山#所有ﾡ本は針業営をもっている。 な*樹林 

をいっている長來は比ﾡ的ﾡ有面ﾡの大きいものに多い し ス位 

手の多く はな百勘林を併用している。広ﾡ樹林のみもっている 

京本は使か2Fにす一ない. めなﾡ者林をもっている活次は, 止 

ﾡ竹当地としてはX地のﾡ営規ﾡの大きい戻矢にろい」うて, H 
地規ﾡの/ ○血ま てのX本のうち7アチてがな* 営林 を大なり 小 

なり所有L ていろことに公っていろ.
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ニれらのﾡ由は依て力るごとさ. 対野利用のﾡ造に影響さてい 

る面が多いとポ&さろのてにあるが, 香々の調査がらは奮当な 

a理点は ﾡ援さなかった.

所有林野の林今別のﾡ成を跳めよう・ 当集ﾡのﾡ本林を令紙 

別に区分す る と文の表の通りと公った.

力令級 

中今級 

ﾡ可能令象

2?:o8
ノ5.。 o
55&.

夂％
2/
25

4毛 ﾡ 樹林の 如令なとは. 

ノ○年 生未※. 中今級と は,

25年生 未ﾡをいい, 未K 
はとはな米ﾡ林の/0年生料 

道をいう・

計 ク5,22 /co

* 天盛熟株 
成就林 

計

24/, /o
ノョ3・ oo
3?4,/0

46
34

/oo
針茶村林, わ ち 赤核 林 は 大半 ガソ 令 級 扱 工 の 利 用 可 龍 令 釵 に 建 し 

ているが. 利用値の 高い林分はい. 二 れに対L てたﾡど林 

未成ボ林分の方が多い。 林野の所有面ﾡﾡアにﾡL , 林令別の 

所有構造 そみても. 若しい傾同を 読み とる ﾡはでき な い。 但レ・ 

多ﾡ落の ﾡ高の 林野所有ﾡﾡてあ る / 町メ上の ﾡ安3 アの 存林 は 

他に比べて針広立のご別tく 未成ﾡな林分の占める初合に高く 公っ 

ている・ 最近に代ﾡが行われた結ﾡである 。 ニにボして. それ 

以下のﾡルてば利甲可ﾡ令級の林が圧ﾡ的に多い. 彼ぜの多く 

は 故近 に 森林を 伐長せすたた所有 L ていたﾡ衣が多い結果であ る 

とられる

ﾡ後に林野所有友のﾡﾡについて述べよう. 長地ﾡ放以後。

野所有叔の県ﾡについて評益したものを業すれば. ﾡ登を所 

に入手したものが圧ﾡ的に多く. //件もあり,その面ﾡは正 /83
に及んている. Kい込ルだは条落点もあるが. ﾡ落外の町内 

が多い。 ヌﾡﾡとしては目家用ﾡ材をﾡ係するために林を入手 

したものが多く ・ 主としてﾡ人からﾡ入している。 入手したナベ 

てホ松林てある。

林野を手離したものは. 二れに対してか2Pでﾡﾡ内の最大
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# 野 顔位 は野面承 否 野 龙 ・S他 V笊別

- ———1 ■ ■

式F名 ?位な •

/ 2ocoo 2あク 23 5 • •

2 /夕7, oo 48 o a 3 主 三ﾡ _ 7
3 /oz, 0 4o, % 2 E 主 なし, 3

7テテ以F 小 計

___ 2 75. % 55,20 2 6 浜す 三 3
ダ 5& oo 3 29 2? テ 従 まん

5/. 0o 4o, 20 / 2 従 主ん

5ス～/町 A 計

7 4o, oo 3 2o /3 ら 主 短充
_____

二
8 3, 4 co 7 9 主 浜予三5ル_2
ラ び) 37.25 4o o3 2 変 主ん. 長男. 二

o (笑) 37, oo 72. o / 5 主 ニセ 5
// 37 co タク,H 3 5 3 主ん そ*. 2
/Z 34,00 27 4 主 ほ. を. /

73 33. 20 マタ o0 / 5 主 改男. -マ

/〃 3o, oo % 00 6 で ﾡ. /
/5 30,00 /7, T 5 6 従 まん

3え一5え 小 M
6 26, oe 50 ら 5 従 ロ秀.

7 2る. o0 35. oo 4 5 確 主ん /
20 4と 2o /o 列 従 区 3

/7 o0 2, oo 2o 3 主 三女 ,
20 /5, 2o ノ2 00 2 4 ぞ な し こ

2/ 4, o , 2o 24 5 従 まん

22 /3, ペ 25 o0 2 5 至 主ベ

25 /o. co 33. oo 6 列 主 主ん 二
24 /グ oo 3/. 石 6 主 ﾡ戸 二
25 ノo, 22 25 2 22 4 硬 主く年. 三☆.

2ら ア 3", 00 7 え 専 二
27 //, 00 45. co 従 主ん.

2 5 R ノ, 2 スら 5 従 主ん
■

2? 5 022 3② 2 2 3 到 : 室ん 三交

3 る *混 小 tt
()は共ﾡ 甲; 字賞. 主:ﾡ主ﾡﾡ。従:ﾡ従ﾡ主.
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○林野所有者2アが財艦ﾡっため. 田和27手坂にﾡ部Lて 

る.充岳秋は産/oて. 入手百承工リ は 若干ない. そらの 

し林もアカマッ林てあろ.

この工うt傾向からみnれば, 当条落の中ﾡ層は. 安定した長外 

ﾡ求による現全所得と旨始会ﾡとが服«せうれている ことからう。 

いろいろ公経済ﾡﾡに対しても。 生活が安定し, し林資産を婚加 

させる氏王が同いている. 二れに対して. 上ﾡはﾡ炎店の友ウに 

かびり影«をうて 一旦財ﾡﾡ度そするために林をﾡ却した 

り, 立木を充ったりLたが。 系近てはかむり姿定しているとみら 

れ る .

尚地目市についてﾡ官すれば, 経教后林野にﾡして地目ﾡ展 

したのは3アて. 木田一-林野へ. 堀→は野〜. ﾡﾡ一-ホ 

野へという三っのケースがみられる。 こらの送ばない。 ﾡ文o 
ﾡ放化 がﾡ 地 におい、て林野への 平様 とびってあらわたものて 

ある。 2の面ﾡ/7マてあろ.

ﾡダ部 寝衣に おける 状 野利 明 と 林業生屋の 構也

/は野&びそのﾡ坊の目ﾡ的利用としては. . 落, 放枚. モ 

だ. まき 及び自我用,,幾営用負材としての木材 がある。ﾡ

初にﾡの利用がらみて行こう. も 地では 草 は家番の 飼料,数科の 

ほか, ﾡ作装甲に用いられているが, 水田がか&りあるために 

一級にはや塚ﾡ地に対する依なは低いようてある. 吾々o町 

をによろと. 炭 灰 ヤ：m車して いる と 答えて いる 者 が"し(総 戸 右

oP ). 内山林所有氏系2?P中/3ア, 非所有反系//ア中3 
Pとなっている. 大太あをﾡ耳している受よ/fはの崎すべて示 

草しており. そのﾡﾡも大は /.oo0メ から ☆oo/ﾡ友まてﾡし 

ているが. 非ﾡ斉長女は/o/内外のﾡ少"採革に女ﾡしているも 

oが多い・ 主び塚卓地は#せの唯呼て, ﾡ取している・ その他河 

川致, 正在の国有林旧地主の林地. 等他人の 土地 に も出 かけるも
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のがとア存在している。 革の公要性生がそれどﾡくいためか,

と どが無領で入手 している・

にﾡ料. ﾡ料としては.-ち地てはﾡわらが多く 用い られ,
それにﾡわら. ﾡﾡがか公リ使われている。 全体としてﾡの候用

ﾡは新波のﾡ向にあるﾡ様て. 草の不足生訴たているの は ノoア に 
すきず 大部分の農ま は. 二れ以上のﾡばﾡﾡをみとめていない。
但レ, 不足を訴そているの は火反あ上 の当地と してにﾡ規標の 

大まい度友に信っているのて,ﾡ求ﾡ送としてﾡﾡのﾡﾡはﾡさ 

れていろようである 

xに落業をみよ 

リ多く, 33ア が利用 

戸が落装を利用して 

友が/ /戸中夕戸も 

う・落笑の利用戸取は 
している。 とく に山株 
いるが. 非所相長矢に 
いる.、/ テ当 リの利用

革の利甲戸さよ リかな 

所有ﾡなては 2?アFス7 
は. 利用していないﾡ 

受, かムりちまち

てあるが 最高2co/程ﾡものかう最低 /0く 外 まで あ 之。保双 

地は. 目この山林からのみ禄取しているもの,/0ア, べの土地 

(全部が部芝有地からﾡ取している )からのみとっているもの。 

/&F, 面方からﾡっているもの7アとロって.かなり師有地の 

落葉採取上の地は高い. 当地でば落ﾡは手らﾡ料にのﾡわ

ているが。 その使用ﾡはﾡﾡの傾ﾡにあろ。これ はk乏燃料嵋 造 

交化であろう。因みに登をあける 使用ﾡがだ少していろと谷えた老はコバ

P不変と答 えたもの /2 戸 で. 推 加 いた と 答 え たも の は/戸 わ U い. 

そだ. まさ. ※等の主受総料の西逆ﾡはとうであろうか。

我初に木炭から以ると,/戸当N。 メ (.5俵)程度使用する原家 

が多いようであるが, 当地では目ﾡ生ﾡするのは/アもなく, 

全部他よリﾡ入している状態である。 二れに対して, そだ。 まき 

は一部の及本はﾡこの森林より探取し, 大評分は即系有林より探 

取している. 製吕 として の そ た.. チき をﾡ入L て いるﾡ家 かつ 

リ有在している。 若干のﾡ客を示そう。 多 の 分介政はあるが。 / 

ア#リのそだのﾡ使用受はノo〜/夕o東 まきは/eoﾡ内卜と
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なっているが。 ・ご所有地より便用長の全ﾡをﾡっているﾡ矢は 

oア中?アて。 これ&林野所有ﾡﾡからると, ②③③②②@ 

ﾡ友て. 大体上位長太にかたよっていろ。 その他ﾡ干αりと 

も目こ山*よ り 係政 しているもの は③@①③。 4Fてある. 二れ 

に対L て. 他人の土地より採ﾡL ているものにば部落有林より, 

そだ, まきを採取しているむのが27テ. 回有林より取Lてい 

ろもの/テある。 二のうちには一部を目己所有地よりﾡ取Lてい 

ろ上記アoﾡﾡ部ﾡ有林よ り保取L て いるﾡよにふく まて 

いる・ ニのように 主要ﾡ科の供給地としての4可チの評落有株 

"ウェィ トは非ﾡにあく, 二には存年部落共ﾡてﾡの作放に並 

リ・ 戸数かりをしている。 尚ﾡよによって. 初き受に不足する者 

とか, 探取労物をﾡ償出系なかったﾡとかば 隊入している, そ 

oF数ゲノクテもあり。 その点所要受の全受をﾡ入しているのが 

アある。 それらの何れも, 求業のウェィ トのﾡい長ﾡである. 

石速コンロやブーパンスの替及により. 二れら在来ﾡのﾡ 

に対するな存ﾡは斎次ﾡまり. 消長ﾡが従系に比べて増えたとs 

えたのは/アもなく, 不変と答えたの22F. 広少したと答込 

たもの/アとなっている。 この面かうも・ 林野の自ﾡ的利用は 

変化を末しっっ5り. 料依存度の未だがむり高いとられる部師 

落有林にちいても。 より生産力の高い土地利用への武ﾡについて 

いろいろ相区がなさ れっっろ る現況てある .

4) 林野経物の目給的利用のﾡ並をみるﾡ后のﾡ目と L て. 立* 

の目不用伐坂の状況をることにL」う。 目家用伐深長衣は, a 

わめて少いがそれても通去5ヶ年品に/oア. 二の内ﾡﾡ俊塚L 

ていろア夜は。 6アも存在していろ. その中林野ﾡ樣の②@のK 

次はほ年用材を7〜 2及. 許炭材を3〜ダス〜っは烈Lている. 

ヌの②@②はまき, そだを毎年若干づっ伐近している. そ。他は 

昭和33年 に用材を5石代板し たの長ﾡと 3, 午に用材る 7○石は 

なした②ﾡ友。 研材を2石代ほし た②長支 とになっている。 殊 

林産物の採取度よは/アない。 ヌ当地のホ松林ではマッックヶも
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生しないよ う である 

林*生産の内なと 

チ入等の項目があら 

2?の山林所有ﾡ次の 

友はのD/ Pけ でおっ

Lては, 販定用立木 

れ る ・ 販売 府の立太 

うち, 5ヶ年内に立 

た. 枚ﾡは5o石,

の代保及び菱林・ 山の 

○代採状えさみると, 

木を代ﾡし 販売 したﾡ 

芝上代全は生汚責に交

さている・ 利用可能令奴の林分が割合とすればかなり存在し 

ているの だが, 林業的利用本は非ﾡに低い とu ら る . いわば.

ﾡんど林不的利用にﾡえない涙てあるかのよ うである。 

過去5ヶ年向に造株 したﾡ求も堂かに3 アて#野所石坂ﾡで.

②③②@の度衣がそぞﾡ4ヤ。 杉2部, ▼ス▼アシダﾡを益林 

している。杉の佐林をした③は,系畑上にな林したのて。 ﾡを抜 

はL た②は玩炭林仕跡地に並状したものてある. それそれ2-3 

くの目友労力で折ﾡL てい る…又紛宸 本は百Z所有地が方ﾡ林て 

あるためその改及目的のため, ヤシャシを野和刃年 200 本坂浅 

レている。 その所要労5人であるが。 2人を風入ﾡ"によっ 

ている。山のチ入をし た昭和刃年ノ ヶ年でﾡまの(3oく).② 

正(人),③( 正P。 人)②( E22ん ).②② ( 20 A )② (狙ん)② 

(0人)とロっておリ. /町以上のﾡﾡは全部. 5ﾡ以工のﾡ 

*ては若千が実行していろが。 その実武よﾡはﾡい. u.林が 

あまリ手入の不甲広未松林であるためであるが。 **に対する 

関じのﾡ合も大昭刈定てきるいのてある。 労力は大半が言女すな 

て, 怒入 は 殆んどない. t. 枝打などを実施した U女は/广る 

いない。

新5師 ﾡび一

初市近却ﾡ村におけるﾡ家林経営上の 同ﾡ点

以上・ 百々の実施した「ﾡ来林業調査衣の結采にもとづいて, 

ﾡ求林の所有・ 利用・ 生ﾡの概要についてのべて系た。 その特徹を

単に型約すば。 当業落は, ﾡ労7が専ら強力に研市に吸引さ 

ハている果 ﾡxは全体として飯米ﾡ米一術士子, ﾡ区ﾡ*にﾡ
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し去ってい る所であっ て こに対応す るﾡﾡ経営側のﾡ応は未だ 

ﾡってい"い現状てある. そのよ う な 野体の上に, ﾡ細規棋の経度 

の 生理力の 低い —- スは人倉的に長い向かかってめられた 一 株 

地が, かなり普辺的に分記されているのである。 そ○利甲は, 経営 

という」リも. 生汚(ﾡ中迷料)のためになそれてばいろが。 ﾡ近 

念ﾡに利用放を低めっっあろ, しかし, ﾡﾡ規棋と生ﾡ力の低い 

た»に. #文的公利用を"Tに至らず. 派ﾡ的な#地改良的公施来 

が例介的なﾡよに行わる以外は, 全く 放ごさ X て いる現況である。 

ニニ2, 3,年 の傾ﾡてあるが, その』うな利用ﾡが低まったことが 

林内に有機物を推検出しめ, 極端探地状態のと=ろ少く なり, 

二のよう公ボﾡがっく とすれに地力町復へのそさしが見うるの 

では IT いか と 思、われる ・

二のよ う 公時ﾡに, その方時に迫ﾡをかけるよ う 厶•/ 比 料 木 の 植 

扱はヨニとにﾡがて施米であろうとﾡりハるゲ。 まどまだ一般にナ 

る段ﾡに至っていない. 農家 自体の 例”、ら みれば, あり大レた労 

ﾡの支 といわけでしないから, ﾡ業ﾡ本と し て生活の 安定して 

いろﾡが番通化しているのておるから 価半に普及しそうにもぶえ 

るが. 一方余り にも. 都市の安定体給着暦にαればなるだけ 土地 

利用経営との忠光的すれが多く なり, 放置してかえりらなくロ 

っていみのではなかろうか。 当地のように, 度Xﾡ労が筋内的ムり 

も, 神的な 労の にﾡするもの が多 いところては, 確かにそ= での 

所得は大きく なり安定して系るが 友 面 汗水 たらして 仍 < 西 灰の 農 

は米ばチが以がるわけで, 作ﾡﾡの放ﾡされたが, ﾡ社的に 

造林される 前 に 燃木山 になって し a っているよう な状況が見らる 

グら, m L t土地改良的ﾡ料木の植式びど夫施が西動に"るの て 

はあるまいか。 しかし及面 林Xはﾡ求とちがって. 初期のﾡ千o 
ﾡ入によって. 以后ﾡ経的な校入人なしにﾡ袋的に効ﾡを大きくナ 

ることがでこるのてあるから, 当地のようなﾡ送相放化の条件の支 

配していろと こっでは, かり合理性の高い作米てあるようにﾡわ 

れろ, 当地の林*はﾡﾡの利用ﾡ立によって, 林地の生ﾡ力はﾡ茂
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にほ弊していろから。 ﾡちに林業のﾡ票をﾡ待系す・ 当分ば寸 

女丧的な笹葉, 統け 公 げればな らない が• ニニにﾡ及と相とに工 

って. ﾡ女に普及ぜ念欲を注人する=とに』って。 積極 化する 二 

とも司能でろろう。 少< と+. 大ﾡ西査のﾡ天からは林ﾡへの雇ば 

,客認的条件作ヶ姿っ て 系たとﾡて 」いよ う-思える。
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南草生産地域に お ける農家林業

- 広島景沼隅郡沼隅 (索部沿岸地域) -



-157-
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/・ 課度と方法

沼区町は友ふ系ﾡ林系調査研究の全体的ブロケラムの中ては. 

東部ﾡﾡﾡﾡ地帯の E皮朱均度ﾡ地ﾡにあたり, ニ二 での 用 殿は, 

ﾡﾡ生ﾡをまとするﾡ業的活業地域にふける煮本米の存在形態 

そ明らかにし. 長ﾡ林ての発ﾡあるいはﾡ者受回を究ﾡして今後 

のﾡ旅林菜の在り方をﾡうこ と てある.

いうてもなく. おが習ﾡﾡはﾡい人ロ密皮. ﾡいﾡ業ﾡ本を 

ﾡﾡとして. 経大所得混米を目様とする労ﾡ来約長価あるいは土 

地断均状行をﾡﾡする経営はﾡをとってさた. こうし.た中てのﾡ 

本#Xばのﾡ的にﾡ米向呂の一ﾡとして。 祝言すばﾡ交所ﾡC 
り雇用な りとの ﾡ運て ﾡえられぶけ ば らな い。 した が-っ て ・ 

ﾡ水が特走の目べ系件と 社会経済委件の 中て.くらt・ を立cて 

ゅく とさ. その く ら しの仕組の中て長文生産がととな役割そ果し 

ま たﾡ業そのものがとん"内容をもっていろかを甲らかにレ 団 

ﾡな祝各から林女生量の位置づけ とその内さ - イyuた ・ ouちt, 

ムシwc0. を明らかにしむけはならない.

調査は 闲取 ッによる 疑査 とﾡ査票に」・西を部落全休の示音調 

査と行った. ところで今後の意京休ﾡのだり方を究明するという 

本研ﾡの最ﾡ目標を fる ため に ば, 森林ﾡ造の 横密グ国去と個W 
農友の短営の分析, 教計まで受と考えるが, •査の那宙エそこ 

ま て退 及できなかったため。 本ﾡでに,ﾡ記=調査を基ﾡとして 

可能をかきり ﾡﾡへの根近そ試み た.

・査 に当り. 御畑 力を いただいたた島県庁 あよ びﾡ ﾡ 可 般場 ﾡ 

係者と多の むか森ﾡ的にﾡ紙力 を’ いただいた 農家 の 疔々 に乃 く 

ﾡ礼し上る次ﾡてある。 とくにﾡ天下函査案の記入。 ・ﾡに 

塔られた細井 師に か ら 耐意 を表すろ次ﾡてある。
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2. 調査地のﾡ況

2-/ 沼ﾡ町の 短況
2-/一/ 日一的条件

ﾡ本塚と権塩像の合流点. し家にﾡリ・ ﾡがoバス修平場て 

g区行( 常占行)に家りヂロ川を長断すると好3 ○分ては堀耐に 

¥ く ・

沼度町はな島祭の東市にあたり. ﾡア内ﾡに活い. 面魂30/ 
そ2の添遂町てある。ロ 黒 超戸 え 得て,内ﾡ町に対する外・ 東にに 

u市. 北あは松示市にﾡﾡし ている. 本町は古く ら西市体と社 

会経済請ﾡ係をもっているが. 沼区町のﾡ米が西市に強く彼存した 

近郊的表東を形成し て いるわけてはいい・

本可は昭忍30キ. 千年, 山南ﾡ村が合ﾡして誕生しためのてあ 

リ. 町面ﾡ○的70%が林Fであって目ﾡ的相寂かうば山同村 

といちれるべきてあるが. 古く からのﾡﾡ的度業の発立によりﾡ品 

生ﾡ度X地以と して知らている。

訂全に云りﾡさ200m内介の丘政ﾡ山地がなく分布し 山ﾡ 

地Eの 中部と 千年地て穴の山ﾡ川下流及び町の東盛にや" ﾡい平堀 

質地がらnる. 山斎川ﾡ域-帝にわたりﾡ小む*田がﾡﾡし 二 

の百ﾡは頃斜/ダ以上の山地性台地となり. 二こにﾡ地が遊らハて 

い る ・

本町のﾡ4。%は古成ﾡて. そのほ地は沖ﾡﾡ地としてホ松#t 
主林太とした林相をせ. 一部はな素材てある. この一部に花幽 

老. 石英ﾡ面岩があり. Lﾡ川ﾡ比一市には沖ﾡ活がある。

天還は松永布のﾡ料的い叔測ﾡ果に』ると。 手平均ﾡ通/ダ2C. 
ﾡﾡ受は年/o52 mmて夏 季のそれは。日. 7月が/と。m 
台. 2日2テ 2F/4o m. ﾡてある. 畑作 の 安広 に は
二の和度の ﾡ*長ては低ル といわて い る .
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2-/一2 社会感済的条件

み/衣

西治以ﾡの人ロ務をみろと。 大正初年項てにﾡﾡが若しい 

ゲ, その後にﾡ二文大戦の一時的加を除いては停汗的てある.

戸ﾡ及び秀女別人 の移

宝 永8年 文化元年 *化2 年 ・お5字 ・2年 ・ ヌノ年 ・4生 た4
1山 戸.数 302テ 必/ 55o 4" 677 677 ・ 49 7e5

愛 /,330人 /.322 » ・3夕 る, of3 /.52
女 カスタ/ス 297 ・ 3夕/ 2, o34 . ?84

あ 小 計 2 5A 2,6'? 2785 3・033 3.548 4.o4d 4 9 3.234
千 P 姿 27F 4z4 82 / 8/? ?8 /. り/ /. c8o /443

勇 /24A /.42ダ ん47/ 3. 35テ 3.3o7
女 ・ス?く /5? 53? 3,/4テ . 325
小 計 2,5u7人 3./4 3./52 37 524 s. sse 4,282 _4,24321 _.

人 合計 5o24人 523 5, 250 7.7 77 2.8? o. 322 o.548
大そ?年 ・/4年 昭和年 ・, /0年 ッ ノ5年 ～ 20 ・ 2ナ年 ・34

山 E 姿 48z ?/5 87? アバ2 32? 7 77
勇 . 574 .9夕2 2,eo4 ス・2ケ7 2J2夕 2,/8/ /う2 z,2/8
女 / 2s? /.?夕4 ・o4o 2.387 2, 372 る. * 2, 243 2・ o

市 小 計 . 33 3.236 名 久と4 4 47 4. 夕5 .. 375 4o
: 千 P 区 バ o3 ・/43 /. /6 //4 バ7, /. タスケ ん 438 /, う』

男 3, g う・3o7 カ 夕 3.2/o う.45' 3,634 う. 34
女 3,/5? 3.3スタ ,/ス う,237 ./4 4,248 う. 24 3.427

年 ........ 小 計 &, 3o3 4,432 4・228 ん 247 6,25s Z ダ?P と. 25

人 Ee o 4 /o. 548 o. 3 o. 2o /. ス& ... 25 //• ・』夕
(注)立監ﾡ方反地経済部・ .

ﾡW発計面 ﾡ注 に切する誕を. s ・32= ・ る ・

ﾡX列んロﾡ茂はﾡ林ﾡKがお人口の約5o メそ占め

zJ%. ヴービスﾡXﾡ/ヨ3て長林没*なとﾡ一太産

+ない. 町てはﾡ地区が良ﾡ世帝&3%とく千

・ 鉱工第的

X の ト 

年位この,
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36%と比べてﾡ業に大きく 依存しているこ とを示している・
高ﾡな音ﾡ的長女として高い人口牧容そもった当町残ﾡむ, ま 

た反業以外 による人口扶養条件も すてに阪界にﾡし てい e ニと は- 
現在の人□の停滞的いいしﾡ少的傾同が二を示しているし, また 
近年手移民同ﾡが町ﾡ居を中と し てﾡ極的に とり 上げらて いるこ 
とをて も明らかてあろ・

次に土地利用ﾡ況そみると。 総面系3。3 6可歩のう ろ*野. 
2,o。 4町歩6 6 そよめ ﾡ地はケ2 夕町歩/ 7%に通ﾡない.

(注) 町役ﾡ, ﾡ林ﾡﾡ計動者.(昭和32 ・3 ) によろ。

---が本こ分 回石公有
二, 「こdT 日

- -----
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ﾡは大部分が傾件畑てあって, 一師に燈草が作付けされている他 
ば甘商, 表など速放作夕に』って占められている。水田にかける用 
不はﾡん どがﾡ池によ a もの て。 一 ぼに * 系件にはぶまれている。 
この地域の一っの特色は水の=モ作田にみられる。 ﾡﾡ作はﾡ町 
:も栽造で aa oで. 米表ニ毛作地域の二毛作西の向窓と異ってい 
ろ。受するに本可の土地利用は木ﾡ(福草生ﾡ)に主力をふき。 し 
とがって水回の業均利問を中核とLて. その他の炯世,林地は期故 
利用 それる木田鳥気空とい うニ とがでまる・

交通ば専らﾡ上交通に依存していたが。 明お24年山陽螺が下通 
して以示. 北方へのﾡ上交通げﾡんになり. 道ﾡの政修も進, ﾡ 
任はバス. トラックによるﾡ送が福u. 松永百市とのﾡにﾡかれて 
いる, 山ﾡ川に沿って超山市に王る福山祭くﾡ道) と京5より地域 
お常部を番っ て松永市にﾡるな永暴( 条通) &主要ﾡ県と し ていそ。
ﾡ岸部に岩ﾡ, 系る, 大. 常石の 各港 が 尾淀市, 浜可及び向起 

町o爵地帝との通踊の主要連絡地点となってみり. 祖立したﾡ 
ﾡ*があ る・

2-2 ﾡ林ﾡのﾡ泥

まずﾡ林水の生産額と販売ぎをみると. 生た訴の最高に米えそ 
○他度展物による27343万円(と7%)で。 次いて反ﾡ加工』27 
万 円 ( 20% ) ﾡﾡ物2780万円(7%)休ﾡ物/夕3 9万 円(女%) 
*産物Pケケ万円(2%)である。 次に阪売後をみるゲ ニの振合 
ﾡﾡ生ﾡのﾡ早は良産加工部『Tを通して価値を束現するのて 社会 
会計的に みれ は 二里 計ﾡとなる がら長産物販花ﾡから送引く と. 現金 
攻入の取离 は 商 草を原料とした 夏表 で, 8,005万円(ﾡ会入額の 
3»)とびり, 次いてﾡ軍, 〒ﾡ. を類となって いる. 畜 ﾡ物は 
/529万円( 7%) てFF, 低あが主妥ひものてあリ. 林ﾡ物 て は 
総顔 963万円(ケ%)てﾡら6。万円 木材220万円 が主要 な

のとなっている。 う・
い っ にしろ, 渡 林水ﾡ生 ﾡﾡを 通じて振高ﾡを示すもの が登 委
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であリ, 商革ﾡ培加工が本町版ﾡの中となっていろことを明らか
にしている・ と同時にﾡ品生産物は長ﾡﾡの面早から燈平, 平類・ 
召甲. 仔 者,新. え顔. さらに水ﾡ物とその程ﾡがダ様びのも沼 
町氏Xの性格を示してハる.
こうした長水の担い手は. 表にみらるように足めて愛ﾡ規概て 

全KkのP5 % は 夕友未満 層で. / F当ッ 平ﾡ芝料地面ﾡは2 反 
?教という小面稿てある.
系文も進んでおり. 辰求戸数の72は/ﾡﾡにZ米のいづの 

形がてお永*ﾡ交てあり, 寺業長灰は28みに通きびい。2及 
下のﾡ府では2が多く, 2〜ﾡて/ﾡが多く. ダ友以上て▼ 
がらろの, 4そ逆規様によ る意安の性格を示している.

(走) 玄あ糸震地経済部. ﾡﾡ者よ リ

先3表__ 経営ﾡ別区友女と米ﾡ化三 ( S. うん &.1_
宴 ﾡ 裏 本 i合

経ぎﾡﾡ 百分料 兼
専 X

宏___ノー * 2-- --・ o,5交 ? / s 7。 2 % ク グ レ％

o,5 ～ / ノ7テ ノo /o 2 クク

/ 一 2 3ク7 2/ 20 w

2 - 3 342 /? 27 /8

3 ～ 5 ... 5タ 3/ 33 4/ e

ケ --・ 7 / 83 // 54 4夕 /

グ -- /o • s3 3 勿 3o

/。 ・ / /20

合___ t /7 4o ノ00 灯 27

このような系細ﾡにJ て生だされ. しかし本町の主ﾡ物となっ
ているﾡ革生産についてさらに芳千述べておく・ 沿ﾡ町のﾡ軍式地

・は, ﾡ町時代の末炉すてにﾡ表がﾡ品的価値をしっていたというか 
ら古い. 二o地ﾡはいわウるﾡﾡ浜の本場地希として知られ, 二九 
が御 ﾡ表として山ﾡの封的統ﾡ下にみかれ。 その後明治好から 
混通 も自由になリ市ﾡはﾡ大されたが, ﾡ左の訓* 的生 ﾡでお ) 

ﾡﾡの 規様は依ボと し て 系ﾡび もの であっ た・
油軍式長友に全戻よ。7。%. 規援別には3〜ス以上では.
0%に及び3 ﾡ以下ではそれよ りも若千低く ・る・ / ア当面球は 

系小2初から最大/ え4 改に及び平均ではダ故であ リ ・ お培面釈が 
二のよ うに 狭少 な の は残來のﾡ営規状が平細なことに司ほすると国 
ﾡにもう一つの長回はﾡ当? ケ〜バ e ○くuの力 を公要とする 二 
とにあ る。
埼車生ﾡの坂推性を生ﾡ長密査( 昭和3ョ年友).に工ると . 反 当 

遍牧益4と.340円, 一方生ﾡ賞4ス,793Hだから 3、ケ47ﾡのﾡ会 
と"る・ 上記生ﾡ系よ り 国家労貨を差引いた屋 点所 注 う4 a?e 氏 
となリ. 二を校人 本族ﾡでﾡし た/ 日きリ 仲銀洲駅は 5/ 
円に 匚 ろ. ﾡﾡを原料とし て受表に記工すれば/〜/ケ万円のﾡﾡ 
入にはるからﾡ全作と し て。 ﾡ卒の経ﾡ 的地 位はﾡ い.... ・

次 に 坎笑生産 についてみる と, まず林野所有は大部分 が民 ﾡ 林て 
そ。 う ち私有林/4./z 町Tあ、共 有 本 5,72?町で ある。 /ア当リ 所有

面和は小さく, /町末済層で54%を岳め, /可ﾡ以与層は使 
かに/ラ%種及に選ごない. 紙所有アﾡはL市. 十平両地E合計で. 
7voP(お戸区の約。み)に及び. 所有面ﾡは 袋小でい その所右 
+かいりﾡ在Lていると工える。
x4表 山林所有ﾡﾡ別長京数 (S.3/P) (平位:ラ)

う)\ 賀所有

『***--**-*-*****

ノ～ 
ダ

ケ～
/O

ノの～ え0 2o〜 
2 5o

ダo〜 
/oク

/な～
甘----- 

山u 商 /72 ノ5o_ 247
22

32 4 2 / 486
年 522 2ノタ 23 53 43 4 4 / バ /e24

hr 7oo 342 272 5 75 24 2 ノ 2 72o

32 2/ 27 と 4 2 /

(注) 広岳県京地経済部 前ﾡをょ り
上起氏 有#。知 /8% が土砂ﾡ 地防ﾡ#と し て 係安は遺定 さて

,ろが. 普西株. 区妹合計 して用材林面ﾡは / 246町歩 ( 民 ﾡ
#5ﾡの と5%) , ﾡ炭林434町歩(33%) である.用 材休は
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天然生77マツそ主とし. ﾡ炭林に避太. クヌヤを主としている。 

フカマッ林にﾡ出ﾡ生後F"を4〜5キ行い. そ。 後が村 浜取 & 目 

的として/4一/5年生の時校打を行い。 ﾡ行伐ﾡは:40〜45年 

平均を径2/一24C理て. 代炉材に良いところて町者り 

/,22○～2,0o ○石といわれていろ。

戦後にスギ, こ/キの速林い行わている。

2-3 要 約

以上極めて援恬的だ が, 沼ﾡ町の目ﾡ的. 社会経済的ﾡ件とﾡ林 

東を概視した が, さらに受ﾡすば,市平生ﾡを主とするﾡ業的長 

ﾡとその加工生産によって成立L 発及して 系た長ﾡば, 恐ﾡ水町を 

ほめて労物賀均的にほ営して水回部ﾡ型であって. 地域面ﾡの約? 

%を占める林野利用にﾡ放的である。 また経ﾡ的に有利ひﾡﾡ生震 

もﾡ在ではﾡ術的にる経営的にも停清的な受をみせている。

訂きﾡは二う し た停ﾡ的局面を打ﾡすべく ﾡ発計画を書て.(/ ) 

山はの う ち同ﾡ可能な 57『歩の同.(2 ) 海介務民の益進,(3 ) 
経営改巻ﾡと し天樹生たの ﾡ風.(4 )運地ﾡﾡに』る 土地資工F 
。推進左挙ずている。

はボのほ部として. #地利用の高度化なり林X生産力の発氏 

マクロ的命風となって く るが, ニ う した命臣が個別長次というﾡ組 

"中てどの うにﾡﾡﾡﾡの-部分と してぶ坂われるかがほ度と" 

る・ そのため語査対井ﾡ 地ﾡ野部 落にﾡ点をあてそニでの長点優営と 

戻本林不の実ﾡと野査浜の 分析を通じて 明らかにL て行きたい. 

3 長卒林ﾡのﾡﾡ - 図立系の分析 -

3——/ ﾡ野部落の概E

吾野部落は住時ﾡが近く, あたり一面に音が目生していたたルﾡ 

野と学れたという. 営野部落は旧山ﾡ村の下山ﾡにﾡし,千年沢 

革師ﾡに隣ﾡしている。 現任は評ﾡを通る交通ぬ岡はないのて, 福 

山・ ﾡ・松永方面に行く ときはﾡﾡかあるいは田田まて歩いてでて
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バスを利用する。

アﾡは甲治初年34 ～7Fであったのが政五ﾡから戦後にがけ 

てﾡ者が塔ﾡして最大48Fまてにロったが. ﾡ在は4#アてあ 

る。 44Fは事業がある いは東の形ﾡかいれをとる に しろﾡ泰 

てあリ. ﾡﾡは/アもない。

復 に 詳しく 述べるが, ニo部落もﾡﾡ生ﾡをまとしたﾡX的良業 

&営してカリ. 片地面ぷに昔からﾡんどﾡ化なく, 沼 原 打 と 比較し 

てとくにﾡべておかなければならαい長も亡い. ただ部落の性督 

w理取する上 で必要な 二,三点 に小れておく ・ 

ﾡ2函 活野那落の客区

»ﾡ福山、

花財
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一っば 邑 北改革 匸よる 彩客 は少な.く,改革崎後の片ほ体ﾡのﾡ化と 

いったむのはなかったこと. またﾡ去においてﾡﾡ生ﾡ力る発長さ 

せるための長校アとしては, 昭和/7年に評落内が田3町歩のﾡ

水工 事 を したﾡであ って 大規ﾡなむのはなかった・

休天面て部落有林のﾡ有るﾡﾡしなればならない. 師F落有株 

は台ﾡ面系2/町歩 実測と0町歩といわ. 部落ﾡから/o名の 

山林をﾡそ迷び. こo山委ﾡが管摂燃ﾡと公り音理ﾡ定をもって 

産営に当る。 住ﾡ造本計あ家し山ﾡをﾡが勘て師逐のﾡ会ににかり 

決生する.

ﾡ治34年. 部落有林に初めてスギ, 7スギのﾡ林が行われ, 昭

初年手はじめてヒ/そのﾡﾡが行われたが. 現在:だ大部分の山 

はな林てある・ 近手二れら天で生松林から人工林への授が番ﾡに 

すすめられている, 昭和29年にはヒ, キ/ 町歩4◇0v本を植我し 

二のため243人の労ﾡ受を投入し. 昭和34年にはﾡ太子御成 

&念法林としてヒ/キら反歩. /.Po○本を極林し, 二のため邸ﾡ 

民/3ダ人の受を役入している. 造林労動 は 各 戸/人の 外 伪 計 

当て一世市内の20～ 65オの中て最も元ﾡむものが土役するよう

に取沢められておリ. 不参mの場合は/ヘ/日3s。円を支払Pな 

ければなう公い.

攻益記分にﾡ材については山入りの日( 番通/ 耳4日から3〜4 
日回)に一斉にヘり目京用ﾡ材をﾡ取するが, この合の塚ぶ受は 

/A80〜/oo/, 女子の場合は7。/ﾡ友てある。 現会牧入は 

町落全体のﾡ甲例えば学な, 消防ボ>プ・ 道ﾡ改のア金なと公 

关的支出 に あてられ, 個人配分介の例は二れまてみられなかった。 し 

かしﾡ在ては一応部落の施ﾡもﾡえ他方山ﾡははﾡに混し て いるの 

てこれをﾡ人分Eせ』とのﾡ兄もある。

林地そのものの分という戸も一部にある。 と二ろが木部落ては 

明治未期( 甲ヨ34〜3夕手x) 部落有林の一『をぽ太烈ﾡ口介 

3と氏に対レ/ヘ/友歩ﾡ京そ分ﾡした二とがあったが. 二の時師 

※有地の罪落への移先を活れた部落のんに, 他人 に 売却 する こと
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を系する申合事眞をっく ったが.

て分8Lなを所有す a 浜卒に 7 
o/F. 3ウ分を所有するもの/ 

がって/ 3戸分に部ﾡ外の所有に 

火的* 実が共有地分割 ま 阻止 t て

3ー2 炭 灰 G 宿造 ・
3 - 2 ——/ ﾡ暦乙分

ダり故年るﾡたﾡ在に王ろと部ﾡ 

sア. /アてダア分る所有するむ 

戸, 2ア分をつの2ア, した 

移ってしまったのてある・ ニの屋 

いるようであろ.

頭査ﾡの分析に入るに-っお断り してみかなげば5らなレー " 

と, 朱落点長友戸ﾡ4P中/Fだ西査上 の.都 合 てﾡ知せ さ そ : 

を母いかっため, 二の分研てばw 3ﾡにびってい るさこ と てみぞ。• ぶ

と二ろてﾡK生産なり林X生ﾡの性活は地 城: 邪 K ドると 共 に 信 ', 

aPにﾡる二とはいうまでし公い. 例え ば士 地生 星性がそマばガがこ 

生産性を高める という 目様むその実ﾡの方式 に地.域 別l. T居引にﾡ 

っている・ ﾡ野部落ばすてにﾡ部ﾡ片野ﾡ地平の部度業的長丈地域 こ 

というよ ラに地域的性格づけられているの だかミっ.二ごての題 

メ上のよ う ご初点で地域こされた本地域のいわに「従 の E 分ミ」と- が 

(て の 層 層 区分 で•あり. &林米の暦層的性格である。こ. -

これま で本町のﾡ式ず査ごﾡい られた活区分 , 浜求ﾡ番の*:

愛とL ての年ぎ士地五ﾡにも とづいていそ二とは天通し てい るが-
2の規概区分に程々なものがある。 本稿でば次の乙分によった。

； 二 す姫 営ﾡ地面称と木田面称 水ﾡ面残と 確,辛 面積の イ系 をみて 

ろく。ﾡ5表にられるよ う 二て田は 1 - rvいiっれも昭奪しい

経ぎ対 せ面環 P 区 回互分圭 さてこうL た芝経 営
J 5_-7 反 6 / 面ﾡによるﾡ分が二の

ロ 3〜欠ス /9 44 其の 主 生 建 物 で あ る油王

2～3 天 ? 2/ 生ﾡととのよ う t係に

T /_〜2 友 22 あるかをます校討してお

ワ ノ反求満 / 2 く じ翌 がある: 面•草 は 水

計 1-------- 43F /oo 田 ﾡ作5の て手順とL て



ﾡ3ﾡ 経ら料光面ﾡと平救活面のﾡ係

が 面積は層ﾡがはき

第5表 ﾡ別ﾡ営面ﾡ. 水田面ﾡ, ﾡ軍支塔面示(/ア当)

P夜 ﾡ地面 水区五減 水西率 % P 数

ﾡ年| 
(.e

I 6 d 2 2ヌ 区 44 ○.4毎 2/
ロ /9 4, / 2, o 5o /9

? 2 s / 4 58 7 o. 6 43
8 Z 8 o 2 47 夕 o.4 タク
/ o. 4 o. 6 / 2o

している。 ﾡ平ﾡアﾡは43ア中

36ア( 8#%)て町全係の割合よリも若千大さくそれだげけ画軍生 

ﾡが一般化している. /ア当リF付面示にI -d8で. I 一%m - 

oT託 T一○みﾡであろ。 [ﾡﾡでﾡﾡを生ﾡしていロいﾡﾡは工 

芸作物てあるﾡﾡを救培し て いる.

ﾡ営ﾡ地面ﾡとﾡ軍ﾡ五減のW係をプロット した第3団からA
BCDの4素団に区分てき, ﾡ平表塔。訳以上という生産の祖い手 

ﾡはBグループて二. 三の例外はあってもその経営ﾡ地規様は 3～5 
えにある。 ケループと盾ﾡの ﾡ保 は 1・I ﾡﾡ= A.B,ケル - 7 ・ 
ロ・E・F =C・Dグループに大まかに区分てきる。 したがって二の点 

ては3 ﾡ歩以上と 3頑歩以Fの=匹介で溶ﾡ式場ﾡKのﾡ居的性格 

こる二とがてさると理解される.

3-2-2 経営耕地

ﾡ。表 盾ﾡ別経ぎ耕地面積

各店居とも水町 商ﾡ P 阪 学 地

面積と普适畑は半 宣通畑 対区地 小 計
«という所ﾡ経営 I 6 2x* 3xo0 o53G 4x2°]
ﾡ態を示し, 水田 ロ 2, o 2 ・ o 4, 2
は二も作田が多い. ロ ? / ・ 4 / ・ /
ﾡめて平ﾡ規ﾡ 8 o. 8 /. o

で全平均てに徴か / o. 6 0 o, 6
に 3タsr ご※大で 4s .. 8 .. 7 3. -

A

D

3
及

/

2

；

；

*

ﾡ単萩ﾡﾡ う

孤

好
み

7 ■6 2 Q

累
丽

ザ

①

)

番

号

''z
g

京
看
号
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も/可法にﾡしない。

土地ﾡ 

字ﾡにﾡ4 
放を受 

ﾡ本面ﾡ 

の方が多 

かったと 

ころから 

ﾡﾡした 

ほをは化 

師きあろ 

いば 他 町 

村にもっ 

ていたも 

のてあろ 

う・芝 

授 小 な 地 

域 だけ に 

小 作 芝 ば 

優かても 

かなりの 

影«をも 

っていた 

とるえう 

れるが. 

明らかで

昭2 
示したむ 

ﾡじど3

は小面積だがかなり あ って水田に子い。 たほ地戸放の 

ﾡの通りでﾡ放ﾡにﾡそあり 1・I・ロ席層に歴し. 一方ﾡ 

長家に/ 5Pて各層にみられる。

私7求土気借____ ( 面京にノP当リ)
高 層 貸 付 ヘ_

P ﾡ 田
I 3 ス. 改 ox3な / ・スoG X ロ

ロ 3 / ・ 2 P o. 2 o. 4

/ 2 . 6 ・ 7 3 o. ? o. 3

/ o, ? ・ 6 4 o. 4 o, 4

第8浜 ﾡ地岡放の安須 (面積に合計)

¥ 改 L こ ら り
P 区 田 PE 田

I

I 

T 

v 

計 
平均

2
2
/

s

え 2

% 8

8, 5

. 5

(2. 9)

o ?

5 3

ん /
(. 2

チ

纟

5

o,x7

/. 7

.. "

4. ?
(o. 3)

23 1 
24

o, 7

(o.4)

契方"地主型村落でとかっ た二とは二の所有ﾡﾡからみて 

ら る

5キ以ﾡの斜地のﾡは, 受せ政ﾡ様の冬営州地のぶE 
りごあるが,ガ加した?アはﾡ人れたもの4ア. ﾡ空. 千 

・ てもらったもの2P. 一方滋少長卒にハ面ﾡPが 

リその大部分は玉区拡ﾡ( 町五) のためっぶれたものて
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あ リ(/0ア)・ う 后地政単後の経 営併せの増減 (面積は合針)

小 作地を返した 商局］ 増 加 域 少

力 の2ア 新に ____ P ﾡ 田 畑 P 致 畑
したもの/ P ] 3 /ス。 7夕3 ・

V ある, 塔mと ロ 3 /2 s ノ・ o ルノ
メ少のニっの対 ロ 2 クメ o. / 夕 /・4 o. /
优 から. 土地買 2 o 7 o, 4
入れの意なが氏 v
にあろことは 計 /o 2.ク 3,o 2,4

営后に准河でき

る。 土地移訪にﾡ層ﾡは磁いs
3-2-3 ﾡボ生涯手段

ﾡ物, 納圧はほとんどのﾡﾡが所有していろが. 念は下層に

少"く, 缶谷, 雄ﾡ合の試ﾡぶ乙ばﾡい・

死/o表 直物証駅別塚枚

■眉 P核 住 室
**---- --

堆肥台 計 ・

6 25. 5 .. テ ん 7 4.8 .テ 5o o
ロ 7? ・3o. / 3,.? う・ ダ

・
/・ 6 o.4 4?, 5

? 23.3 /o, / o. 7 oダ o./ ■ 3. 6
8 23. 7 , 3 3, テ 5」

V / 24. o /夕 o &. o 45. o
平 均 Z4. 7 . ? 3. 4 5 o4 4ヌタ

爻直, 交杏の短育ﾡは全段的に低い。 孔牛は/ﾡ尾/戸のみ 欲 

チは1.皿.Iﾡ暦で飼育し. 銅京氏不率は5』%ﾡ斉長太/P当/ﾡ 

全長本平均ではの6家にすきい. ¥, ギの編盲ﾡ安は少なく ・ 

②だが全ﾡﾡの &ダ%のﾡ育率を示こている が平均ﾡ育羽ﾡは.
・ ・だ

26ヨと少ない・ それで、 も！図 別 的 には 1.I.港 層に/oo〜/80日 

のfY長来もある・

本具落の主要衣ﾡてるる役牛は水田のﾡﾡ, 運般, ﾡの造成の
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ﾡ//表 を石理嘉利飼有 ア 我 と 蚓育改政 (ﾡ斉ﾡ卒ノナョり) ないこごは呼 らかてある。
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ためと, ﾡ顔を目師として銅育されている。 死育ほ低午を買へれﾡ 

育して2オてﾡ却する がﾡ在 3チ～4万円の価ﾡで取すさ, ﾡ永 

市にられている。

生 区 生 ______ ¥_______ _ 上 ギ

P 数 弱畋 緊区 ﾡ さ ﾡ教 興 « P姿 翌ビ

i 7 20 5 /. o / / o 6 ?
ロ /7 /./ 3 / o " 2 / o /o 3o
価 3 /.0 / / o '• / /. o 7 /3

5 /.o ・・ /o
▽ i_ __I_ 3
st / 2.0 25 L2 ? L 2 2 Lo z 24

ゝ(ﾡ位/go0円)

矛/3表 形別にみた部1別販売F数及び阪売ﾡ (T ノナ当平)

高 F ﾡ段いむ 野 工芸作物 要 室 星 計

数 斯？日 を 昌學三壁 & 靠 ﾡ実要

I 6 3 * 5 んク / •7 6 goTo ん o 2 4%.o /3.2
/? 4 5 / /4 4.3 /o 57.4 o./ 66. ?

? 5 2.4 7 ス6. 2 /z / 3o. o

こ / 3. 6 6 2乙. o

此
7

43 9
--- -

3o
—

/
—

2
—

2
—

3
———

.4 * 一. *をキや基番。率。4幸番率幸-4季率-ャ番*や率率4季率率。1-や4キ*キ率率キ季率率幸等を*-番業業幸*率-番幸率よ率率率率率本を。率輪さは率率率番幸幸キ2季-マ*率幹やれ率除。率率-率。番番よャ率等キ-や番季幸幸室基幸業季率 

るﾡﾡとも阪ﾡﾡ入の主はﾡ事を主とする工芸作ﾡてある. 油

♦ 於 具, 全ﾡ異について共有型ﾡそとっているのが特徹て。 ﾡ 

み. ﾡ力脱殻ﾡにテ人ﾡ同 が多 く、ﾡ ﾡﾡだけ評落共ﾡてある, 

農 堤 具 は 農 地 改 革 後 その 所有 利用 の し たもの が倒的に多い.

ﾡﾡﾡのﾡ品化によろ現会枚へﾡは祭/3表に示すよう にIﾡ層 

でむ /4 3.2千呼と香し く 低い・ こ う し た坂入ﾡﾡが実際」・ 低い 

礼のてあると してか, K衣は大きく 永文収入に依存しなければロら 

ﾡのK益性はさきに生産愛誕査にもとづいて若干小れたが, 本部を 

でば平均反ﾡ300Xといわ, 33手価格3e0円だと?万円. 西査

(34年) の見込価格 2e0円でむ 8万円のﾡ攻ﾡてあった。ﾡ衣 

:これまてﾡ草を原料として冬考に受をﾡっていたが。 家年ﾡよ

ロカ式然機が師落にほへされてから. 手織 は 急減した. ﾡ在9台 

峯入され即落内のﾡ草だけでは原料不足で回回方面から移へするま 

<に到っている。ﾡしﾡ落内で生ﾡされる市ﾡに/部だけが部落内 

の 加工業 者 に 光られる だ け だ が, 初工賞ﾡば沼ﾡ町内の部落がっ 

ﾡ入していろ。 工ﾡ作物にばこの他に軍がある. 草式塔長次は 

r,IT層に4アある.

愛すもに督野師落の長來ば, 米を目合して現会攻へはﾡ革生ﾡに 

. る型 が一股的 で あ る。

3-2一5 条族成とﾡﾡ対力

次株ﾡ成は全平均53人. I,ロ盾屋は平均メ上てあリ。 そ以下 

の摩局 は 年均以下 である. 本族内○消営人□(消ﾡ能滅質復) 

3ケ〜4』A, 一方生ﾡ人□ ( 労竹能な概ﾡﾡ) 2,3～ヲ4人てﾡ

てわされる生んロ/へリ送票相室は /,3～6 んとなり平
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均値 で/5となろ。

原業従事者数 は o ～-/ ?ん. ﾡ助ﾡそ入れても20〜34人て 

あり, /本族展Xﾡの日数ば年ほ3-』20日の死囲で. 平均て 

は4。0日台てあるが, 神助ﾡの幼日ﾡは20〜 30日程である 

からﾡﾡに主として従事L ているものの労の引ﾡ は。日M後とe 

る. 受だﾡ用に日度のﾡ態が殆しどて/4P c / ア当り22ん )で 

あり, 主として田ﾡ, 商軍攻ﾡ. ﾡﾡﾡ断のら～7月にﾡ用して 

い る .

※/表 安族ﾡ成 とﾡ力

F株区

ﾡ業従享石

A
夏Xガ 

竹日区女 神町君

5.? 4 2 o. 7 o 7 .. 8 4 ん 4 クo7
ロ 5 ? o,7 o.5 2. 2 4,? う 3 48/
ロ 4. 3 ク6 o7 /4 5 2, ダ / 夕 34%

IV 4. 4 o4 o.4 /.o ス,3 / 6 2?/
▽ 5.0 2o 39 / / 3 20
F均 先 3 o7 o. 6 4.3 え夕 /,タ 4u6

3一2-6 農 安 茶 東

細なﾡ衣では一っは所ﾡの不足を神うために もう一っはガィ 

7の 面がら糸承の必要性がある。 本果落の茶XPﾡは 3 う P( 戻友 

数のクク%)で,兼業者の数は/产当り/人の協合が•多いヶれと力. 

主ん, そをはじとして2人以上の度察む?戸あり.た未緊者の 

炎炉とみると浜秀/6ん(米炎者の33%)主ん/0ん(22%) 
と多くグっている. 二の二とは*形全体に糸賞 化がﾡく 滲透 してい 

ろことを示している.

料のﾡﾡはいわけるホワイ トカラーケ多く ( ﾡ賞者のヌ/%) 

その内容 は 校奥, 印伊局, #おせﾡ. 役場. 受優. てある xには 

大エ・ 佐宮, ﾡ板ふまなどﾡく//人(2グ)狂表のm工を主と
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する叩工ﾡ7く( / う外) である。

がノ戸ある が加 工Xを主とするもの.てろること を示す.

3-3 ﾡ系と林野所有

林野と所有する辰來は3タア・ 全受本の8/%で, 最ﾡ/ﾡ度 

; ら最大ダ/及4故という所有ポﾡであり平ては4ﾡ必教という 

・ うに山林所有もま た極めてﾡ組である。 町・I 店 ﾡに無所有者 が い 

るが全は的にに多く の長京が彼小な系休をもっていろ所有桐並とみ 

られる. アカマツ天林があるため針乗書は多いが, 面.T.店 落ては
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ﾡ4町 経営送対地面表とみ野との係

— 181—
広系村. 竹林それに否干のﾡ早地だけてある。

ﾡ営ﾡ地面ﾡとのﾡ係をプロットしたのが死4ﾡであるが, 戻太 

&大ェかにループ化すると/町以上(ダ).5ﾡ〜/町(B), 5 
ﾡ以下( C').点所有 ( D'). の4乙分にいろ・ Aは氏Xﾡ営規模に関 

優なく 海在し. 5ﾡ以下では林B所有はﾡXほ送ﾡﾡにほ ぼ 例 レ 

ていろ.

ﾡ/7表 林野所有ﾡ別林野積と今令ﾡ別成 (/ア当平)

な野 

r月 P ¥
所 有 司 ( 友 )

t*ざ 交*ざ 竹 林 研亜せ 計
I /,5 (o?) ん ? o. ? o, ダ 2.. 7

2 6 ん 7 (る.5) o. ? o. ? o./ P, 4

3 2* 〃 / (o./) o.& • •a /. 7

(注 ) ( ) はへエ林面税

__ ﾡ 全
t____
——盗
ﾡ____ ,

___理一 ____ み a__2 ・
* 」

鹿層

/
W致

5 匂 為 テア コ
2。

29一3」制
2 6 ャ,| 7 7 7。 ス3 2 ..n ..8

z4|
29 5 35 一」

次に所有林野の内容をみるが, この場合は長X暦層でなく※ 

活層(/町歩以上. 5ス～/町. 5及以下の3ﾡ歴)てみよう。 # 

野所有面療で系誉の中のA工林面表は/ 店層よりも2指層にSい 

のは, ケ〜/町ﾡの方が/町以上ﾡよりも造林受の多いことを示 

し,このことはまたスキ, ヒ/キ林が多いことを表わしている。針 

笑ﾡの今仮ﾡ成は3商活と2/年生上のしのが多く, なﾡは 

型に坊令級が高い止字を示している。調査黒にﾡ人されたマッ林令 

は30〜60手生のものが多かったから北ﾡ的役杯可ﾡでL林をし 

っている二とになるが マッ林の 大部分は 天_« 性生の を積の 低いしの

て実ﾡの代保可能材ﾡは少かい。
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3-4 ※ﾡと文生産

ﾡ初に林野かうの zcご を甲らかにしておく。 まずﾡﾡの林 

た物阪をポえをみろと死/8浜の二とく. 量去5ケ年回 (品和スー年) 

に阪ﾡした長衣らテ,阪を物は甲材(主回伐). 竹の3覆て. 

阪ﾡ長ば2 ◇e石 ガ 品大でセ は 少なく, 梅年阪ﾡしていろのは2ア, 

(/Pに竹雄2〜4素, /Pはﾡ材/o00メ/5oクメ. 竹5來を阪を) 

である.

今こう0原主ﾡを試算すると竹5東=/25。円 (2夕○円*5) 
诉 材 /oo。 /=^5e0H (ﾡ/系30円/束2メ目).用材マッ55 
下石当リ.420円. したがってイ。2のﾡ合で32万円,イ6/7の 

33年の阪ﾡﾡは用材=38400円. ﾡ材=Z.2○円. ﾡ=/2タ円 

合計 4e。 円である。 

ダ/8
昭和2?チ〜34年( 5ケ年) I二おる林ﾡ物の阪売況

・号

夏X
暦序

販たﾡ 贩充费 敗ﾡ手な 販先
Kﾡ代公 ol

" g

/ I 2 所 (麻 倍)
*

?石

50チ

B和33 村外栄者 生 汚 賞

4 I 2 円 系 ・ ス7～33(キ2〜系
空す

/7 ロ / 用林( 
新ま材 
竹

24石

を“

2

・ 32. 33 ( '2石 )

・ 2夕～33(キ/020-/52
・ 29～33 ( 年 夕刺

パルフ"KK
本*経ピ

3 神 触) 拓 ・ 33 村内栄奈

2 / 岡材(主) 2丽 ・ 33

この長不はﾡ売牧入を林ﾡ紙法に当て る本英ﾡ最大の林野 所石 ■ 

ある. 以上のように仕杯のケースは少なく, 用材(主代)の代会は 

ア食窒型, ﾡ賞ﾡ営買なとに仕向けられることから, u林がﾡ花的 

〜性ﾡをもっていることはﾡえる.
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林ﾡﾡの販売ﾡ件とくにその市地は, なﾡ果東部の中的木 

材市最福山市に近く, 即落からオート三松によって正当り/タク内 

私。 運貨で出荷で、き そ ・

順売先 は 町内 家君,・T外K者. バルア会社てある・系江バルプ& 

社ばマッオの買付に点極ﾡであり. また町内にはﾡﾡ所があろため 

ﾡ用材のﾡ受があり. そのﾡﾡはマッ石当り 2.5o。 ～3.200 円もす 

るが, 現在は松大材の生ﾡを*逆地域にﾡんどみないが仮てある。 

さ らに約8 Kﾡれた松永市には全団の約22 %を生ﾡすろ といュ 

ヲ00の下登工ﾡ立あってマツ材のﾡ受がある。 二の』うに当地ﾡは。 

各度の木材需要 が 近在にあり, また木材市ﾡも近くあって市場立地 

二は忍まれて い る という こ とができ 2。

自本甲として甲ﾡをはした例はひい: をKだボ材甲として? 

20受代坂 したﾡ系4ア, 目表甲ﾡ炭材を体不じ たのは64.446 
62?で年官5o0メ〜Ioo/である。 ^ :

燃料としてのそだ。 まき. 木炭の消Kﾡとその入季先をると新 

,?五の如く. そだグ4〜ノグ0天 まき86〜火05来のﾡ囲で 
: ・・、

まきに大きなﾡがあるのは1 ﾡ層が草ﾡ爆雨コに すろ ため である. 

そだま き.を目己の 所 な 林から 便 エスス はソ ? ナ (山林所有会求の

$%), このうち全部を目乙有林からﾡるのは/の戸で, そだまき消 

及求の23%程て, 大部分は全団がまた は- 部を入 会 から入 

/?表 そだ まき. 木ﾡのﾡ用ﾡと人手ﾡ

局

木 X ・ そ だ ま き ce そ だまさ.入手 先(よ8)
便 
用 
量

區 
入 
量

用 
王 用 ・ ヤ ・

¥ 
希 
用

頭 
入 
E

品所

獅地より 入会

・m有地

入会地 そo他

1 3. g .9 8 ダo5 25 /2o Z 2 / /

り./ 5 73 / 96 3 . 4 7 5 3
ロ /3, ? /.8 s4 / ? /2o 9 / ダ / 之

/s, 5 /&,5 % み 3 4 /

7 32 o 32,o /oo /20 /
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チしている(ﾡ衣4/).へ会有林からの 深京 登はﾡ取長本/ア 

峯り平均的そだ50京. まる/。。来バある。

ダ午ﾡとにﾡした場合のそだ, まさの禄取ﾡの地述Eると増 

2P. 不友20F. ﾡ少2/ Fで. 石速コンロその他代曽ﾡ#の進 

と共にメ少傾同をみせてい ろ。

太炭○巨こ生ﾡはI借層の/Pだけて. 殆しどはﾡ入している.

ﾡに大評分の彦ﾡが駐Fよりね取し. 目こ所有山林。 原野 から 衆 

取するﾡ本は少なく. 便かに5アだけである ( なﾡﾡ女の/ テ%). 

全探要について5手ﾡと校すると以ボ』り塔初した長ﾡ4P, 式 

少夕F 不ﾡ/?アであってﾡ千の滅少はあっても大部分のﾡﾡて 

表化むいのにﾡの甲盗が役牛. ¥などのﾡ料用であるためと号えら 

れろ・ また現をの丞ﾡﾡ以上に妥かどうかﾡの受求度をみると。

要むし//ア, 愛あり22アであろ. じ受むのにらないﾡ部 

は近所に川リ場がない(PF). オカ不距(/4P) があり. か示 

足という良次は全店層にわたって おり. 二れはﾡﾡの労ﾡ夢情かう 

てなく. 一面では翼ﾡ労竹の非能ﾡを示していろしのてある。 とも 

かく 享質涙&山ﾡに依ﾡするﾡ京はなめて少ない二とは明らかてあ 

ろ。

ﾡ20衣 落ﾡの用途別刊用ア故

階 の 用 途 別 P 政 ﾡ用Pピ

の「肥 (o) ﾡ 日 (イ)(ロ) イ) い (口). の (□) (二)
I 
ロ

TV
V

2

/

/

6

6

/

4 .

/

2

/

/

/ 5

6

7

af 3 2o / 7 2 2 / 35

落ﾡ採取ﾡ察は36 P ( ﾡﾡ88 %) に及びそれうの用途ば燃料

の2oア(落末利用アﾡの5ク%). ﾡ「ﾡ. 退床材村"ととﾡ

とﾡ方に用いる震ﾡ入れると 3/ P( 層P?% ) になるﾡ二の
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利用は多い・ 保取場所は目乙所有林より / ダ戸( ﾡ取京本の42ス). 

目こ所有外(まとLて人会山) ノ7F( 47%) そのス方から取 

するもの4Pである。

深政受は平均/イ。/ﾡ皮であるが夕年ﾡのそれとﾡすると塔 

ロ2テ. ボ少/2ア, 不変/ノPてﾡ干の式少祭Gを見せロがらも 

大半は不ﾡである。

二の他林野生ﾡ物としてマツタケがあリ. 2アが生ﾡしその/ア 

は3千円のﾡへをて いる例しあるが生ﾡ長は僕少で目友甲が主な 

のとなっていろ。

受すろに本ﾡﾡの林天生だを ○uそん.た の奇かうみると零細短求の 

たてはあるが阪走受は少なく. 新炭材. 落業. ¥. 林野計ﾡ力に 

Lろﾡ計仕ﾡ, 妊営仕后の多い自給的林※生産て力る、

は5,P反, 平均2./反となる。 花林殺ﾡはﾡ造が最礼多く , Xい

で所炭林の用材林化が多い。 村程はにこ/キが大評分を占めている。

と/ キは反当リ 300〜#20 本え. マッ32◇～ ダクの本ズ ギ 42
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本. クスギダ2。 本の婚付本ﾡとなっていろ。 苗木は森林粗合, 苗 

木ﾡ, g家炎面とルートはいろいろあって一定しないが。 2アのう 

ろ2Pはﾡ面よ りﾡ否している・

出林浦助金 ほ 艮亥4 だ が•受領し, 4アは全ﾡ受係してい"い・ 

技太ばﾡ暦別にると. 林*ﾡ活のQ②ﾡ暦に多い。

遊林労仲は反者リ /.ヌメ〜/,7人と可ぶりのﾡきがあるが。 芝 

况. ﾡのﾡが明らかでないのてこうしたﾡ質にむしろ当バかも知 

nLい.-般的には目本節Eま体としてろリ. 雇入労物を公受と 

したの は タノ友を 横林した 後家で築落内蚊大の肝相者"" (ロ-の暗常) 

でろるが二のﾡてもﾡ入労のは付のの 33程てある。

29&入のたて確ﾡし ているが低か2名てある。

地. 福付作県はい も 2F〜3 Fのﾡﾡﾡにﾡ旋る れて いさ 

が, /Pは//月に秋植と行っている。

運ﾡ老理ﾡのの 扱人状ﾡに過去ケケ年てﾡ女立実施した影も折し 

しい/ ヶ年品の労竹な入てあるが. 作賃別には下叫りがﾡも一成向 

に行われてちり, 次いで 除信. 枚 a桜となろ. 投入ﾡは/ん～ 

ケ4人のﾡ回でﾡとと目よﾡとなっていろ. F"時ﾡは/月, 

6H〜!F. 深伐ば/2月〜/F,ﾡ打ば/月と5日,ﾡ代は/月 

と2 百-工っている。

ﾡ22衣 ﾡ林ﾡ安のﾡﾡ投入ﾡ

夏安番号 地 函木 運殺 境 適 計

/ ん o o./ /・ o o, 2 /・ 3
テ ・そ ん 0
7 スo /o. o 5. o / o ルク

8 3 o /.. o J. o ～ o /タ,o

? 22 3o. o
" .

&. o 37.0

/3 ・タ 2o. o 2o. 0
/7 、 5 9z2 /. o (/z. o )36・ ◇
2? (z. の ( z. o)

(注) ( )は入労

-187- 
ﾡ後にはメ労ののい学を女族の中てみると。 本賞狂送の指岡2引 

るのはほﾡ経営者と同一なもの. 式たはﾡ長者である場合が多い。 

a付は主ん. 受男. 妻 などで女子労仿 は/3 戸( N2 人中)。 中 で' 

5P ( 5 ん)でﾡ付分竹なク 均 / ダメ程度. り 作1に 女子めz 2 
%と男性とべると少いようだが, 落業かき反5ﾡち々が 

多く. そのは26%にし及んている。 もらっとぶとに:-て 

星を 生むの は 貴然と しても本業労ﾡはかなりばっヨ リと作ﾡ分消が 

れて いる。

4 ﾡと 賢点

商条的長※地域と規定てれた当地域の良家林X。末なそ部交に 

uとずいて分ﾡしてきたが. ﾡ後に以上の純果をﾡ単にﾡ活し 併 

tて二 三のぽﾡ点を格斎しておきたい・

沼ﾡ町なかんがく 香ﾡ印落の長家は。 気米目給型の水君部1と現 

公枚入師バとしての活軍作を主受即rとして組ﾡさており. 一方 

反家 の 所有 する 林野 な 厚 細規模 であって, しかも天然生アカマネ 

となﾡﾡを主とする林分で生ﾡ認からとて便少であり. かっ 校 入 左 

からて祖放的であり, ﾡﾡ生ﾡﾡ法の中てに呼らかにP次的部『］ 

の位受にある. しかし舌千でしﾡﾡ作があるかごり没床材日とLて 

の落業, 統ﾡ用会#としてのﾡ炭材の従ﾡが必要とされたし, また 

展灰生活 の を 庭用 燃料と してﾡ炭材, ※業は主要なﾡ浜として用い 

られ, gﾡ的性格をひってさた。

度米の垣い手が同時にな*のﾡい手であるﾡ泰が. しかもG次 

切 を 中 とした 労動力 経済 であるかぎり. 油 草生産と いう径めてァ 

の梨約なﾡ米を営み. 他面林ﾡをﾡ炊に取級うことは 度次経済全 

体, 全士地経営という立場からみ は合理的な ものてあたといわ 

ロけ はならない。

普野邪落の平均州地面ﾡは 35反歩てあるが. ニのよ うなﾡく零 

gな姫営ﾡﾡでﾡ安経済が成立Lて ざた= と. たし か、に商左生産
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のﾡい牧益があったからである。 と同時に二れが安族労仰7を1分 

送ﾡしﾡたからである。 /え浜せリ /og人がうの労竹登&妥と 

し, そのm工にお労竹の均夕倍をじ要とするﾡ率は二の点でも案 

片を十分体えていた.

しかしなびら本族の塔加. 生活水ﾡの同上などは長友任海を圧近 

t. ほ女所るのるのの妥性はほ営受ザの拡大&手房したが。 過主 

にろいては土地ﾡ源とくに水百のﾡ営ﾡﾡの点で, 他面ては労竹軍

のら存易にﾡﾡされず 主としてﾡ業化によってﾡ決してきた・ 

戻家の ボ算手のﾡさは二 れそmﾡにﾡ語っている。

現在の 農菓及街改友 目 棟の一っ に, 通ﾡ長培に及へするﾡ料をほ 

行施肥村の子にﾡﾡし』う と する ことがﾡげられて いるが. ニの- 

¥&みて いかにﾡ本が落草作に集中し て き たかが何われる。

と二ろがﾡ革生む炎念逐むヤ場の抜大の中で, その 加工過程 

にの力ざ機が平へされるに&んてﾡ大公変化が起ったのてある, 香 

ﾡ部落に助かば後が番入されたのは昭和245年項だの それが※ 

入される以ﾡにばﾡﾡさ hたﾡﾡは冬ﾡK期の作業と して / 日2 
〜3女の長烈を手締機によって祭しでいたのだが 機植だと/日 

ノ ケ〜39 枚とﾡﾡ化し た. ていいに常った手戦のﾡ表も市場で 

は催かの価格ﾡしかなく ( 例えば昭ﾡ33年坂ﾡひ登は34。円の 

場合チは4 ◇0F )大長生ﾡの方が有利てあり, また済ﾡﾡ場の花 

大は製品のﾡよりも監にウイ トをおくようにびり, またﾡ裕俗技 

岬の同上もあつて手燃の有利性ば失われてきたのである。 そのため 

評落府てば*桜をむった初工 X者と深戸としての藩草生産のみを行 

うﾡ本とに分ﾡされざろを得なかった。 このこ と は 町工 家若 におい 

てばm工ﾡ7の飛躍的発及にﾡ科が同に合わず 下庭した け は酒草 

生ﾡの遺地域に来さるる4なくなリ- そのためいわウる「ﾡ償 

表7のﾡ品名柄が落ちろという結ﾡ&ﾡくようになった. 厳客。求 

査によ り 痛送する と いう 手段は政っ たガ抜本的対策 と ばいえない・

一方ﾡﾡ償給の立場になった長ﾡv, 冬ﾡ所の労のﾡﾡの地でう 

た加工がなくなリ, ェ貨の攻人が減少し, 入面でむ労面で

-189-
も六さな制ﾡをフ けブるよ う になった。

可峯馬が長薫のはﾡ改る来として天樹面化をﾡし, ﾡgをすす 

め, また近外移氏そﾡﾡﾡにすすめてきた甘長に ば以上 のような変 

化があったのである。 こうした系件の中で士地資ﾡとしての林野の 

まﾡ利用がﾡら九る二 とは むしろ 導 然 でめ 石.

香労部ﾡでは固ﾡ条からみて業団的にﾡ至可姫な返地はないか 

ら, ﾡ樹ﾡ化するとしたらﾡ任のﾡ放利用におかれている地の転 

展 しかない ように 考えられるし. また そう チ る としこも 反出 り Pe人 
ボをﾡ要とする果誉作( アドゥ ) のせ人ば琴ﾡに分力なり会の 

戸ﾡが十分なさ れる山要がある.

函査 表に記ﾡされた土 地利 甲ﾡ目の伝坂はﾡ25表のよ う に本野 

一畑 ( 果 ﾡg)と その 注の一杯地とい う ﾡの もの であっ た が. 近 

ては林地化のケースゲみられ, その面ﾡし耕地化されるものより夕

・・ ・

ﾡ23玉地目五ﾡの*様

記税
oケ

5

-"
TTTTTTT 

ダ地-

蓄 #の+
_ ;_____

/ 1 ○②者通ﾡ# 地

7 I の|。

② ・
7 ロ の ※ 畑 。(あ)

地---- ]
色煲邑/

o3 p
7,3 23う

o ・z2

地

年次
李「杯「
詹 ﾡ

野 ―1

Xﾡの並
碗 1

③ 竹 本 ・ 通 a
・2, 6 I 地

・33
・3/

ロ ②
J

・ 通

y ジ:、
林地の高友利用を地目転がによって行うことが困難とすれば, 林 

芝のしのとL て林地本系の形銀でその高皮利用が区らハ&れに 

&らない。 .

*地域でほ落ﾡE K#と し <利l用する ため 落菜採取 がー段内 に 任 

bn/ア当り平均/。/を保取しているが 一方ては#木成立不 

5ﾡ6河ﾡﾡのﾡに苦ほしていることは矛盾している。 アカマッ 

の成長かうても地力は十分とは考えら れな いﾡがでに落業 深政 o 
ﾡ阪なリヤマそモ, ャシャーシ, アカシマモリシマのようなﾡ料木
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のﾡ福によ り 地維将を る ニ と が要で ある

晨家ノ戸下り 年阍 編. そだ, 約 スの0栗 を消長するが。石海 コンロ. 

プロバンガズの手へによ りﾡの消費受ば受少すると L て もまだまだ 

ﾡ長さ れるから ・その生ﾡﾡ加のたのにも山 林客理 そゅるが亡にできな い・

以上の目治ﾡ側面だけでなく, 当地方はﾡﾡ坊否品化の好ﾡﾡに 

芝まれていろのだから 現会岐入 源とL ての価価を山林にもたせるこ 

とが将ﾡとなる。 天べ生な本○とくに確ﾡﾡ生後の右ﾡﾡ亜をた村 

化するつとが望ましい。 ほた夏ﾡ林ﾡの杯ば小面ﾡなのだから系 

存の』うに山評に衣太ﾡりのR引てなく, 自ﾡ労のによる代保は 

出. 峯路d販売まてﾡ均化の-つの可能性6もつている,

ニニターら宮に 林登所有 の大きいﾡ層てはあるが, ヒノキの 

法ﾡが行われる よ っ になっ たの は旅野別甲の 条約化の 点から望まし 

い傾ﾡである。 年3回の下川リ. 林地施ﾡ&と一ﾡの頁京にみら 

る二 とは*地ﾡ甲ぎﾡへの 労刀の現われといえよ う・

水ﾡ一ﾡ平型の買本では面車面工が賞桜化丁 る に件い余引労の7 

を生み, 冬府長ﾡﾡにば山林労のにねへできる案件をっく っている 

とみられる。 第5ﾡにみられるように著しい労のﾡ合はない。

とニろで以上のよ う な来化にもと づき米ﾡ約化の-つの 天件が 

できる と 自こ所有山休面ﾡのﾡ小さ から, ﾡ的に即ﾡ有林の介師 

ヶH盟化なる』うに子訓される。 部落有ﾡがあるニとによってボ呂 

薇我が でき, また却 落樹症の 物的基理として, 印ﾡ社会結合の商 

の*紀を果すとしてし, 部速Kﾡのﾡ暦化ゲすすめば引の受メ 

は切実なしのとなろう・

ﾡ落有ﾡなどﾡ野部落てば比 繁的選城系件の 系いな野の ﾡﾡ任価 

そあめるために, 林覧の施行がすすめ公けれのらないことはそう 

までもない。

さて二れまて林ﾡをとりまく 夏※系件と林※にﾡﾡしたニ・ の 

同遠 を行席した が, 香野部系のﾡﾡの中て林*がﾡ水中心になると 

いう名味ではないし, 造林化すればそれでよいというﾡ味でば毛ﾡ 

ない、 疑塚的条件からみて. 林太ボ立上とく にスキ, などにとって
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第5回 主要生産ﾡ作ﾡ時ﾡと入ガ佑登 (ス当)

主) ﾡ林は ヒ/の み合そ 示ナ・

居 345e78?/o/2,2 計
-- 1

て

ﾡﾡﾡ 顔 一移
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〜、- - 、 ～ 、 ・- 〜 -构 や ア7 3o3 Ko
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はルすしち お通な条件てはない ニ 
&うち夏る一つの手段として, あ 
ﾡ用都ﾡの 一城とLて 林X生産 
ならないとい う 迁味 で 述べた の c 

さうに, 受求経済の一即バ1である 
のでなく. KK経ﾡ全佐の同上を 
即 门 と矛 信なく 調ﾡされるﾡﾡ内 
るの である。

とは十分み知の上て. ﾡ業曲停活 
る いほ夏安所得 同上の ゥの 土だ 
カ 及にの方 が老 えられ&Tに 
ある。 したがってさきにし小れた 
林米ほそれ日体のﾡ風がﾡまし い 
自旳 として, ﾡ作. 酒求作なとせ 
で. 林米生ﾡの水ﾡ化がﾡ請され


